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b                                                                            会会報報第第 5511号号発発刊刊にによよせせてて  b           

ススポポーーツツ推推進進委委員員のの活活動動にによよせせてて  
  

  

教教育育長長    酒酒  井井      泰泰    

平素よりスポーツ推進委員の皆様には、府

中市民のスポーツ活動の発展と充実にご尽力

いただいておりますことを、心より感謝申し

あげます。

本市では、「スポーツタウン府中の発展」と

いう基本理念の実現に向けて、令和 年度か

ら令和 年度までを計画期間とする「第 次

府中市スポーツ推進計画」に基づき、スポー

ツ施策の推進に取り組んでおります。

新型コロナウイルス感染症の扱いが変わっ

たことにより、少しずつ以前の状況に戻って

きてはおりますが、この間の影響を受け、市

民のスポーツ実施率は減少傾向にあります。

市民がスポーツを身近に感じ、健康で元気に

過ごせるよう、スポーツ活動の機会の充実が

一層求められている中、スポーツ推進委員の

皆様には、広い知識と豊かな経験を基に、本

市のスポーツ振興のコーディネーターとして、

市民のスポーツに対するニーズを把握すると

ともに、スポーツへの関心を高める役割を

担っていただいております。皆様方のご尽力

に、重ねて感謝申しあげます。

さて、昨年は、ラグビーワールドカップ

が開催され、本市でもパブリックビュー

イングを実施したほか、大会後には、本市を

活動拠点とするトップチームに所属する日本

代表選手による報告会を開催し、市内外から

約 千人の来場がありました。

今年は、パリ オリンピック・パラリン

ピック競技大会が開催されます。市内の小・

中学校では、これまで、東京 オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会後のレガシーを

大切にしながら、共生社会の実現等に向けた

様々な取組を行ってきました。例えば、パラ

リンピック競技のアスリートを講師としてお

招きしたパラスポーツの体験活動では、アス

リートがプレーする姿に接するとともに、実

際に体験することで、子供たちのパラスポー

ツへの関心が高まることにつながりました。

また、障害のある方への理解が深まるきっか

けともなったと思います。学んだことをいか

して、今年のオリンピック・パラリンピック

競技大会では、一層熱い応援ができるのでは

ないでしょうか。

子供たちがスポーツを身近に感じ、その楽

しさを実感することで、健全に成長していく

ことができます。また、性別や障害の有無な

どにかかわらず運動に親しむことで、生涯に

わたってスポーツに親しむ態度の育成や、障

害者理解にもつながるものと考えています。

スポーツ推進委員の皆様方におかれまして

は、今後とも本市のスポーツ振興と子供たち

の健やかな成長のため、更なるご指導とご協

力を賜りますようお願い申しあげます。
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b                                                                          会会報報第第 5511 号号発発刊刊にによよせせてて  b          

  

ととももににつつむむぐぐままちちづづくくりり  

  
  

会会  長長    瀨瀨戸戸口口  幸幸  則則

日頃より府中市スポーツ推進委員会事業に

対しまして、ご理解ご協力をいただき誠にあ

りがとうございます。

令和 年は、 月に新型コロナウイルス感

染症が 類となり、コロナ禍前の日常が戻っ

てきた年でした。

年を越える非日常の状態は長く、辛いも

のでした。この経験は、今後発生するかも知

れない非日常に生かされなければならないと

思います。

令和 年元旦に発生した能登半島地震では、

多くの方が亡くなられたり被災されたりしま

した。謹んでお悔やみ、お見舞いを申し上げ

させていただきます。

阪神淡路大震災や東日本大震災など大きな

地震による被害は、甚大なものがあります。

被害に遭うたびに被災後の復旧、復興には、

経験や知恵が生かされてきました。

しかしながら、今回の能登半島地震では、

地形的な課題が原因で復旧に時間を要するこ

とになってしまいました。一日も早い復旧、

復興が進むことを切に願っております。

令和 年は、パリ オリンピック・パ

ラリンピック競技大会が開催される年です。

その他にも世界規模のスポーツ大会が多く予

定されています。

令和 年には、府中市も会場となりますが、

東京 デフリンピックも開催されます。

日本の選手の活躍が期待されています。選

手が活躍されることで、スポーツがより身近

に感じられ、スポーツをするきっかけになる

と捉え、活動していければと考えています。

令和 年度は、スポーツ推進委員の委嘱期

間替えの年ではありませんでしたが、委員の

追加の募集が行われました。

委員の定数は、人口規模や行政から求めら

れる役割により、各地区で様々ではあります

が、新任の委員を加え 名体制でスタート

することができました。

令和 年 月に、府中市は、市制施行

周年を迎えました。市内各所で記念事業が催

されていますが、委員会の担う事業にも「市

制施行 周年記念事業」の冠が付いたもの

もあります。

キャッチコピーは、「歴史が息づく。未来

が芽吹く。」で、確かな歴史を希望が持てる

未来へつなげていくということだそうです。

記念誌のタイトルは、「ともにつむぐまち」

となっており、ともにつむぎ、未来へつむい

でいくということだそうです。スポーツを通

してともにつぐむまちづくりができるよう努

力を重ねたいと考えています。

今後もスポーツを市民の方々へ広めていく

ための様々な事業展開を、皆さまと共に積極

的に進めてまいりたいと考えておりので、ご

指導、ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

会報第 号をお届けいたします。ご参考

にしていただけるものがあれば幸いです。ま

た、委員会事業に対するご意見、ご要望をい

ただければ幸甚に存じます。

b     会会報報第第 55１１号号発発刊刊にによよせせてて  b                                                                                                                                                                                                                        

  

府府中中のの未未来来へへ向向けけてて  
  

文文化化ススポポーーツツ部部長長   佐佐  藤藤  直直  人人

平素よりスポーツ推進委員の皆様におかれ

ましては、府中市のスポーツ活動の充実と発

展にご尽力いただくとともに、本市の様々な

事業へのご協力や地域での活動を通じ、市民

との橋渡し役としてご貢献をいただき、心よ

り御礼申しあげます。

さて、令和 年度は、新型コロナウイルス

感染症が 類感染症に位置づけられ、コロナ

禍以前のようなスポーツ活動やイベントの実

施が可能となり、スポーツタウン府中の取組

が本格的に再始動し、充実を図ることができ

た一年であったと感じています。

月には、日本郵政株式会社とスポーツ振

興による地域活性化に関する協定を締結し、

スポーツを通じた地域の活性化に向けた新た

な取組を始めました。その一環として府中駅

伝競走大会では、ゲストチームとして日本郵

政グループ女子陸上部に出場していただき、

読売ジャイアンツ女子チームなどのトップチ

ーム関係の方々の出場も加わり、大会を大い

に盛り上げていただきました。

また、 月にはラグビーワールドカップ

の日本代表報告会をけやき並木通りで

開催しました。当日は大変多くの市民が参加

し、東芝ブレイブルーパス東京、東京サント

リーサンゴリアスの両チームの代表選手の大

会での健闘を称えていただきました。

さらに、都内初の女子野球タウンに認定さ

れたことを踏まえ、女性にやさしい競技環境

の整備を通じて、誰もが使いやすい施設にす

るため、市民球場のトイレ及び更衣室の改修

工事を行いました。改修に当たってはクラウ

ドファンディングを実施し、趣旨に賛同いた

だいた市内外の多くの方々からご支援をいた

だきました。

これらの取組は、市民をはじめ、トップチ

ームや民間事業者などと連携・協働し、市民

の交流促進や地域における連帯感を生み出し、

本市のスポーツ文化を未来へとつなげる取組

になったものと考えています。

スポーツ推進委員の皆様には、明星高校に

おけるボッチャ交流会の指導者での参加やそ

の後の市主催事業での連携など、地域での協

働の輪を広げていただくとともに、手話通訳

士の方の協力の下、聴覚障害者の方々とのボ

ッチャ交流会も開催いただきました。ボッチ

ャを通じた障害者スポーツの普及については、

東京 大会のレガシーとして広く市民に

定着しており、今年のパリ 大会、来年の

東京 デフリンピックを契機にさらに推

進され、誰もが一緒にスポーツを楽しめる機

会が広がることを願っています。

令和 年 月 日には、市制施行 周年

を迎えました。市制施行 周年となる 年

後の未来を見据え、スポーツタウン府中の更

なる発展に向けて、これまでの取組に磨きを

かけてまいりたいと考えています。

スポーツ推進委員の皆様におかれましては、

多岐にわたる本市のスポーツ行政にご協力い

ただいておりますことに改めて感謝を申しあ

げますとともに、なお一層のご尽力を賜りま

すようお願い申しあげ、ご挨拶といたします。
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b                                                                 第第 2277回回みみんんななののススポポーーツツｄｄａａｙｙ概概要要  b          

  

笑笑顔顔ののみみんんななののススポポーーツツｄｄａａｙｙ  

  
  

実実行行委委員員長長    鴻鴻  巢巢  裕裕  司司

令和 年 月 日、スポーツの日に府中

市内の各地域体育館（白糸台・押立・栄町・

日吉・本宿・四谷）で「第 回みんなのス

ポーツｄａｙ」が開催しました。このイベン

トは、市民の健康促進とスポーツへの理解と

関心を深めることを目的としており、無料で

開放された体育館で多くの人々がスポーツに

親しむ機会となりました。

当日は残念ながら雨模様でしたが、それで

も前年度の 倍以上となる約 人の方々

が来館し、パラスポーツで大人気のボッチャ

や、府中生まれのラリーテニス、年齢・体力

に関わらず初めての方も楽しめるニュースポ

ーツを体験し、交流を楽しむことができまし

た。これは、コロナ禍で開催された前年度と

比較して大幅な増加であり、その成功は大い

に喜ばしく励みになるものでした。

さらに、各体育館では特別企画も実施され

ました。今年は大学や高校の協力を得て、チ

アリーディング、ダブルダッチ、ソングリー

ディング、新体操、ダンスなどのデモンスト

レーションや体験コーナーが設けられました。

また、府中市を活動拠点とするプロのラグビ

ーやフットサルチームにもご協力をいただき、

観客に「見て」「感じる」体験を提供しまし

た。これらの特別企画は非常に好評で、多く

の人々がこれらを楽しみに来館しました。

このイベントは、大きなケガや事故もなく、

全員が気持ち良い汗を流し、参加者、協力者

の皆様が笑顔で楽しむことができて、和やか

な雰囲気の中で幕を閉じました。「みんなの

スポーツｄａｙ」は、市民のスポーツ参加意

識や健康意識を高めるだけでなく、市内のス

ポーツ団体や学校との連携や交流を深める素

晴らしい機会ともなりました。

今後もこのようなイベントを定期的に開催

し、府中市をスポーツのまちとして発展させ

ていきたいと考えています。市民の皆様の健

康とスポーツへの関心を深めるために、スポ

ーツの力をまちの力に活かしていけるよう、

これからも「みんなのスポーツｄａｙ」を続

けていきます。

 

 

 

 

 

b         令令和和５５年年度度ススポポーーツツ推推進進委委員員会会活活動動概概要要  b                                                                                  

  

「「地地域域にに密密着着ししたた事事業業展展開開」」  
  

  
  副副会会長長  大大  竹竹  ひひととみみ  

令和 年度は、新型コロナウィルス感染

症（コロナ）が落ち着き、コロナ前に近い状

態で事業を実施できた。

メイン事業として、 月；「市民スポーツ

レクリエーションフェスティバル ボッチ

ャ（スポ・レクボッチャ）」、 月；東京都ス

ポーツ推進委員研修会広域地区別研修会

（第 ブロック）、 月；みんなのスポーツ

ｄａｙ（みなスポ）を実施した。

スポ・レクボッチャは、総合体育館での開

催で冷房設備は整っていたが近年の気温上

昇等の影響があり熱中症対策を十分に行う

よう参加者に注意を促し実施した。

第 ブロックは、調布市が担当市で各市

の発表原稿を動画作成し提出という企画の

為、 秒チャレンジ等で配信の動画を組合

せて編集し、府中らしさを駆使した素晴ら

しい発表動画を作成して当日の発表に挑ん

だ。また、コロナ禍以降中止されていた飲食

を伴う情報交換会が 年ぶりに開かれ久し

振りに他市との交流が深められた。

みなスポは、市内 館の地域体育館をス

ポーツの日に無料開放している。コロナ禍

の影響で実施できなかった期間や、全館に

於いて定員を設けて事前申し込みの二部制

を取り参加人数の調整をしたこともあった

が、今年度はコロナ前に近い状況下で実施

できた。あいにくの雨天の為、屋外での種目

が中止されたことは残念だったが各館に於

いて盛り上がっていたとの報告があり、運

営協議会との協力事業として地域に密着し

た事業のひとつとなっている。また、府中市

が「地域活性化に関する協働協定」を締結し

ている明星中学校・高等学校に連携事業の

一環として高校生にみなスポ事業でボラン

ティア協力して頂いた。

事業部は、市民と直接触れ合う機会の多

い事業を展開しており、人通りの多いけや

き並木に面したフォーリス前広場で「ちょ

こっとスポーツ体験」を開催ニュースポー

ツ体験会等の事業を実施した。また、例年は

陸上競技場で実施していた「かけっこ教室」

を雨天時に備えて地域体育館での開催を試

み新たな展開で実施した。

研修部は、三市合同（国分寺市・小金井

市・府中市）研修の担当市として、日本ラウ

ンドネット協会より講師を招きラウンドネ

ットを実施した。また、管外研修として東京

都多摩障がい者スポーツセンターの改修後

の施設見学と車椅子バスケットボールの体

験を実施した。

総務部は、会報の編集やちゅうスポだよ

りの発行を委員会では縁の下の力持ち的役

割を担い、コロナ禍で中止していた飲食を

伴う歓送迎会を 年ぶりに開催し、マスク

を外し退任委員や新任委員とは勿論のこと

事務局との親睦も深められた。

パラスポーツプロジェクトチームは、あ

らゆる事業にボッチャを取り入れ、障害へ

の理解及びパラスポーツの啓発活動を実施

した。

以上の活動以外に委員は、各文化センタ

ー圏域コミュニテイ協議会に属しスポーツ

の生活化事業に携わりスポーツ推進のため

に活動している。今後も資質向上に努め地

域に密着した事業展開を進めて行きたい。
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             令令和和５５年年度度総総務務部部活活動動概概要要                               令令和和５５年年度度パパララススポポーーツツ PPTT活活動動概概要要               

 

  

総総務務部部活活動動報報告告  
  
  

総総務務部部長長 石石田田  宜宜久久  

歓送迎会

任期替えともあり、現任委員と事務局 名

と 名の送別者、 名の歓迎者を迎え、総勢

名にて 月 日に木曽路府中店にて開

催。これまで数年コロナ禍にて開催ができて

おらず、交流の機会が奪われてきたこともあ

り、久々に開催でき愉快適悦あっという間の

時間となった。

暑気払い

月 日の調布市で開催された「広域地区別

研修会」後に開催。歓送迎会時よりは緊張も

ほぐれ、委員と事務局相互親睦を深める場と

なった。

ちゅうスポだより発行

月と 月にそれぞれ第 号と第 号を発

行。原稿の依頼、校正を行った。「みんなの

スポーツｄａｙ」「ノルディックウォーキン

グ」「かけっこ教室」など、コロナ禍による

縮小開催が解かれ、フルスペックでの開催と

なった様子を掲載した。

その他

月には新年会の開催と、コロナ禍で開催で

きていなかった交流・親睦の場を多く設ける

ことができた。ホームページの更新も総務部

に課せられたタスクではあるが、慣れないシ

ステムともあり更新と のあり方の検討に

悪戦苦闘。多くの委員から希望が出されてい

る、ワーキングアプリやサイトの導入検討な

ど、次年度に持ち越しとなる。また、府中市

スポーツ推進委員会のロゴの作成を本年度開

始。次年度早々には新しいロゴのお披露目と、

各所で使えるように準備を整えていきたい。

  

「「ボボッッチチャャ交交流流会会」」  
  
  

チチーーフフ 中中川川  一一郎郎  

ボッチャは、ヨーロッパで生まれた重度脳性

麻痺もしくは同程度の四肢重度機能障がい者

のために考案されたスポーツでパラリンピッ

クの正式種目でもある。ジャックボール（目

標球）と呼ばれる白いボールに、赤・青のそ

れぞれ 6 球ずつのボールを投げたり、転がし
たり、他のボールに当てたりして、いかに近

づけるかを競い合う競技である。 
ルールが解りやすいのもボッチャのいいとこ

ろで、聴覚に障害のある方と一緒に楽しめる

と考えた。 
府中市で手話を勉強されているサークル団体

があり、「てとて」、「かんたん」の手話サー

クル団体へ手話通訳者と会員のみなさまに競

技への参加依頼、当事者の方と一緒に参加し

ていただいた。 
当日は団体戦を開催、ボッチャ交流会はコロ

ナ禍前から数回実施されていることもあり競

技内容を理解されている方も多く、短い時間

ではあったが、楽しく有意義な時間となった。

当事者の方々に参加していただいた事はとて

も良かったと思う。 
今回の交流会だけではなく今後一人でも多く

の当事者の方がスポーツや各競技に参加でき

る場の提供ができればと考える。 

             令令和和５５年年度度事事業業部部活活動動概概要要                                    令令和和５５年年度度研研修修部部活活動動概概要要           ア

  

事事業業部部活活動動報報告告  
  
  

事事業業部部長長 小小谷谷田田  惠惠理理  

令和 年度は前年度と同様の事業を開催し、

各事業の前には事業部会を開き、委員皆で意

見交換をしてきました。

【ボッチャ教室】

月（栄町体育館） 月（押立体育館） 回

開催。参加者が少なくゲームを多く体験。参

加者を増やすために告知方法、告知時期の検

討が必要だと思う。

【かけっこ教室】

月 夏季開催のため空調設備がある白糸台

体育館で開催。講師の方の工夫で参加した子

供達は走ることを楽しんでいた。

月（市民陸上競技場）雨天時は日吉体育館

での開催を予定したが、当日は陸上競技場で

開催でき最後はチームに分かれトラックをリ

レー形式で走り盛り上がった。

【らくらく歩こうウォーキング教室】

月、 月（市民陸上競技場） 回開催。

日本ノルディックウォーキング協会の上級イ

ンストラクターに講師を依頼し、ポールを使

用した全身運動が出来る、ノルディックウォ

ーキングを体験。参加者からは回数を増やし

てほしいとの嬉しい声があった。

【府中寒歩】

月（都立府中の森公園）

寒い時期でも外に出て身体を動かすきっかけ

になるように、都立府中の森公園にてノルデ

ィックウォーキングを体験。

【ちょこっとスポーツ体験】

月 けやき並木フォーリス前広場、フォル

マ光と風の広場にて気軽にできるスポーツの

紹介と体験。

  

研研修修部部活活動動報報告告  
  
  

研研修修部部長長 元元山山  薫薫  

令和 年度は、新任委員を含め 名で新た

にスタートいたしました。以下の研修を実施

しました。

【内部研修】

月 手軽にできることを考慮したテニス系

のニュースポーツ。府中生まれのラリーテニ

スを実際に体験研修しました。

月 講師に関東ボッチャ協会の宮坂氏を

招き、ボッチャ大会前のルールの確認を座学、

試合を通し研修しました。

【三市交流研修会】

月 府中市担当の三市交流研修会を日吉体

育館で行いました。ニュースポーツ「ラウン

ドネット」を研修しました。基礎知識、ゲー

ム進行などについての講義後、ゲーム体験を

した。ネットとボールがあればどこでもでき

るニュースポーツ。実際に試合体験すること

で、小金井市・国分寺市の委員と交流し有意

義な研修となりました。

【管外研修】

月 国立市にある東京都多摩障害者スポー

ツセンターで館内見学、種目体験をしました。

体験種目として、車椅子バスケットボールを

体験しました。

今後もスキルアップのためのボッチャ、ラ

リーテニスの研修や、ニュースポーツ体験等

の企画をしていきたいと思います。
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b                                                                                  令令和和５５年年度度活活動動報報告告  b         

  

令令和和 55年年度度をを振振りり返返っってて  

井井  上上  由由佳佳子子

令和 年は、スポーツ界にとって激動の年

だった。ワールド・ベースボール・クラシッ

ク（ ）での日本代表のチームや日本人選

手の活躍に、興奮、感動し、新型コロナの

類移行、様々な場面で歓声が戻りスポーツの

盛り上がりが見られた。スポーツ推進委員

（スポ推）の活動においてはコロナ前と同じ

ように事業が盛んに実施された。その中でも

担当をさせていただいた「みんなのスポーツ

ｄａｙ（みなスポ）」について、触れて書い

てみたいと思う。

月の実施に向け、各体育館担当のスポ

推と運営協議会（運協）の担当者、体育館指

導員が中心となり、 月より準備が進められ

た。特別企画の内容、体育館で実施する種目

の決定、当日ご協力をいただく方々への連絡

など、準備期間は長いようで短く、開催当日

を迎えた。みなスポは、スポーツの日に誰で

も気軽にスポーツに親しんでいただくことを

目的として開催されていることもあり、体育

館毎に実施内容が異なり、特別企画に特色が

あることが魅力の一つでもあると感じている。

また、地域の方々へのスポーツに親しむきっ

かけづくりや地域交流の場として必要な事業

であると感じている。

当日は悪天候で来場者数の心配があったが、

近隣にお住いの小学生やご家族など多くの

方々にご来場いただいた。午前と午後 つの

特別企画をしたことで、依頼をした学生たち

にとっては経験の場となり、来場いただいた

方々には「知る」「見る」「触れる」といった

特別の時間になった。特別企画に参加するた

めに自身の道具を持参する小学生、純粋にス

ポーツに親しむなど、年齢関係なく有意義な

時間を過ごしている様子が見られ、無事に事

故や怪我なく終えることができホッとした。

来場者の中には、今回初めて老人ホームの

方々の楽しむ姿もあった。今回、事業の担当

をとおして、スポ推と運協の関わり、スポー

ツ施策を活発化させる役割について、考える

きっかけを個人的にいただいた。アフターコ

ロナだからこそ改善できた事業内容、よりよ

い事業の実施に向けて、課題があると感じた。

今後も様々な事業をとおして、スポ推の役

割を考えながら活動をしていきたいと思う。

写真：ダブルダッチの様子

b         令令和和５５年年度度活活動動報報告告  b                                                                                  

  

現現状状維維持持とといいうう相相対対的的ママイイナナスス  

  

石石  田田  宜宜  久久

の 類感染症移行により日常生

活が元に戻りつつある中、スポーツ推進委員

は地域の課題を十分に把握し、その課題に即

した活動を目指していかなければならない。

そんな事をふと思い、「＃スポーツ推進委

員」と検索してみると、様々な地区の委員会

でボッチャをはじめモルックなどのイベント

や教室が頻繁に行われていることに気がつく。

いずれもユニバーサルスポーツであり、共生

社会に向けての一歩を踏み出しているのだと

感じる。振り返ってみれば、本年度の広域地

区別研修会第 ブロックでのテーマも「誰で

もできる新しい運動」であった。これは同時

に、ユニバーサルスポーツを普及・推進する

のと同時に、認知度を高めるチャンスでもあ

ると思っている。

ここで一つの課題とぶつかる。各委員の知

識の「新陳代謝」だ。高齢化により活動休止

を余儀なくされた会があるという話も耳にす

るが、同時に活動に関わる知識も同じだ。

「温故知新」という四字熟語がある。「温

故」−古きを訪ねること が、それらを活か

しつつ「知新」−新しきを知る という意味

である。また「古き良き」として扱われる

「伝統」と一般的に言われる現象にも、必ず

しも「そのまま残っている」という意味では

ない。現代社会でも残っているその根拠には、

常に過去の歴史に学びながら、未来に向けて

それらを変化させるための努力が積み重ねら

れてきているからに他ならない。

今、世界や日本で高まる重要な取り組み

「リスキリング」。日本では「学び直し」と

誤解されている部分も多いが、正しくは今求

められるスキルの大幅な変化に適応する為、

役立つ知識やスキルを取得する事を言い「再

開発」とも言える。近年では世界的にキーワ

ードとなっており、日本も国の政策として推

進されている。

では、スポーツ推進委員の「リスキリン

グ」は何から始めれば良いのか？もちろん、

先に記載した通り、新しくスポーツを学ぶの

も一つではあるが、まずは一歩目として業務

上でのコミュニケーションや情報共有、業務

の効率化の要となるデジタルツールの使い方

ではないだろうか。現代においてはオンライ

ン上での情報収集や情報発信を行なっていな

いのは、致命的な欠陥である。実施していな

い企業は実質上社会から除外される。スポー

ツ推進委員会も同様だと言えるが、残念なが

らほとんどの委員会で行われていないのでは

ないだろうか。それは府中市も含まれるが。

資料やデータを関わる全ての人に共有され、

一元管理するには、個人がパソコンのローカ

ル上で管理しているのではなく、クラウド上

での管理が欠かせない。もちろん実際問題と

して、一元管理される方がセキュリティ上も

メリットが多い。これだけでも業務の効率化

を図ることができる。そもそも本業と併せて

の活動は時間がないという委員が多い中、活

動を続けてもらうための一つの支援策ではな

いだろうか。
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写真：ダブルダッチの様子
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ボボッッチチャャととニニュューーススポポーーツツ  

  

岸岸    優優  子子

スポーツ推進委員も 年目に入り、活動の

流れや形式がようやく分かりつつあった 年

であった。 年と言っても中 年はコロナ禍

に入り、活動らしい活動は大きくしていなか

った様に感じる。特に強く感じたのは、推進

委員としての地域の繋がりの重要性を実感し、

自ら動いて発信する大切さを学んだ。また続

いていた繋がりが無くなってしまうという危

機感も経験した。確かに我々の役割も常にア

ップデートが必要なのかもしれない。娘の学

校も伝統を重んじる傾向があり、制服は我々

昭和の時代から変わらなかったが、来年から

今時の制服に変わるそうだ。時代は常に進化

しているのに、時が止まったまま何も変わら

ず過ぎていくのは時代錯誤なのかもしれない。

そう考えると今まで通りの形式でこのまま続

けていくのか、少しずつでもアップデートし

て新しいものに取り組むべきなのか答えは見

えてくる。

昨年は久々にボッチャ大会に参加した年で

もあった。ここ数年は会社の行事と日程が重

なり参加が難しかったが、日程を変更しても

らい当日は参加できた。ボッチャの審判はか

なり久しぶりだったので、ボッチャ講習会に

参加して挑んだが、強豪チームに「こっちの

球の方が近いと思うので計測してみてくださ

い。」と自分が指示した球ではない方を言わ

れたりで、焦ってしまうことも多々あったが、

無事終えて疲労感と安堵感と充実感が残った

活動であった。また自身の知識を増やしてい

くために、次年度は審判資格を習得したいと

思っているので、有言実行になるように努め

ていきたい。

ボッチャの活動も継続しつつ、新たなニュ

ースポーツを広めていきたいと思わせる つ

がモルックだ。モルックとは、フィンランド

のカレリア地方の伝統的なキイッカというゲ

ームを元に開発されたスポーツであり、誰で

も出来る簡単なルールで老若男女楽しめるも

のである。ルールは至って簡単。 本の

から 点の点数が表示されているスキット

ルにモルックという棒を投げ、倒れたスキッ

トルの得点を加算していき、先に 点ピッ

タリの得点になったほうの勝ちというシンプ

ルだが頭も使うスポーツである。

初めてモルックを体験したのは、一昨年小

金井市主催で行われた三市交流会であり、ス

キットルを倒した時のあの清々しい音が脳裏

から離れないでいる。ニュースポーツを年に

つのペースで広めていけば、飽きることも

なく事業も広まるのではないかと感じた 年

であった。そのための情報収集、体験を通じ

て市民の皆さんにもニュースポーツを進めて

いきたいと強く感じると共に、アップデート

して進化し続ける推進委員でありたいと思う。

b         令令和和５５年年度度活活動動報報告告  b                                                                                  

  

アアダダププテテッッドドススポポーーツツ  

  

大大  竹竹  ひひととみみ

年 月より新型コロナウィルス感染

症は感染症法上の位置付けが 類感染症に移

行され季節性インフルエンザ等と同様に感染

者の外出制限がなくなり、屋内で推奨されて

きたマスクの着用も個人の判断となったこと

でコロナ禍の為これまで開催できずにいた

様々な事業が実施できるようになった。

そのひとつに調布市で開催された令和 年

度東京都スポーツ推進委員研修会「広域地区

別研修会（第 ブロック）」（以下、第 ブロ

ック）があった。

第 ブロックの内容は、「誰でもできる新

しい運動」をテーマとした各市の動画での発

表をもとに講師（筑波大学准教授 澤江幸則

氏）からの講評、質疑応答と展開された。

講師の澤江氏は発達障害のある子どもや青

年のための運動やスポーツに取り組む実践的

研究者であり、好評の中には「アダプテッド

スポーツ」というワードが何度も出てきてい

た。澤江氏の講評を聞いているうちに、十数

年前の新人委員だった頃受講したある研修を

思い出した。その研修はスポーツコーディネ

ーター研修での「障害者指導」についてとい

うもので、参加者に障害がある場合には周囲

がその障害を理解し、指導者は参加者に対す

る接し方に留意しコミュニケーションを大切

にして多くの人にスポーツを楽しんでもらう

為のプログラミングについてだったように記

憶している。そんな微かな記憶を振り返って

いるうちに第 部の情報交換会の会場へ移動

することになった。

コロナ禍のため昨年までは飲食を伴う情報

交換会は開催できなかったのだが、 年ぶり

に行われた会食を兼ねての情報交換会では幸

運にも澤江氏と同じテーブルに配置され、グ

ラスを片手にざっくばらんにお話しさせてい

ただき以前自分が受講したアダプテッドスポ

ーツ研修についても話すことができた。障害

者スポーツについて膨らんだ話しの中で、澤

江氏もかつては私と同じ児童発達支援の現場

に居られたと聞き親近感が湧き、現在の私の

職場同様に当時の現場でも低予算の中で運動

用具や感覚遊具を身近にある物で代用し手作

りしたといった話でさらに盛り上がった。

いろいろな運動やスポーツの場面の中で、

これが無ければできない、ここでなければで

きないなどという事ではなく、身近にある物

や別の物で代用し他の場所に適応性があって

順応できれば良いのである。事前のアダプテ

ッド・ つの工夫（物、場所、人、ルール）

をすることにより、どんな状況下でも柔軟な

対応とプログラミングすることで「いつでも、

どこでも、いつまでも、誰でも」スポーツを

楽しんでもらうことができるということ、指

導者はアダプティブに‼ということを思い出

せた第 ブロックであった。

経験値が高くなった分だけ応用力が増すの

かと思いきや歳を重ねる毎に拘りは強くなり、

頭も身体も硬くなる一方の今日この頃、せめ

て心だけは 和
やわら

かく柔軟に‼ 順応し適応性の

あるアダプテッドスポーツを参考に今後の委

員会活動に活かしていきたいものである。
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７７年年目目のの活活動動とと見見ええたた新新たたなな課課題題  

  
鴻鴻  巢巢  裕裕  司司

推進委員としての活動 年目を終え、コロ

ナ禍を乗り越え、新たな日常が見えてきた一

年が終わりました。今年度は新たに 人の新

人スポーツ推進委員を迎え入れ、多様な視点

と新鮮なエネルギーを活動に取り入れ、事業

を実施することができたのが令和 年度のス

ポーツ推進委員の活動となりました。

主な活動を振り返ってみると、最初は『ボ

ッチャ』。これまでの普及推進活動に加えて、

わかりやすさと触れる機会を作ることに力を

入れました。オリジナルレクリエーションス

ポーツ紹介動画サイト『府中市やってみスポ

ーツ』では、ボッチャのルールの紹介動画を

作成し、府中市ボッチャ大会では運営サポー

ト、審判を行い、ボッチャの楽しさ、魅力を

広く伝え、自分のレベルアップができました。

また、小学 年生から 年生を対象にした

『かけっこ教室』では、走ることを楽しみな

がら学ぶ機会を提供しました。子供たちのと

ても楽しそうな笑顔が素晴らしかったです。

それは子供たちが走ることの満足度を高める

ことを考え、それを形にできる講師陣に助け

られたのが大きいです。また熱中症対策を考

慮し、初めて空調の効いた体育館で開催しま

した。これまでは屋外で、天候を気にしなが

ら運営していた真夏のスポーツ推進活動に、

会場を工夫することで新たな可能性を発見し

ました。

さらに、『ノルディックウォーキング』で

は体験会を開催し、参加者の健康増進に寄与

しました。ノルディックウォーキングは、全

身運動であり、健康維持に効果的です。この

体験会を通じて、参加者にその効果を実感し

てもらうと同時に、申し込みの多さ、参加者

の声からニーズがあることが分かりました。

また『みんなのスポーツｄａｙ』では、市民

が一堂に会してスポーツを楽しむ機会を提供

しました。ボッチャや様々なニュースポーツ

の体験コーナーも設け、そして大学・高校の

協力を得てチアリーディング、ソングリーデ

ィング、新体操、ダンスを、そして府中に活

動拠点を置くプロチームのラグビー、フット

サルを「見て」「感じて」「体験する」ことで

これらのスポーツの普及にも一役買いました。

今年度のスポーツ推進委員たちは、各々の

専門性を活かし、活動に新たな風を吹き込ん

でくれました。そして私に新たな視点を提供

してくれて、わずかな時間の中で活動の質を

高めることを考えるきっかけにつながりまし

た。

これらの活動を通じて、スポーツを次世代

につなぐうえでコミュニケーション力の向上

や 化の必要性を改めて感じました。新た

な時代に対応するためには、これらの課題に

取り組むことが必要です。新年度は、これら

の課題に取り組みつつ、新たな取り組みにも

チャレンジしていきたいと思います。

令和 年度の活動は、新たな挑戦の年とな

りました。新たなスポーツの普及、新たな取

り組み、新たな課題への取り組み。これらの

経験を活かし、新年度も市民のスポーツライ

フの充実に寄与していきたいと思います。

b         令令和和５５年年度度活活動動報報告告  b                                                                                  

  

令令和和 55年年度度ススポポーーツツ推推進進委委員員活活動動報報告告  

  

木木  村村  健健  二二

今年度からスポーツ推進委員として府中市

より委嘱された早々に会社から新潟県への赴

任発令があったが、幸い継続できることにな

った。

毎月の定例会参加が困難な中、なるべく週

末の行事には参加するように心掛けた。

障害者との交流、ボッチャの普及、各文化

センター行事への参加について活動報告させ

ていただく。 月に陸上競技場にて開催され

た軽スポーツ大会では数百人に参加いただき、

車いすレースやパン食い競争、大玉転がし、

玉入れ等のプログラムを実施。競技によって

は百人を超える大規模になり会場が盛り上が

った。準備においては車いすをゴールからス

タートへ何往復も戻すという力仕事を担う要

員の充実も必要と感じた。物理的な対応につ

いて反省を踏まえ次回への改善へ繋げていく。

また、競技場所への移動、整列等の障害者へ

のお願いの仕方について先輩方からご教示い

ただき、勉強になった。上から目線ではなく、

相手の捉え方を最大限汲めるように接してい

きたいと思う。

次にボッチャ普及のためボッチャ教室を開

催。栄町体育館、押立体育館にて実施。実施

日が学校行事等と重なっていた関係もあって

参加人数が主催者側よりも少ないこともあっ

た。参加人数を増加させるために工夫が必要

だと思われる。参加人数が少ないながらも家

族での参加、友達からボッチャを勧められた

と言って初めて参加された方もいた。ルール

を覚えていただくことが最重要課題であるが、

スポーツ推進委員も一緒にゲームを行うこと

で一体感を味合うことができた。スポーツ推

進委員も講師を招き、研修会を行ったことで

審判として自らもレベルアップをしていきた

い。 月 日（土）の府中市ボッチャ大会

が総合体育館で行われた。当日午前中からコ

ート設営を入念に準備後、 チームにより

開催。親子三代、小学生、高齢者と様々な年

齢層が参加したことで会場は盛り上がった。

スポーツ推進委員が主審、副審を担当した。

個人としては研修会等の成果もあり、ジャッ

ジ等のトラブルは特段なく終了した。

最後に地域文化センター行事への参加につ

いてであるが私は武蔵台文化センター圏域コ

ミュニティ協議会（武蔵台コミ協）の担当と

なった。武蔵台コミ協ではグラウンドゴルフ

大会、文化祭、大運動会へ参加した。グラウ

ンドゴルフ大会では参加者が高齢者のみであ

ったが全員が楽しまれた様子であった。文化

祭ではこま回し、ヨーヨー作りに携わらせて

いただいた。昭和の遊びが次世代へも受け継

がれることを願う。大運動会においては近隣

の中学校とも連携し、参加いただいたことで

地域一体感を感じることができた。

色んな形で地域の方々と関わる機会があり、

自分自身も勉強になることが多々あった。
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ススポポーーツツ推推進進委委員員  77年年目目活活動動報報告告  

  
小小谷谷田田  惠惠  理理  

令和 年度は新型コロナウイルス感染症が

類感染症に移行となったことから、各種イ

ベントがコロナ禍前のように実施できるよう

になり、それにより市民の皆さんとお会いし、

顔を合わせて会話をし、共に過ごすことの大

切さを実感できる一年になりました。

私たちスポーツ推進委員は府中市から委嘱

され各種事業を企画、運営し市民の皆さんへ

日々の健康増進や体力維持、体を動かすこと

へのきっかけづくりを目標として活動してい

ます。そのひとつが「ボッチャ」です。府中

市ではパラリンピックの正式種目である「ボ

ッチャ」を普及しています。「ボッチャ」は

年齢や性別、障害のあるなしにかかわらず、

すべての人が一緒に競い合える競技です。私

たち推進委員は市と共に、より多くの市民の

皆さんに「ボッチャ」を体験していただける

ように一年を通してイベントを開催していま

す。

市民スポーツ・レクリエーション大会とし

ての「スポ・レクボッチャ大会」や、優勝、

準優勝チームが市町村大会に出場する「府中

市ボッチャ大会」です。またそれぞれの大会

の前には「ボッチャ教室」を開催し、それに

伴い市民の皆さんに、よりわかりやすく楽し

んで体験していただくために「関東ボッチャ

協会」から講師を招き、審判員としての試合

の進め方やルールを学んでいます。これによ

り今年度の「ボッチャ」関連のイベントでは

昨年度よりレベルアップした審判が出来てい

たと思いますが、推進委員一人ひとりが自信

をもって審判が出来るように引き続き研修を

行っていくことが必要だと思います。

様々なイベントを企画するにあたり、 月

に開催された東京都スポーツ推進委員研修会

「広域地区別研修会（第 ブロック）」に講

師として招かれた筑波大学体育系准教授、澤

江幸則氏の講話はとても印象深く心に残り以

後のイベントの企画の参考になりました。

そのひとつは「トライアル＆エラー」です。

今回の研修のテーマは「誰でもできる新しい

運動」でしたが、各市の発表は「試行錯誤」

を繰り返し工夫し、障害のある方、お年寄り、

子供達それぞれが楽しく簡単に体を動かすこ

とができる運動を紹介していました。その

「試行錯誤」のきっかけになる考え方のキー

ワードがふたつめの「アダプテッドスポー

ツ」という言葉です。「モノ、ヒト、コト、

場所」を工夫し、心身に障害を持つ方、性別

や年齢、体力、スポーツ経験の有無などにか

かわらず誰でも気軽に参加して楽しむことが

出来るように、ルールや用具を工夫し適合

（ ）させたスポーツの総称だそうです。

澤江氏は参加されなかった方のことも考えて

いく必要があるとおっしゃっていました。何

故参加できなかったのか（しなかったのか）

先ほどの「モノ、ヒト、コト、場所」という

キーワードを軸に考え、ひとりでも多くの方

に体を動かす楽しさを体験してもらうことを

令和 年度の目標のひとつにしたいと思いま

す。
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ポポスストトココロロナナのの陸陸上上競競技技大大会会  

  

古古  口口  時時  治治

令和 年 月に、新型コロナウイルス感染

者の減少に伴い、感染症法上の位置づけが５

類に移行され、日常生活に戻りました。

私の周りでも、 年ぶり、 年ぶりという

言葉が、たくさん聞かれました。

私が、ライフワークとして行っている陸上

競技審判（日本陸上競技連盟公認審判員）の

大会への委嘱も、 月以降、増加してきまし

た。 月以降の陸上競技シーズンは、ほとん

どの土曜日、日曜日は陸上競技大会に審判と

して委嘱され、参加しました。参加した主な

大会を紹介します。東京マラソン大会、青梅

マラソン大会、箱根駅伝大会（東京箱根間往

復大学駅伝競走大会）予選会、箱根駅伝大会、

江東シーサイドマラソン大会、奥多摩渓谷駅

伝競走大会、豊島区駅伝競走大会、調布市民

駅伝競走大会、府中駅伝競走大会等に参加し

ました。

何の制限のない、ポストコロナの陸上競技

大会に、審判として参加して、強く印象に残

ったことを書きます。

各大会とも観客が多くなったことです。特

に、令和 年１月 ・ 日に開催された箱根

駅伝大会においては、私が担当した駅伝コー

スの両側の歩道が通行できなくなるほどの観

客が集まりました。コロナ禍で開催された令

和 ・ 年の大会では、私たち審判も観客に

対し応援自粛を呼びかける程でした。また、

観客の皆さんからの声援が多く聞かれました。

大会終了後のインタビューや新聞記事で、選

手のほとんどが、声援が力になったと答えて

いました。優勝した大学が新記録を出したの

も、声援のおかげだと、私は思っています。

さて、話が変わりますが、私が陸上競技審

判員として活動を始めて、 年が経過しま

した。これほど長く活動できたのは、テレビ

中継での駅伝、マラソン、陸上競技大会では

体験できない、選手の息遣い、足音、走るス

ピードで起こる風等を実感できるからです。

これからも体に気を付けて、続けていきたい

と思います。
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ススポポーーツツ推推進進委委員員３３年年目目  

  
鈴鈴  木木  英英  俊俊

令和 年度は新型コロナの位置付けが 類

から 類に移行、これにより生活も新型コロ

ナ前の日常に戻りスポーツ界でも多くの大

会・競技・イベント等が開催され、観客の制

限も撤廃し全てのスポーツ大会・イベント等

に直接足を運んで観ることが出来るようにな

りました。

そのような中、スポーツ推進委員会の令和

年度の事業・イベント等も新型コロナ前の

積極的な事業展開及び活発な活動が出来たと

思います。その上でスポーツ推進委員として

の令和 年度の事業・イベントの実施・参加

状況をいくつか紹介します。

住吉文化センター圏域コミュニティ協議会

【地域納涼祭り】では、久しぶりに模擬店も

たくさん出店し、そのお陰もあり前年を大き

く上回る来場者で賑わいと活気があふれ、地

域の方々の笑顔をたくさん観ることが出来て

非常に良かったと思います。ただ協力者の人

手不足を若干感じました。

広域地区別研修会【第 ブロック】では、

テーマ「誰でもできる新しい運動」を元に各

市の取り組みを発表しパネリストによる質疑

応答が行われました。中でも印象に残ったの

が調布市の「テーマに沿った優れたアイデア

性、フレイル予防に効果大」を感じさせる取

り組みでした。また第 部では情報交換会が

行われ、各市の推進委員とのコミュニケーシ

ョンをはかることが出来て有意義な時間を過

ごすことが出来ました。

内部研修【ボッチャ講習会】は、ボッチャ

協会から専門の講師を招き審判要員の確保＆

レベルアップを目的に実施しました。座学で

基本的ルールの再確認、その後チームに分か

れての実践（審判目線）、講師の豊富な経験

から様々なケースを学び充実した内容となり

ました。このような機会の定期開催と実践が

審判のレベルアップに必ず繋がるものと考え

ます。

四谷体育館【みんなのスポーツｄａｙ】は

年ぶりの新型コロナ前と同レベルでの取り

組みで実施したことで多くの来場者で溢れ賑

わいました。中でも特別企画の府中西高ダン

ス部の実演では「躍動感あふれる迫力」のあ

るダンスを披露していただき、観客席が足り

なくなるほど大盛況でした。今後も「みなス

ポ四谷」の目玉企画にしても良いと感じまし

た。全体を通しては若干の課題は残りました

が、地域の協力者のおかげで準備段階から終

了まで手際の良い対応とスピード感ある動き

で来場者の方々にたいへん喜んで頂けました。

この他にも本年度は色々な事業展開やイベ

ント等を開催し、我々スポーツ推進委員がほ

ぼフル活動出来た１年だったと思います。こ

れから更に進む高齢化社会において健康寿命

を延ばす・健康増進に対する取り組みが重要

となります。生活習慣病の予防として「軽い

運動」を継続的に行うことが効果的とありま

す。市民の誰もが「日常的に楽しめるスポー

ツ」によって長くアクティブに生活できる為

の “お役立ち活動” に注力したいと思いま

す。

b         令令和和５５年年度度活活動動報報告告  b                                                                                  

  

ススポポーーツツでで街街へへのの愛愛着着をを  

  

下下  島島  博博  美美

週に 回もスポーツを行っていないとの回

答が ％と府中市民向け調査での結果で

す。健康志向の高まりから、スポーツの意識

は高まっているものの、まだかかわりは

％にも達しておりません。スポーツにかか

わる機会の充実がまだ必要です。スポーツは、

地域の人々が一緒になって楽しめる活動の一

つです。スポーツを通じて、地域の人々が交

流を深め、地域の魅力を再発見することがで

き、地域への愛着を深める事ができます。

街に愛着を強める方法として、まず「地域

のスポーツチームに参加する」です。 地域

のスポーツチームに参加することで、地域の

人々と交流を深めることができます。また、

スポーツチームに所属することで、地域の

人々と共に目標に向かって努力することがで

きます。次に「地域のスポーツイベントに参

加する」です。地域のスポーツイベントに参

加することで、地域の人々と交流を深めるこ

とができます。また、地域の文化や歴史を知

ることができます。

次に「地域のスポーツ施設を利用する」地

域のスポーツ施設を利用することで、地域の

人々と交流を深めることができ、地域の魅力

を再発見することができます。

最後に「地域のスポーツについて調べる」

です。地域のスポーツについて調べることで、

地域のスポーツについての知識を深めること

ができます。このような事から、スポーツを

通じて競技としてに加えて、楽しむスポーツ

を体験しながらスポーツへのかかわりと、地

域へのかかわりを深めて行く事が出来ます。

府中市は環境的にも緑地が多くスポーツ施設

も多く、さらには、トップチームの活動拠点

が複数チームある全国でも稀な地域です。特

にラグビーにおいては国内最高峰リーグのチ

ームである、東京サントリーサンゴリアスと

東芝ブレイブルーパス東京の チームがあり、

国内で チームもあるのは府中市だけであり、

世界的にみても希少な事です。このようにス

ポーツへの環境が恵まれている地域でもあり、

スポーツへのかかわりにも恵まれている府中

市です。週に 回もスポーツを行っていない

方やかかわりの少ない方に、わかりやすく・

丁寧に・その情報を伝える機会を多く行う事

を目的として、私は令和 年度よりスポーツ

推進委員となり委嘱期間の 年目が終了しま

した。

スポーツ推進委員は、市におけるスポーツ

推進のためスポーツ実技の指導その他スポー

ツに関する指導及び助言を行うことが期待さ

れています。市民が気軽に参加できるスポー

ツイベントを地域から発信し、地元の活性化、

健康促進、コミュニティ形成などの効果も期

待できます。

この委嘱期間 年目の経験を通して、コロ

ナ禍明けの生活習慣や社会変化により今後の

社会の変化に対応した、スポーツへの携わり

方を推進していき、スポーツへの携わりとス

ポーツ好きの方を多くし、よって街への愛着

をスポーツの力で強くしていきたくスポーツ

推進委員として活動していきます。
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「「軽軽ススポポーーツツ大大会会」」  
 

  
  中中  川川  一一  郎郎

令和 5 年 5 月に市民陸上競技場で、「みん

なで楽しむ軽スポーツ大会」が開催された。 

私自身の初参加は 20 年以上前になる。軽

スポーツ大会は、日頃運動する機会の少ない

障害のある方が軽スポーツを楽しむ機会とし

て、当時から多くのボランティアの協力の元、

盛大に行われていた。私が初めて経験した軽

スポーツ大会では、趣向を凝らして企画され

た競技が行われていた。例えば、目隠しをし

て（視覚障害の方はそのまま）楽器の音に案

内されてゴールまで進む競技、絵カードと商

品を合わせてゴールする買い物競争、団体や

施設ごとに普段車イスを使っている方もいな

い方も全員が車いすで走行する車いすリレー

などがあったと記憶している。 

体育大を卒業後、障害者福祉分野に就職し

たばかりの私にとって、肢体・視覚・聴覚・

知的などの障害特性を他の障害の方や障害の

ない方が体感しつつ共にスポーツとして楽し

む企画は、新鮮でもあり、こういう「スポー

ツ」の活用の仕方、楽しみ方もあるという発

見をした。競技スポーツ中心に携わっていた

学生時代の経験とは一味も二味も違い、スポ

ーツの深みをまた一つ知ることができた

な・・・と感じたことを覚えている。 

ただ今はどうだろうか？10 年前の会報を

読み返してみて、軽スポーツ大会が発展して

いるだろうか、コロナ禍の影響があったとし

ても参加人数の減少だけではなく、競技内容

に変わりがないまま続けられている状況の中

で「みんなが楽しむ軽スポーツ大会」になっ

ているか疑問ではあるが、今も昔？ 

社会もスポーツも変化と進化を続けていて、

いつか「みんなが楽しむ軽スポーツ大会」が

障害の有無や高齢者やというくくりではなく、

それぞれが楽しめるスポーツを体験し合い、

楽しく理解を深める場へと更にバージョンア

ップさせたいものである。みんなで楽しむ軽

スポーツ大会に限らず、みんなのスポーツｄ

ａｙも誰もが参加できる内容が課題となるだ

ろう。 

b         令令和和５５年年度度活活動動報報告告  b                                                                                  

  

大大事事ななここととはは  

  

瀨瀨戸戸口口  幸幸  則則

新型コロナウイルス感染症が、 類となっ

た令和 年度は、コロナ禍以前の状況に戻り

つつも、依然として感染のリスクに配慮しな

ければならない年でした。その中でも、数多

くの会議やイベントが開催され、コロナ禍以

前の忙しさが戻ってきたような 年でした。

令和 年 月 日に開催された、令和

年度地域スポーツ支援研修会（市町村部）

（東京都、一般社団法人東京都スポーツ推進

委員協議会共催）に参加しました。

年に東京都で開催される、第 回夏

季デフリンピック競技大会（東京 デフ

リンピック）を控え、デフスポーツの理解と

地域におけるろう者への接し方を考える機会

として、研修会テーマが設定されました。

講義のテーマは、「ろう者とのコミュニケ

ーションとデフスポーツの紹介」で、サブタ

イトルが「～デフアスリートと共に そして

彼らの想いを聴こう～」でした。サブタイト

ルは、案内や資料には掲載がなく、当日のス

クリーンに映し出されたものでした。

講師は、長年、ろう学校・特別支援学校で

教員をされ、現在は、亜細亜大学経営学部特

任准教授をされている橋本一郎氏と 名のデ

フリンピックメダリスト、手話通訳者の方々

でした。橋本講師は、非常にご多忙な方だそ

うで、都スポ協の新島会長の「貴方でなけれ

ばならい」という懇願により、講師を受けら

れたとの話がありました。

オープニングが手話で始まり、どのような

研修会になるのか、戸惑いを感じましたが、

講師のキャラクターは人を引き込む力が強く、

時間があっという間に過ぎてしまいました。

簡単な手話の実技やデフリンピックにまつ

わるクイズありの研修会でした。

講師は、ろう者を障がい者とは呼ばないと

話され、考えさせられる一言でした。聞こえ

ないだけではパラリンピックには出場できな

い、スタートランプなどの補助装置による出

場にも苦労があるなど、ろう者のアスリート

の置かれたスポーツ環境の話もありました。

「聴く」の「聴」は、「耳」「＋」「目」

「心」からなっており、目や心を使って「き

く」ことを意味しているとの話に思わず納得

してしまいました。このような気付かされる

話がたくさんあり、とても充実した研修を受

講できました。また、手話通訳者のまるでろ

う者が話しているかのような流暢な通訳には

感心させられました。

東京 デフリンピックでは、府中市も

会場となります。競技会場となることは、そ

れなりの「力」があることと思いますが、会

場となることが目的でなく、ろう者にとって

の施設の整備や気遣い、心配りを伴う環境の

整備も必要だと感じました。ろう者だけでな

く、共生社会、多様性が求められる時代に即

した、誰もが楽しめるスポーツの機会、さす

が「スポーツタウン府中」と言われる大会に

することが、開催に当たってとても大事なこ

とではないでしょうか。
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「「楽楽ししむむ！！」」  

  

成成  田田    フフササイイ

昨年の会報で、「スポーツはたくさんの力

を生むものだと思う。だからこそ、スポーツ

推進委員で行うイベントは、スポーツをする

市民を増やすことが目的だけではなく、子ど

もたちの夢のスタート地点であったり、地域

全体を活性化させる何かに繋がっていくもの

であったり、もっと視野を広げていくことが

必要なのかと思う。どんなことがそういうも

のに繋がるのかを考え、行動できる次年度と

していきたい。」と書いたが、果たしてそれ

ができたであろうか？

今年度は事業のメイン担当ではなく、サポ

ートとして参加することが多かった。

軽スポーツ大会、かけっこ教室、けやき教室、

みんなのスポーツｄａｙやＷ Ｗ フェス

ティバルなどに参加したが、どのイベントも

終わるとホッとしたというよりも、「あ～楽

しかった！」と、参加者とともに楽しんだも

のばかりだった。（もちろん、スポーツ推進

委員としての立場を忘れずに）

その中で、けやき教室では「ラリーテニス」

を生徒と一緒に行ったが、上手にボールを返

す子もいれば、毎回ホームラン！と打ち上げ

てしまう子もいて、個々において、教え方や

なげるボールを変え、目の前の一人のことを

考えながらやることで、ラリーが続くように

なった。終わったら、「また来るね」と言っ

てくれた子の笑顔。本当に楽しかったんだな

と感じるほどの笑顔に、こちらこそ楽しませ

てもらえてありがとうと嬉しかった。

技術やルールを教えることは大事なのかもし

れないが、まずはそのスポーツを「楽しむ」、

その時間を「楽しむ」ことが大事かなと思っ

た。そして、自身もそのスポーツを「楽し

む」。けっこう、いろんなことを楽しくやる

性格であるが、改めて「楽しむ」ことの大切

さを教えてもらえた年だった。

また、様々なイベントを通して、個々のス

ポーツ推進委員の「力」に驚かされた。人前

で話が上手な方、資料作り、作業のまとめが

丁寧な方、面白い発想のできる方、子どもた

ちと接する際にこうするといいとかアドバイ

スをくれる方など個々をみるとすごい！人た

ちの集まりだと感じた。

異職種の集まるスポーツ推進委員だからこ

そ、個々の得意分野や長所を生かしたイベン

トがもっともっとできるのではないかと思う。

次年度も私なりにできることを精一杯やり、

精一杯スポーツを楽しみ、スポーツ推進委員

の使命を果たしていきたい。
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令令和和５５年年をを振振りり返返っってて思思ううこことと  

中中  島島  順順  子子

スポーツ推進委員になって 年、新型コロ

ナウイルスの影響で様々なスポーツ活動が停

滞した時期を乗り越え、コロナ禍が落ち着き

日常が戻ってきました。中止もしくは規模が

縮小されていたイベントが元通りにできるよ

うになり、これまで我慢してきた分あらため

て「する」ことも「見る」こともスポーツは

楽しいという純粋な喜びを感じます。スポー

ツ推進委員になったおかげで、世代の違う人

達との交流やつながりが増えました。ボッチ

ャやラリーテニスなど知らなかった競技と出

会い、スポーツとは何かを深く考えるきっか

けになりました。

「非認知能力」という言葉を知っているで

しょうか。最近では大手の学習塾が広告の文

言に使用したり新聞の紙面でも取り上げられ

ているので、どこかで耳にしたことがあるか

もしれません。読み書きや知能指数（ ）な

どテストで測定可能なものが認知能力と定義

されるのに対して、忍耐力・自制心・意欲や

自信・協調性・社交性など、客観的な数値で

は測定できない能力の総称が「非認知能力」

です。デジタル化が進み （人工知能）時

代ともいわれる昨今の世の中で、 に負け

ないために人間だからこそ求められるコミュ

ニケーション能力として注目され関心が高ま

っています。他人と関わり合いながら生きて

いく上で大切な力ですが、この「非認知能

力」を育み伸ばすためには学校の詰め込み勉

強よりもスポーツが適しているそうです。誰

でも押しつけられると嫌になるものですが、

遊びの延長でもあるスポーツならおもしろ

い！やりたい！と単純に自発的に思えるから

でしょう。さらに体を動かせば心もすっきり

する、たとえ上手でなくてもそれなりに楽し

めるし誰かと一緒ならもっと楽しいと本能的

にわかっているからです。

少し前に思わぬケガで右足を骨折し松葉杖

を使用する経験をしました。ギプスで固定さ

れ安静を余儀なくされましたが、じっと座っ

ているのが苦痛で、自由に動けることがどれ

ほど有難いかを実感しました。松葉杖で歩く

際のちょっとした段差の怖さを身をもって体

験し、ハンデのある方々の不便さや気持ちを

察する貴重な経験でしたが、久しぶりのスポ

ーツジムで体を動かし汗をかいた爽快感、心

配してくれた仲間との再会時の笑顔の交流は

忘れません。このようにスポーツの目的・意

義は体力増進だけでなく人とのつながりを増

やし「非認知能力」も鍛えられ、大げさにい

えば生きている喜びが２倍にも３倍にも大き

くなるのです。

今後もスポーツタウン府中の発展のため、

市民の皆様が元気で健康的な生活を送るには

どうしたらスポーツを身近に感じ日常生活に

取り入れてもらえるか、いかにスポーツの楽

しさを伝えられるか、自分にできることを模

索していきたいと思います。
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みみんんななののススポポーーツツｄｄａａｙｙ  

  
深深  津津  康康  人人

今年のみんなのスポーツｄａｙは、あいに

くの雨の開催となり来場者がどのくらい来て

くれるのか不安になる集合時間だった。開催

準備は毎年協力してくださる運営協議会の

方々が持ち場の準備をスムーズに行い、リハ

ーサルまで出来、開会の時間となった。心配

していた通り開会は参加者が少ないスタート

となった。

今年の種目は 種目で行った。

スピードガンは、例年多くの子供が並ぶ人

気種目だが今年は少し待てばできる状況でリ

ピーターが多く記録更新を狙って挑戦してい

た。親子での参加者は子供に負けじと頑張る

親御さんの姿があり盛り上がっていた。

輪投げは、参加者によって投げる距離を幼

児は盤のそばから、中学生は ｍからとし、

年齢・能力に応じて行った。幼児の引っかか

った時の笑顔が最高だった。親子でチャレン

ジして点数を競い合ったり、ビンゴで勝負し

て盛り上がっていた。

マグネットダーツも同様に参加者によって

投げる距離を幼児は持ち上げてボードのそば

から、中学生は ｍからとし、年齢・能

力に応じて行った。子供たちは力一杯投げて

しまうので弾かれたり、逆に弱すぎて届かな

かったりしていたが楽しんでいた。

カローリングは、 ｍ離れたところにポイ

ントゾーンの中心を作ってゲームを行った。

対戦ゲームを行い合計点で勝敗を決めていた。

小学生は力加減が難しいのかポイントゾーン

にはなかなかいかず点数を取るところまでい

かなかったので、どちらがポイントゾーンに

近いかで勝ち負けを決めることもあった。何

度もやるうちに上達していったのだが、押立

体育館の床が、水平でなくカローリングが不

規則に変化することもあり笑いを誘っていた。

トランポリンは人気種目で列を作って待っ

ているので、空いている種目をスタッフが紹

介して混雑の緩和を心掛けていた。はじめは

膝の使い方、手を降るタイミングがつかめな

い子たちも何度もチャレンジしていくうちに

上達していった。

ラリーテニスも人気種目でコートを半面ず

つ使い少しでも多くの人ができるようにして

時間制限を設けて行った。

特別企画は、ラグビーのブレイブルーパス

東京のスタッフによるパスターゲットをお願

いした。当日は、スポーツの日で多くのイベ

ント出演依頼があったのと早い順に選手を派

遣したそうでこちらには選手は参加出なかっ

た。市内のラグビー関係者に協力依頼をして

パスターゲットの前にパスの仕方を指導して

もらってからパスターゲットにチャレンジし、

「リーチ」の掛け声をかけたりして気分を盛

り上げてやっていた。

全体的には、雨の影響で参加者は少なかっ

たが参加された人たちは楽しそうにプレーさ

れていた。

最後に押立体育館は運営協議会の方々の協

力が絶大で、マンパワーの凄さを感じるとと

もに感謝申し上げます。
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ススポポーーツツ推推進進委委員員ととししててのの 33年年目目のの活活動動報報告告  

  

濱濱  田田  輝輝  之之

スポーツ推進委員（スポ推）としての活動

を始めてから 年目が終わった。

期目の 年間は新型コロナの影響で、多

くのイベントが延期や中止または縮小されて

の実施であったが、 年目の令和 年度から

は感染症分類が 類から 類に変更になった

ことにより、少しずつ新型コロナ前の規模で

実施できるようになった。

その中の一つは、「やってみスポーツボッ

チャ」の動画撮影に参加することができたこ

とである。これまで、見るだけの立場であっ

たが、作成する立場として実際に現場で参加

できたことは非常に貴重な経験となった。

また、春の明星高校でのボッチャ講習会で

は、多くの生徒たちがボッチャに対して積極

的かつ真剣に取り組んでいたが、この時の成

果が秋の「みんなのスポーツｄａｙ」（みな

スポ）での生徒達のボランティア活動への参

加に繋がったのではないかと思われた。

令和 年度の活動の中で自分自身として最

も大きな経験は、 月 日に実施されたイ

ベントであるみなスポの実行委員であった。

今回の報告は、このみなスポ実行委員とし

ての活動経緯を中心に報告したいと思う。

みなスポには、令和 年度に当日のみの協

力者として参加していたので、事前の準備段

階からのコーディネーションは経験がないた

め、実行委員として何時、何から手を付けた

ら良いのか、また、何時迄に何を準備してお

かなければならないのかの手順を示した資料

がないことから、前年度の報告書だけを頼り

に準備作業しなければならなかったことは非

常に不安に感じた。

まず、困ったのは特別企画団体の選定であ

った。前年度の令和 年度は新型コロナの影

響で、特別企画団体への協力要請がなかった

ため、候補となる団体への足掛かりのない状

態であった。過去に担当した実行委員から、

候補として東京外国語大学チアリーディング

部への連絡先を紹介してもらったが、この宛

先では連絡がつかず、結局、チアリーディン

グ部のホームページからメールでの依頼を行

うことになった。しかし、一度は連絡が取れ

たものの、その後何度連絡しても先方からの

回答がないため、コミュニケーションの取り

方に不安を感じながら経過していった。

次に不安だったのは、運営協力者の少なさ

であった。日吉体育館はサポートがほとんど

得られず、令和 年度も前年と同様に 名の

協力者のみであり、現状の人員で円滑に実施

できるか不安であった。

しかし、その後、チアリーディング部での

連絡担当窓口が変更になってからは、迅速な

応答となり、また、実施日直前にボッチャの

運営協力者として 名の明星高校の生徒さ

ん達の参加確定により、結果的に当日は円滑

な運営が可能となった。

これらの今回の経験から、実施するイベン

トには、スポ推の過去の経験の有無によらず、

初めてでも安心して実施できるような体制を

つくるための手順書と、より速い準備作業が

必須と考えられた。
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b                                                                                  令令和和５５年年度度活活動動報報告告  b         

  

ススポポーーツツととのの関関わわりり  
  

  
吉吉  岡岡  大大  翼翼

スポーツ推進委員として活動した 年を振

り返ると、スポーツへの関わり方が大きく変

化し幅を広げた年であった。

いままでのスポーツとの関わりは、

競技者として、水泳の練習をし、大会へ出

場し競技力を向上させること。

コーチやインストラクターとして、競技に

取り組んでいる人、初心者・入門から始めた

い人にレッスンを通して、対象者の目標を支

えること。

アスレティックトレーナーとして、全国大

会やオリンピックでメダル獲得や上位成績を

目指すアスリートをサポートすることが軸と

なりスポーツと関わってきた。

その中での変化としては、令和 年 月に

福岡で行われた世界水泳選手権に代表トレー

ナーの 人として参加できたことだ。

アスリートやコーチ、トレーナーだけでな

く、関わる人すべてが で金メダル

を目指し、日本水泳連盟の目標である『セン

ターポールに日の丸を』を達成でき、アスリ

ートやコーチと共に感動で涙も流した。多く

の人が関わる の力になれたこと

は今後のスポーツ活動に大きな糧となること

だろう。

令和 年からはスポーツを【する】人が中

心の活動の他に【みる】人、【支える】人と

スポーツ推進委員の事業を通して関わり、い

ままで行ったことがないスポーツ、観たこと

しかないスポーツ、初めて聞くスポーツと多

岐にわたり様々なスポーツを体験することが

できた。そして、同じ地域に住む方たちとも

スポーツを通じて交流することもできた。

一方でスポーツから離れている人や、コロ

ナ禍において離れてしまった人を、どのよう

にしてスポーツ活動に参加してもらうのかな

ど、告知方法や周知、参加促進へと繋がる事

業運営の改善をしなければならない課題もみ

えてきた。

令和 年にはパリ オリンピック・パ

ラリンピック競技大会が開催される。世界的

なスポーツイベントの盛り上がりだけでなく、

府中市もスポーツ推進を通して、スポーツの

持つエネルギーや魅力が、よりいっそう地域

スポーツ活動やコミュニティの活性化に繋げ、

さらなる活力あるスポーツタウン府中になる

ことに尽力していきたい。

b         令令和和５５年年度度活活動動報報告告  b                                                                                  

  

一一年年ををふふりりかかええっってて  

  

  元元山山    薫薫

今年度は、新たに東京都スポーツ推進委員

協議会（都スポ協）正社員となり、研修委員

会に配属されました。

自主事業ニュースポーツ研修

月「ラウンドネット」四谷スポーツスクエ

ア 多目的ホール。発祥国はアメリカで、

中央に置いた直径 メートル程のネットに

対 でボールを打ち合うスポーツです。アメ

リカなどでは、スポーツ前のアップで行うこ

ともあり、ネットとボールがあればどこでも

できるスポーツです。

課題別研修

月「公立中学校における部活動の地域連

携・地域移行について」グループディスカッ

ション四ツ谷主婦会館プラザエフ 会議室。

東京都で「部活動検討委員会」が立ち上がり、

推進目標として令和 年末までに、都内公立

中学校等で、地域や学校の実態に応じて地域

連携・移行に向けた取り組みです。グループ

ディスカッションでは、地域によってはすで

に少し移行しているところもあり、生徒が部

活動をしたいのに、指導者がいない、指導者

がいるが、生徒が集まらず廃部になる部活も

あるとききました。部活動ではないが、小学

校のプール指導も学校ではなく、スイミング

スクールでの指導に移行している市もあるら

しいです。上手に地域連携・移行していけれ

ば、その為に専属の指導できる指導者の登録

も必要なのではと感じました。社員になり他

市委員と情報交換や研修会に参加し良い経験

ができ、学ぶことができました。

委員としては、「みんなのスポーツｄａ

ｙ」の本宿体育館の担当でした。昨年のコロ

ナ明けの半日開催から、一日開催になりまし

た。体育館指導員、運営協議会の会長も替わ

り、コロナ禍でやっていなかった為に、すべ

てが一からでしたが、特別企画の東京女子体

育大学新体操競技部 名の演技の後、体験

コーナーでは子ども達の笑顔がたくさん見ら

れました。明星高等学校のお手伝いもあり、

ボッチャ体験も好評でした。皆さんの協力で

雨にも関わらず多くの家族連れが体育館に足

を運んでいただけました。

担当の西府文化センター圏域コミュニティ

協議会では、 月の家族運動会で、準備体

操として方言バージョンラジオ体操第一を今

年も行いました。今の子どもたちは、ラジオ

体操を学校でもしないとの事なので、頑張っ

て続けていきたいです。 月のゲートボー

ル体験会は、親子での参加者が多く、子ども

達の集中力がすごく参加者もあきらめること

なく、頑張って最後までプレーしていました。

研修部としては、三市交流研修会が府中市

担当でした。都スポ協のニュースポーツ研修

会で体験した「ラウンドネット」を紹介でき

て良かったです。これからも、色々なニュー

スポーツを紹介、体験していきたいと思いま

す。

スポーツ推進委員として、ボッチャ審判の

レベルもアップしていきたいです。
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b         令令和和５５年年度度活活動動報報告告  b                                                                                  

  

ニニュューーススポポーーツツとと生生涯涯ススポポーーツツ  

  

渡渡  邉邉  朋朋  子子

今年度は、委員会の活動を通じて、新たな

経験をさせていただきました。

「ボッチャ」、「ラリーテニス」、「ノルディ

ックウォーキング」、何れも初心者や体力に

自信の無い方にも楽しめる、素晴らしいスポ

ーツです。幼稚園・学校、職場や施設など、

出前教室を行うと、更に広がって行く可能性

を感じました。

同時に広報の必要性を感じました。「平和

な未来ある社会のために、スポーツは欠かせ

ないもの」、というイメージ作りとして、テ

レビ・ラジオ・新聞・広報誌などのマス

（ 大衆）広告と、 による広告を取り

入れ、こう言ったニュースポーツを観る・魅

せる演出があれば良いのにと思いました。

スポーツの楽しみ方には、「する」と「観

る」があります。「する」スポーツにおいて

は達成感、協力することの大切さを感じます。

一方、家族で参加する、ファミリーレジャー

としての楽しみ方、応援する、その過程や結

末のドラマに感動する、そんな楽しみ方もあ

ります。委員になってみて、スポーツをする

人も観る人も、一緒に楽しめる場の提供が、

こんな身近にあったのだなとわかりました。

「市民スポーツ・レクリエーションフェステ

ィバル」、「みんなのスポーツｄａｙ」、「

フェスティバル」、府中市とスポーツ推

進委員とで、様々な試みが、長い年月行われ

てきたことに感謝して、今後はこれらの行事

や大会、教室のサポートに入らせていただこ

うと、気持ちを新たにしました。

さて話は変わりますが、高齢化社会に向け

て、フレイル予防の試みとして、生涯スポー

ツ、無酸素運動（筋力トレーニング）の勧め

を書きます。

身体に痛いところや不調があると、スポー

ツはおろか、人生を楽しめません。治療方法

として、①薬、②手術の他に、③運動療法が

あるのをご存じでしょうか。

日本は医療保険制度が充実しているので、

痛くなってからどこかへ行くという国民性が

根強かったのですが、コロナを経て変わりつ

つあります。スポーツジムが流行り、予防の

運動意識が芽生えてきています。

「身体（筋肉）の機能は適度に使えば発達

し、使わなければ、萎縮（退化）し、過度に

使えば障害をおこす。」これは「ルーの法

則」と言って、生理学の古典的な法則です。

人間は、生きている限り、有酸素運動（ジ

ョギングなどのように酸素を消費して脂質や

糖質を燃やす運動）と無酸素運動（短時間に

強い力をかける運動、筋力トレーニング）が

必要不可欠なのです。動かなければ、筋肉も

毛細血管も退化し、立って歩くことはおろか、

体温を維持することも出来ない、医療費が膨

大な額になってしまいます。

有酸素運動はなじみがあるのですが、無酸

素運動については、マイナスイメージをお持

ちではないでしょうか。生涯スポーツとして

無酸素運動が理解され、府中市民の健康寿命

を延ばしてもらいたい。私は、そんな活動も

出来たらいいなと思っています。
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根強かったのですが、コロナを経て変わりつ

つあります。スポーツジムが流行り、予防の

運動意識が芽生えてきています。

「身体（筋肉）の機能は適度に使えば発達

し、使わなければ、萎縮（退化）し、過度に

使えば障害をおこす。」これは「ルーの法

則」と言って、生理学の古典的な法則です。

人間は、生きている限り、有酸素運動（ジ

ョギングなどのように酸素を消費して脂質や

糖質を燃やす運動）と無酸素運動（短時間に

強い力をかける運動、筋力トレーニング）が

必要不可欠なのです。動かなければ、筋肉も

毛細血管も退化し、立って歩くことはおろか、

体温を維持することも出来ない、医療費が膨

大な額になってしまいます。

有酸素運動はなじみがあるのですが、無酸

素運動については、マイナスイメージをお持

ちではないでしょうか。生涯スポーツとして

無酸素運動が理解され、府中市民の健康寿命

を延ばしてもらいたい。私は、そんな活動も

出来たらいいなと思っています。



 
 
 
 
 
 
 

事業実施報告書・研修等参加報告書

及び事業等活動報告書 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
 
 
 
 
 
 

事業実施報告書・研修等参加報告書

及び事業等活動報告書 

 

 

 

 

 

 

 
 





事 業 実 施 報 告 書 
報告者 （ 古口 時治 ） 

提出日 令和 年 月 日  

事 業 名 ボッチャ教室 事 業 の 評 価 
（該当欄に○印を記入、該当のない場合は―を記入） 

目 的 ・ 目 標 ボッチャを通して障碍者スポーツへの理解を深め、障害の
あるなしに関わらず一緒にスポーツを楽しんでもらうこと
を目的とする。

所

見 評 価 項 目 
     

 
 
企
画
に
つ
い
て 

目的・目標は適切だったか ○     

実 施 日 時 令和５年５月２８日（日）１０時００分～１１時３０分
曜日・時間・期間は適切だったか ○     
事前の打ち合わせは十分であったか ○     

会 場 栄町体育館 地域社会との連携は良かったか ―     
担当スポーツ 
推 進 委 員 古口 時治

コメント  
 
参
加
者
に
つ
い
て 

対象者・人数は適切だったか ○     

指 導 者 府中市スポーツ推進委員
事業の目的・目標が理解できたか ○     
技術は身に付いたか ○     

参 加 状 況 委 員：石田、井上、大竹、岸、木村、鴻巣、小谷田、下島、中
島、濱田、本山、吉岡、渡邉、事務局：山本係長、大久、三枝

準備・整理運動を理解して実施したか ○     
コメント 

事 業 の 概 要（簡潔に記入）  
指
導
者
に
つ
い
て 

説明はわかりやすく適切であったか ○     

・事業の 

雰囲気 

参加者が１１名と少なかったが、参加した皆さんが積極的

に練習、ゲームを実施していた。また、３月まで委員であっ

た山田さんと吉野さんが参加してくれて、ゲームを盛り上

げてくれました。

指導法、内容は適切であったか ○     
指導者の数、位置は適切であったか ○     
参加者に対する配慮は適切であったか ○     
コメント  

・評価 

できる点 

実技開始前に映像を使い、ボッチャのルール、道具、投げ方

等を説明した。映像も分かり易く参加者も熱心に見ていま

した。また、新委員及び事務局の方々が積極的に会場準備、

練習、ゲームに参加しルール理解を深めていた。

 
安
全
に
つ
い
て 

企画段階を含め安全について考慮したか ○     
既往症・健康状態をチェックしたか ○     
参加者の体力にあった活動をさせたか ○     
気象状況などを考慮したか ○     

・次回への 

改善点 

栄町体育館には駐車場がなく物品搬入に苦労していたた

め、次回開催時は駐車場のある体育館を会場としたい。

コメント  
施
設
・
用
具
に
つ
い
て 

実施前に施設をチェックしたか ○     
施設・用具のチェックしたか ○     
施設の管理責任者を把握していたか ○     

・その他 特になし 施設・用具の破損をチェックしたか ○     
コメント  

 

十

分 
ほ

ぼ 
十

分 
普

通 
や

や 
不
十
分 

不
十
分 

事　　業　　実　　施　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

事 業 名

目的・目標は適切だったか 〇〇

曜日・時間・期間は適切だったか 〇〇

事前の打ち合わせは十分であったか 〇〇

地域社会との連携は良かったか ーー

ｺﾒﾝﾄ

対象者・人数は適切だったか 〇〇

事業の目的・目標が理解できたか 〇〇

技術は身についたか 〇〇

準備・整理運動を理解し実施したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

説明はわかりやすく適切であったか 〇〇

事 業 の 概 要 (簡潔に記入) 指導方法、内容は適切であったか 〇〇

指導者の数、位置は適切であったか 〇〇

参加者に対する配慮は適切であったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

ーー

既往症・健康状態をチェックしたか ーー

参加者の体力にあった活動をさせたか 〇〇

気象状況などを考慮したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

実施前に施設をチェックしたか ーー

施設・用具のチェックをしたか ーー

施設の管理責任者を把握していたか ーー

施設・用具の破損をチェックしたか ーー

ｺﾒﾝﾄ

　
に
つ
い
て

施
設
・
用
具

元山　薫

令和5年5月31日

評　　　価　　　項　　　目
所
見

　
つ
い
て

指
導
者
に

　
　
つ
い
て

　
安
全
に

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

　
　
つ
い
て

　
参
加
者
に

府中市スポーツ推進委員会　新任委員研修

令和５年５月１６日（火）１９時００分～２１時００分

府中市のスポーツ推進委員としての役割、活動の基礎知識を学ぶ、
自覚を持って市民に接し、今後の活動に役立ててもらうことを目的
に開催する。

　事　　　　　業　　　　　の　　　　　評　　　　　価
（該当欄に○印を記入　該当のない場合は ― を記入）

不
十
分

普
通

十
　
分

ほ
ぼ

十
分

不
十
分

や
や

下島委員・吉岡委員・渡邉委員・深津副会長
大久事務職員・三枝事務職員

府中市スポーツタウン推進課　　山本係長
スポーツ推進委員会　瀬戸口会長、　ボッチャ指導　石田総務部長

全員参加予定で日程調整したが、参加できない委員がいた。

時間がたりなかっった。

資料の準備が不十分で、バタバタしてしまった。ボッチャは、映像
が見れず体験だけだった。

元山　研修部長

府中駅北第２庁舎　３階会議室

目 的 ・ 目 標

実 施 日 時

会 場

担当スポーツ
推 進 委 員

指 導 者

参 加 状 況

・事業の
　雰囲気

・評価
　できる点

・次回への
　改善点

・その他
ボッチャの映像が、機械が動かず見れなかった。

前半は、山本係長、瀬戸口会長からスポーツ推進委員の位置づけ、
役割、活動について資料（ハンドブック含む）で勉強をした。基本
的な内容は、理解できたと思う。後半のボッチャは、石田総務部長
に指導してもらい実際に体験した。

新人研修は早めにできたほうが良いと思う。時間が今回短かかっ
た。もう少し時間が必要。資料は当日配布ではなく、事前に用意し
ておければ良かったと思う。

企画段階を含め安全について考慮したか
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事　　業　　実　　施　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

事 業 名

目的・目標は適切だったか 〇〇

曜日・時間・期間は適切だったか ○○

事前の打ち合わせは十分であったか ○○

地域社会との連携は良かったか

ｺﾒﾝﾄ

対象者・人数は適切だったか 〇〇

事業の目的・目標が理解できたか 〇〇

技術は身についたか 〇〇

準備・整理運動を理解し実施したか ○○

ｺﾒﾝﾄ

説明はわかりやすく適切であったか ○○

事 業 の 概 要 (簡潔に記入) 指導方法、内容は適切であったか 〇〇

指導者の数、位置は適切であったか 〇〇

参加者に対する配慮は適切であったか ○○

ｺﾒﾝﾄ

〇〇

既往症・健康状態をチェックしたか ○○

参加者の体力にあった活動をさせたか ○○

気象状況などを考慮したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

実施前に施設をチェックしたか ○○

施設・用具のチェックをしたか ○○

施設の管理責任者を把握していたか ○○

施設・用具の破損をチェックしたか ○○

ｺﾒﾝﾄ

　
に
つ
い
て

施
設
・
用
具

小谷田　恵理

令和5年7月13日

評　　　価　　　項　　　目
所
見

　
つ
い
て

指
導
者
に

　
　
つ
い
て

　
安
全
に

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

　
　
つ
い
て

　
参
加
者
に

第３２回市民スポーツ・レクリエーションフェスティバル　ボッ
チャ

令和５年７月８日（土）　１３時２０分～１６時３０分

市民一人ひとりのスポーツレクリエーション活動の振興に資するこ
と

　事　　　　　業　　　　　の　　　　　評　　　　　価
（該当欄に○印を記入　該当のない場合は ― を記入）

不
十
分

普
通

十
　
分

ほ
ぼ

十
分

不
十
分

や
や

１８チーム、６８名（スポーツ推進委員チームを含む）

石田・井上・大竹・鴻巣・小谷田・岸・木村・古口・下島・鈴木・
成田・濱田・元山・コミスポ３名

小学生が多く、小学生から大人と勝負したいとの希望もあった。

対戦中、ナイスプレイにはお互いに拍手をしたり、参加者は楽しん
でゲームをしていた。

石田委員

郷土の森　総合体育館　第一体育室

目 的 ・ 目 標

実 施 日 時

会 場

担当スポーツ
推 進 委 員

指 導 者

参 加 状 況

・事業の
　雰囲気

・評価
　できる点

・次回への
　改善点

・その他

前回同様、調整時間を設けたため、全体的に落ち着いて運営でき
た。

推進委員の審判のレベルに向上が必須と感じた。

参加チームを増やすための周知方法を考える必要があると
思った。

企画段階を含め安全について考慮したか

事 業 実 施 報 告 書 
報告者 （ 岸 優子 ） 

提出日 令和 年 月 日  

事 業 名 内部研修 （ラリーテニス）
事 業 の 評 価 
（該当欄に○印を記入、該当のない場合は―を記入） 

目 的 ・ 目 標 府中生まれのラリーテニスを体験して、楽しさを共有。
身近にあるスポーツだが、触れ合う機会も少ないので、認
知度向上とコミュニケーション作り

所

見 評 価 項 目 
     

 
 
企
画
に
つ
い
て 

目的・目標は適切だったか ○     

実 施 日 時 令和５年６月２５日（日）
曜日・時間・期間は適切だったか ○     
事前の打ち合わせは十分であったか   ○   

会 場 郷土の森総合体育館 第一体育室 地域社会との連携は良かったか ○     
担当スポーツ 
推 進 委 員 

コメント  
 
参
加
者
に
つ
い
て 

対象者・人数は適切だったか ○     

指 導 者 瀬戸口委員
事業の目的・目標が理解できたか ○     
技術は身に付いたか ○     

参 加 状 況 瀬戸口 元山 井上 岸 中島 濱田 渡邊 各委員
（合計 名）

準備・整理運動を理解して実施したか ○     
コメント委員同士の声掛け、技術面のアドバイスなどがあり楽しめた 

事 業 の 概 要（簡潔に記入）  
指
導
者
に
つ
い
て 

説明はわかりやすく適切であったか ○     

・事業の 

雰囲気 

当日は実際ラリーテニスをされている中のコート一面を体

験会として借用。

体育館の中は活気があり、大変賑わっていた。

指導法、内容は適切であったか ○     
指導者の数、位置は適切であったか ○     
参加者に対する配慮は適切であったか ○     
コメント  

・評価 

できる点 

瀬戸口会長の座学から始まり、資料も用意してくれていた

ので一から学ぶことができた。

 
安
全
に
つ
い
て 

企画段階を含め安全について考慮したか  ○    
既往症・健康状態をチェックしたか   ○   
参加者の体力にあった活動をさせたか ○     
気象状況などを考慮したか ○     

・次回への 

改善点 

今回参加されてない委員の方達に、またこのような機会が

あればコミュニケーションを図る目的で参加を促したい。

コメント  
施
設
・
用
具
に
つ
い
て 

実施前に施設をチェックしたか ○     
施設・用具のチェックしたか ○     
施設の管理責任者を把握していたか ○     

・その他 施設・用具の破損をチェックしたか  ○    
コメント  

 

十

分 
ほ

ぼ 
十

分 
普

通 
や

や 
不
十
分 

不
十
分 
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事　　業　　実　　施　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

事 業 名

目的・目標は適切だったか 〇〇

曜日・時間・期間は適切だったか 〇〇

事前の打ち合わせは十分であったか 〇〇

地域社会との連携は良かったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

対象者・人数は適切だったか 〇〇

事業の目的・目標が理解できたか 〇〇

技術は身についたか 〇〇

準備・整理運動を理解し実施したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

説明はわかりやすく適切であったか 〇〇

事 業 の 概 要 (簡潔に記入) 指導方法、内容は適切であったか 〇〇

指導者の数、位置は適切であったか 〇〇

参加者に対する配慮は適切であったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

〇〇

既往症・健康状態をチェックしたか 〇〇

参加者の体力にあった活動をさせたか 〇〇

気象状況などを考慮したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

実施前に施設をチェックしたか 〇〇

施設・用具のチェックをしたか 〇〇

施設の管理責任者を把握していたか 〇〇

施設・用具の破損をチェックしたか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

・評価
　できる点

参加者の年齢や経験の有無を踏まえ、それぞれに適切な対応ができていま
した。

　
　
つ
い
て

　
安
全
に

企画段階を含め安全について考慮したか

・次回への
　改善点

参加者を増やすために、開催日や季節を再考する必要があると考えまし
た。 　

に
つ
い
て

施
設
・
用
具

・その他 申込時に既往症の有無の項目を増やしてほしいと思います。

会 場 府中市民陸上競技場

担当スポーツ
推 進 委 員

鴻巣・小谷田・石田
　
　
つ
い
て

　
参
加
者
に指 導 者

日本ノルディックウォーキング協会上級インストラクター　齋藤由美子・
インストラクター　吉松久美子

参 加 状 況 ７人

　
つ
い
て

指
導
者
に・事業の

　雰囲気
講師の方が参加者ひとりひとりに声をかけながら歩き、アドバイスを求め
る参加者には丁寧に対応してくださいました。

小谷田　恵理

令和5年10月3日

らくらく歩こうノルディックウォーキング術
～ノルディックウォーキング体験講習会～

　事　　　　　業　　　　　の　　　　　評　　　　　価
（該当欄に○印を記入　該当のない場合は ― を記入）

目 的 ・ 目 標
年代や性別を問わず、体力に自信のない方や運動の苦手方でも自分のペー
スで楽しめるノルディックウォーキングを通じて、参加者の健康増進や体
力維持、ストレス解消等につなげる。

所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
分

十
　
分

ほ
ぼ

普
通

不
十
分

や
や

不
十
分

　
　
つ
い
て

　
企
画
に実 施 日 時 令和５年９月２２日（金）１０時～１２時

事　　業　　実　　施　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

事 業 名

目的・目標は適切だったか 〇〇

曜日・時間・期間は適切だったか 〇〇

事前の打ち合わせは十分であったか 〇〇

地域社会との連携は良かったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

対象者・人数は適切だったか 〇〇

事業の目的・目標が理解できたか 〇〇

技術は身についたか 〇〇

準備・整理運動を理解し実施したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

説明はわかりやすく適切であったか 〇〇

事 業 の 概 要 (簡潔に記入) 指導方法、内容は適切であったか 〇〇

指導者の数、位置は適切であったか 〇〇

参加者に対する配慮は適切であったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

〇〇

既往症・健康状態をチェックしたか 〇〇

参加者の体力にあった活動をさせたか 〇〇

気象状況などを考慮したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

実施前に施設をチェックしたか 〇〇

施設・用具のチェックをしたか 〇〇

施設の管理責任者を把握していたか 〇〇

施設・用具の破損をチェックしたか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

空調完備の体育館で、初の開催で、初の室内でのかけっこ教室を行
うことが出来た。

５、６年生の参加者が少なかった。原因を検討したところ
①夏休み終了間際での開催、②暑さへの懸念、③夏休み宿題への対
応、等が原因として上がった。
次回開催時には、開催時期、広報内容を検討して行いたい。

運営マニュアルを作成中。写真撮影をした方は事務局へデー
タを送ってください。

企画段階を含め安全について考慮したか

参 加 状 況

・事業の
　雰囲気

・評価
　できる点

・次回への
　改善点

・その他

小学３・４年生（男子　１６人、女子　１３人）
小学５・６年生（男子　３人、女子　３人）

　
に
つ
い
て

施
設
・
用
具

　
　
つ
い
て

　
安
全
に

熱中症対策に考慮できた

目 的 ・ 目 標

実 施 日 時

会 場

担当スポーツ
推 進 委 員

指 導 者 Ｇｒｏｗ　Ｓｐｏｒｔｓ講師

次回への改善点を考慮して、曜日について普通とした

子供たちの楽しんでいる笑顔を見ることが出来たので、目的は達成
できていると思われると同時に、私がスポーツ推進委員なって、こ
んなに子供たちと一緒に走ったのは初めてであった。

鴻巣、濱田委員、吉岡委員、小谷田委員、渡辺委員、吉岡委員、石
田委員、成田委員、鈴木委員

府中市立白糸台体育館　体育室

かけっこ教室「走るって楽しい　♪」

令和５年８月２４日（木）①午前１０時～正午 ②午後１時～３時

スポーツの基本である、走る技術と練習方法を学び、走ることの楽
しさを体感してもらい、今後のスポーツ活動に役立てることを目的
に実施する。

　事　　　　　業　　　　　の　　　　　評　　　　　価
（該当欄に○印を記入　該当のない場合は ― を記入）

不
十
分

普
通

十
　
分

ほ
ぼ

十
分

不
十
分

や
や

鴻巣　裕司

令和5年9月7日

評　　　価　　　項　　　目
所
見

　
つ
い
て

指
導
者
に

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

　
　
つ
い
て

　
参
加
者
に
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事　　業　　実　　施　　報　　告　　書

報告者（　　　　深津　康人 　）

提出日 令和 　　5年 10月 25日

目 的 ・ 目 標
所
見

評　　　価　　　項　　　目 十　分
やや

十　分
普 通

やや
不十分

不十分

目的・目標は適切だったか ○

曜日・時間・期間は適切だったか 〇

事前の打ち合わせは十分であったか 　○

地域社会との連携は良かったか 　○

ｺﾒﾝﾄ チラシの有効活用が出来ていなかった。

対象者・人数は適切だったか 〇

事業の目的・目標が理解できたか 〇

技術は身についたか 〇

事務局 一般参加者 鈴木委員 中島委員 準備・整理運動を理解し実施したか 〇

木村委員 ｺﾒﾝﾄ 少なかったので戦術話せた

事 業 の 概 要 （簡潔に記入） 説明はわかりやすく適切であったか 〇 　

・事業の雰囲気 分かりやすい解説だった。 指導方法、内容は適切であったか 〇

　 参加者が少なかったのが幸し、ゲームを多くできた。 指導者の数、位置は適切であったか ○

参加者に対する配慮は適切であったか ○

ｺﾒﾝﾄ 丁寧に対応していた。

・評価 アットホームな雰囲気だった ○

  できる点 既往症・健康状態をチェックしたか ○

参加者の体力にあった活動をさせたか ○

気象状況などを考慮したか ○

・次回への 告知方法、告知時期の検討が必要と感じた。 ｺﾒﾝﾄ 良好

 改善点 チラシは、置くだけではなくイベントで手渡すことも必要？ 実施前に施設をチェックしたか ○

施設・用具のチェックをしたか ○

・その他 施設の管理責任者を把握していたか ○

施設・用具の破損をチェックしたか ○

ｺﾒﾝﾄ 問題なし

企画段階を含め安全について考慮したか

 令和５年１０月２２日午前１０時００分～１１時３０分

事業部・深津・吉岡

事　業　名

実 施 日 時

ボッチャ教室

指 導 者

参 加 状 況

　事　業　の　評　価　　（該当欄に○印を記入　　該当のない場合は ― を記入）

障がい者スポーツへの理解を深め、障害のあるなしに関わら
ず一緒にスポーツを楽しんでもらう事を目的とする

　
つ
い
て

指
導
者
に

石田委員

会 場

担当スポーツ
推 進 委 員

　
　
　
つ
い
て

施
設
・
用
具
に

　
　
つ
い
て

　
安
全
に

押立体育館

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

　
　
つ
い
て

　
参
加
者
に

事　　業　　実　　施　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

事 業 名

目的・目標は適切だったか 〇〇

曜日・時間・期間は適切だったか 〇〇

事前の打ち合わせは十分であったか 〇〇

地域社会との連携は良かったか

ｺﾒﾝﾄ

対象者・人数は適切だったか 〇〇

事業の目的・目標が理解できたか 〇〇

技術は身についたか 〇〇

準備・整理運動を理解し実施したか

ｺﾒﾝﾄ

説明はわかりやすく適切であったか 〇〇

事 業 の 概 要 (簡潔に記入) 指導方法、内容は適切であったか 〇〇

指導者の数、位置は適切であったか 〇〇

参加者に対する配慮は適切であったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

〇〇

既往症・健康状態をチェックしたか

参加者の体力にあった活動をさせたか 〇〇

気象状況などを考慮したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

実施前に施設をチェックしたか 〇〇

施設・用具のチェックをしたか 〇〇

施設の管理責任者を把握していたか 〇〇

施設・用具の破損をチェックしたか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

　
に
つ
い
て

施
設
・
用
具

中島　順子

令和5年11月1日

評　　　価　　　項　　　目
所
見

　
つ
い
て

指
導
者
に

　
　
つ
い
て

　
安
全
に

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

　
　
つ
い
て

　
参
加
者
に

内部研修「ボッチャ講習会」

令和５年１０月２１日（土）
15時半～17時半

府中市のボッチャの普及のため、審判ができるスポーツ推進委員を
増やすことを目的とし、そのために基本的ルールを再確認し、審判
の精度を上げることを目標とする

　事　　　　　業　　　　　の　　　　　評　　　　　価
（該当欄に○印を記入　該当のない場合は ― を記入）

不
十
分

普
通

十
　
分

ほ
ぼ

十
分

不
十
分

や
や

推進委員:石田、大竹、岸、木村、下島、鈴木、瀬戸口、成田、濱
田、元山、渡邉、中島　事務局：目黒課長、山本係長、大久、三枝

千葉県ボッチャ協会　宮坂　昇氏

内容や日程等が二転三転してしまった

研修部以外の委員にも多く参加してもらえてよかった

指導に慣れていて適切なアドバイスを受けられた

簡単な座学の後、チームに分かれて実際にゲームを進めながらルー
ルや審判のやり方を習得していった。

研修部

市民陸上競技場　審判員室

目 的 ・ 目 標

実 施 日 時

会 場

担当スポーツ
推 進 委 員

指 導 者

参 加 状 況

・事業の
　雰囲気

・評価
　できる点

・次回への
　改善点

・その他

室内なので雨天でも決行可能なのは安心だった

スペース的に狭いのではと心配したが特に問題なかった

ゲーム形式で実践していく中で、疑問点があればすぐ質問できたの
が良かった。指導者の豊富な経験を聞くことで様々なケーススタ
ディができたと思う。

審判をするにあたり知っておくべき有意義な内容だったので、当日
欠席の委員とも情報共有できればいい。

企画段階を含め安全について考慮したか
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事　　業　　実　　施　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

事 業 名

目的・目標は適切だったか 〇〇

曜日・時間・期間は適切だったか 〇〇

事前の打ち合わせは十分であったか 〇〇

地域社会との連携は良かったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

対象者・人数は適切だったか 〇〇

事業の目的・目標が理解できたか 〇〇

技術は身についたか 〇〇

準備・整理運動を理解し実施したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

説明はわかりやすく適切であったか 〇〇

事 業 の 概 要 (簡潔に記入) 指導方法、内容は適切であったか 〇〇

指導者の数、位置は適切であったか 〇〇

参加者に対する配慮は適切であったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

〇〇

既往症・健康状態をチェックしたか 〇〇

参加者の体力にあった活動をさせたか 〇〇

気象状況などを考慮したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

実施前に施設をチェックしたか 〇〇

施設・用具のチェックをしたか 〇〇

施設の管理責任者を把握していたか 〇〇

施設・用具の破損をチェックしたか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

・事業の
　雰囲気

・評価
　できる点

・次回への
　改善点

・その他

安全に対する配慮は問題なかった。

今回新たに加えたスタッキングは好評であった。

通りすがりの方でも気軽に参加でき、いろいろなニュースポーツを
楽しんでもらう機会を提供できた。

参加に対する運営側の指導者数が少なく、体力的に厳しい状況で
あった。今回はスタッキングが加わったが、今後は他の種目の紹介
やスポーツ普及の広報活動も織り交ぜていくとさらに充実したイベ
ントになるのではないかと思われた。

特になし

企画段階を含め安全について考慮したか

目 的 ・ 目 標

実 施 日 時

会 場

担当スポーツ
推 進 委 員

指 導 者

参 加 状 況 計:８１９名

スポーツ推進委員：大竹、鴻巣、石田、下島、小谷田
コミスポリーダー・ボランティア：佐藤、五日市、須藤、小川

親子（小学生以下）連れが多かった

参加者に楽しんでもらう対応ができていた。

晴天の中、節分での神社参拝後の親子連れの方を中心に多くの方に
参加いただき、どの種目も最初から最後まで盛況だった。

深津委員、濱田委員

フォーリス前広場、フォーリス内　風の広場

ちょこっとスポーツ体験会

令和６年２月３日（土）　１０時～１５時

多くの市民が集うけやき並木・フォーリスにて老若男女を問わず、
ニュースポーツ(ボッチャ、バッゴー、ラダーゲッター、輪投げ、
スタッキング）を紹介して体験してもらうことで、スポーツに興味
を持ってもらう。

　事　　　　　業　　　　　の　　　　　評　　　　　価
（該当欄に○印を記入　該当のない場合は ― を記入）

不
十
分

普
通

十
　
分

ほ
ぼ

十
分

不
十
分

や
や

　
に
つ
い
て

施
設
・
用
具

濱田　輝之

令和6年2月29日

評　　　価　　　項　　　目
所
見

　
つ
い
て

指
導
者
に

　
　
つ
い
て

　
安
全
に

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

　
　
つ
い
て

　
参
加
者
に

事　　業　　実　　施　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

事 業 名

目的・目標は適切だったか 〇〇

曜日・時間・期間は適切だったか 〇〇

事前の打ち合わせは十分であったか 〇〇

地域社会との連携は良かったか

ｺﾒﾝﾄ

対象者・人数は適切だったか 〇〇

事業の目的・目標が理解できたか 〇〇

技術は身についたか 〇〇

準備・整理運動を理解し実施したか

ｺﾒﾝﾄ

説明はわかりやすく適切であったか 〇〇

事 業 の 概 要 (簡潔に記入) 指導方法、内容は適切であったか 〇〇

指導者の数、位置は適切であったか 〇〇

参加者に対する配慮は適切であったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

〇〇

既往症・健康状態をチェックしたか

参加者の体力にあった活動をさせたか 〇〇

気象状況などを考慮したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

実施前に施設をチェックしたか 〇〇

施設・用具のチェックをしたか 〇〇

施設の管理責任者を把握していたか 〇〇

施設・用具の破損をチェックしたか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

　
に
つ
い
て

施
設
・
用
具

中島　順子

令和5年11月1日

評　　　価　　　項　　　目
所
見

　
つ
い
て

指
導
者
に

　
　
つ
い
て

　
安
全
に

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

　
　
つ
い
て

　
参
加
者
に

内部研修「ボッチャ講習会」

令和５年１０月２１日（土）
15時半～17時半

府中市のボッチャの普及のため、審判ができるスポーツ推進委員を
増やすことを目的とし、そのために基本的ルールを再確認し、審判
の精度を上げることを目標とする

　事　　　　　業　　　　　の　　　　　評　　　　　価
（該当欄に○印を記入　該当のない場合は ― を記入）

不
十
分

普
通

十
　
分

ほ
ぼ

十
分

不
十
分

や
や

推進委員:石田、大竹、岸、木村、下島、鈴木、瀬戸口、成田、濱
田、元山、渡邉、中島　事務局：目黒課長、山本係長、大久、三枝

千葉県ボッチャ協会　宮坂　昇氏

内容や日程等が二転三転してしまった

研修部以外の委員にも多く参加してもらえてよかった

指導に慣れていて適切なアドバイスを受けられた

簡単な座学の後、チームに分かれて実際にゲームを進めながらルー
ルや審判のやり方を習得していった。

研修部

市民陸上競技場　審判員室

目 的 ・ 目 標

実 施 日 時

会 場

担当スポーツ
推 進 委 員

指 導 者

参 加 状 況

・事業の
　雰囲気

・評価
　できる点

・次回への
　改善点

・その他

室内なので雨天でも決行可能なのは安心だった

スペース的に狭いのではと心配したが特に問題なかった

ゲーム形式で実践していく中で、疑問点があればすぐ質問できたの
が良かった。指導者の豊富な経験を聞くことで様々なケーススタ
ディができたと思う。

審判をするにあたり知っておくべき有意義な内容だったので、当日
欠席の委員とも情報共有できればいい。

企画段階を含め安全について考慮したか

事　　業　　実　　施　　報　　告　　書
報告者（　 　）

提出日

事 業 名

目的・目標は適切だったか ○○

曜日・時間・期間は適切だったか ○○

事前の打ち合わせは十分であったか ○○

地域社会との連携は良かったか ○○

ｺﾒﾝﾄ

対象者・人数は適切だったか ○○

事業の目的・目標が理解できたか ○○

技術は身についたか ○○

準備・整理運動を理解し実施したか ○○

ｺﾒﾝﾄ

説明はわかりやすく適切であったか ○○

事 業 の 概 要 (簡潔に記入) 指導方法、内容は適切であったか ○○

指導者の数、位置は適切であったか ○○

参加者に対する配慮は適切であったか ○○

ｺﾒﾝﾄ

○○

既往症・健康状態をチェックしたか ○○

参加者の体力にあった活動をさせたか ○○

気象状況などを考慮したか ○○

ｺﾒﾝﾄ

実施前に施設をチェックしたか ○○

施設・用具のチェックをしたか ○○

施設の管理責任者を把握していたか ○○

施設・用具の破損をチェックしたか ○○

ｺﾒﾝﾄ

担当スポーツ
推 進 委 員

研修部　（元山）

指 導 者

　
　
つ
い
て

　
参
加
者
に

元山　薫

令和5年12月6日

令和5年度　コミスポ協力者研修会　（ボッチャ研修会） 　事　　　　　業　　　　　の　　　　　評　　　　　価
（該当欄に○印を記入　該当のない場合は ― を記入）

目 的 ・ 目 標 １２月２日ボッチャ大会に向けてルール確認と技術、知識を学ぶ
所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
分

十
　
分

ほ
ぼ

普
通

不
十
分

や
や

不
十
分

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

実 施 日 時 令和５年１１月１７日（金）１９時００分～２０時３０分

会 場 府中市中央文化センター　会議室
コミスポ協力者が6名の参加でしたが、夜は厳しかった。

千葉県ボッチャ協会　宮坂　昇氏

参 加 状 況
委員：深津･大竹･石田･小谷田･鈴木･岸･中島･渡邊･元山、コミスポ協力
者６名、事務局：目黒課長･塚本課長補佐･山本係長･大久･三枝

　
つ
い
て

指
導
者
に

・事業の
　雰囲気

今回初めてコミスポ協力者の皆様との平日夜の開催でした。コート作り
のポイント、ルールの確認を実際に試合をやりながら学ぶことができま
した。

・評価
　できる点

座学だけではなく、試合の中で実際にルールの確認ができた。

　
　
つ
い
て

　
安
全
に

企画段階を含め安全について考慮したか

・次回への
　改善点

ボッチャ大会の前に何回が講習ができれば良いと思いました。実際に大
会参加者の技術があがっているので、自信をもって審判をできるように
したい。

　
に
つ
い
て

施
設
・
用
具・その他
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事　　業　　実　　施　　報　　告　　書
報告者（　 　）

提出日

事 業 名

目的・目標は適切だったか 〇〇

曜日・時間・期間は適切だったか 〇〇

事前の打ち合わせは十分であったか 〇〇

地域社会との連携は良かったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

対象者・人数は適切だったか 〇〇

事業の目的・目標が理解できたか 〇〇

技術は身についたか 〇〇

準備・整理運動を理解し実施したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

説明はわかりやすく適切であったか 〇〇

事 業 の 概 要 (簡潔に記入) 指導方法、内容は適切であったか 〇〇

指導者の数、位置は適切であったか 〇〇

参加者に対する配慮は適切であったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

〇〇

既往症・健康状態をチェックしたか 〇〇

参加者の体力にあった活動をさせたか 〇〇

気象状況などを考慮したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

実施前に施設をチェックしたか 〇〇

施設・用具のチェックをしたか 〇〇

施設の管理責任者を把握していたか 〇〇

施設・用具の破損をチェックしたか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

石田、鴻巣、小谷田、鈴木、濱田、吉岡、渡邉

準備体操、用具の使い方から入り、段取り良く、かつ笑いを織り交ぜな
がら、楽しい講習会を演出出来た点。かけっこ教室とうまくスペースを
分けて使えた点。

陸上競技場トラック内までのアクセス、分かりやすい地図があると便
利。参加者の名札は、前もって作成しておけると尚良い、広報の記載、
ノルディックウォーキングと言う概念の無い方が読むことも考慮の上、
ポールを使ってらくらくウォーキングなど、イメージ出来る表記に。

トラックと芝の境界が段差あり、転倒の危険性も。

日本ノルディックウォーキング協会上級講師　齋藤由美子

府中市民　４０～７０代の男女１９名（申し込み２７名）

委員の準備や司会、講師の進め方が適格で、初心者にも入りやすい雰囲
気作りができ、どなたもしっかりと取り組まれていた。

　
　
つ
い
て

　
参
加
者
に

　
つ
い
て

指
導
者
に

　
　
つ
い
て

　
安
全
に

　
に
つ
い
て

施
設
・
用
具

十
分

評　　　価　　　項　　　目

当日の欠席が多かった。

委員の資格保持者のサポート協力が適格で良かった。

企画段階を含め安全について考慮したか

トラック内の段差が気になり、声掛けを怠らなかった。

現状復帰を意識して会場設営するよう心がけた。

参 加 状 況

・事業の
　雰囲気

・評価
　できる点

・次回への
　改善点

・その他

目 的 ・ 目 標

実 施 日 時

会 場

担当スポーツ
推 進 委 員

指 導 者

渡辺朋子

令和6年3月28日

らくらく歩こうウォーキング術
～ノルディックウォーキング体験講習会～

参加者の健康

次回もこの時期に行いたい。

所
見

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

十
　
分

ほ
ぼ

普
通

不
十
分

や
や

不
十
分

令和６年３月２８日（木）　１０時～１２時

市民陸上競技場

年齢や性別を問わず、体力に自信のない方や、運動の苦手な方でも自分
のペースで楽しめる、ノルディックウォーキングを通じて参加者の健康
増進や体力維持、ストレス解消などの効果を期待する。

事　　業　　実　　施　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

事 業 名

目的・目標は適切だったか 〇〇

曜日・時間・期間は適切だったか 〇〇

事前の打ち合わせは十分であったか 〇〇

地域社会との連携は良かったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

対象者・人数は適切だったか 〇〇

事業の目的・目標が理解できたか 〇〇

技術は身についたか 〇〇

準備・整理運動を理解し実施したか

ｺﾒﾝﾄ

説明はわかりやすく適切であったか 〇〇

事 業 の 概 要 (簡潔に記入) 指導方法、内容は適切であったか 〇〇

指導者の数、位置は適切であったか 〇〇

参加者に対する配慮は適切であったか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

〇〇

既往症・健康状態をチェックしたか 〇〇

参加者の体力にあった活動をさせたか 〇〇

気象状況などを考慮したか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

実施前に施設をチェックしたか 〇〇

施設・用具のチェックをしたか 〇〇

施設の管理責任者を把握していたか 〇〇

施設・用具の破損をチェックしたか 〇〇

ｺﾒﾝﾄ

岸　優子

令和6年2月4日

三市交流研修会 　事　　　　　業　　　　　の　　　　　評　　　　　価
（該当欄に○印を記入　該当のない場合は ― を記入）

近隣住民と駐車の件でトラブルあり。以後気をつける。

十
分

十
　
分

ほ
ぼ

普
通

不
十
分

や
や

4人とも明るく元気で好印象だった。

企画段階を含め安全について考慮したか

室内なので雨天でも決行可能なのは安心だった

ネットは講師の方たちが持参してくれた

目 的 ・ 目 標

実 施 日 時

会 場

担当スポーツ
推 進 委 員

指 導 者

参 加 状 況

・事業の
　雰囲気

・評価
　できる点

・次回への
　改善点

・その他

所
見

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

　
　
つ
い
て

　
参
加
者
に

　
つ
い
て

指
導
者
に

　
　
つ
い
て

　
安
全
に

　
に
つ
い
て

施
設
・
用
具

不
十
分

評　　　価　　　項　　　目

令和６年月２月４日（日）９時半～１２時

各市スポーツ推進員の交流及びラウンドネットの体験を通して新し
いスポーツも広めていく目的

石田、大竹、木村、下島、鈴木、瀬戸口、古口、濱田、元山、岸、
井上、中島、鴻巣、小谷田、目黒課長、山本係長、大久、三枝

ラウンドネットジャパン代表理事　佐藤太一

練習の時に講師の先生が、上手く打てるポイントを要所要所指導し
てくれたので、皆上達するのが早かった。
練習試合では、ミスしても前向きな気持ちで指導してくれたので、
プレッシャーがかからず楽しめた。

岸、下島

東京競馬場日吉体育館

寒い体育館でも身体が温まるほど運動量はあった。チームは三市混
ぜ合わせた編成だったので、そこで他市とのコミュニケーションは
とれたと思う。

受付の出欠の名簿は担当者が作成する。
全体的な声かけは時間に余裕を持ってするようにする。
受付の準備に時間がかかってしまい、待たせてしまったので受付担
当の人数を増やした方がいいと思った。（２名から４名に）
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事　　業　　実　　施　　報　　告　　書
報告者（　 　）

提出日

事 業 名

目的・目標は適切だったか ◯◯

曜日・時間・期間は適切だったか ◯◯

事前の打ち合わせは十分であったか ◯◯

地域社会との連携は良かったか ◯◯

ｺﾒﾝﾄ

対象者・人数は適切だったか ◯◯

事業の目的・目標が理解できたか ◯◯

技術は身についたか ◯◯

準備・整理運動を理解し実施したか ◯◯

ｺﾒﾝﾄ

説明はわかりやすく適切であったか ◯◯

事 業 の 概 要 (簡潔に記入) 指導方法、内容は適切であったか ◯◯

指導者の数、位置は適切であったか ◯◯

参加者に対する配慮は適切であったか ◯◯

ｺﾒﾝﾄ

◯◯

既往症・健康状態をチェックしたか ◯◯

参加者の体力にあった活動をさせたか ◯◯

気象状況などを考慮したか ◯◯

ｺﾒﾝﾄ

実施前に施設をチェックしたか ◯◯

施設・用具のチェックをしたか ◯◯

施設の管理責任者を把握していたか ◯◯

施設・用具の破損をチェックしたか ◯◯

ｺﾒﾝﾄ

𠮷𠮷岡　大翼

令和6年4月1日

かけっこ教室「走るって楽しい♪」 　事　　　　　業　　　　　の　　　　　評　　　　　価
（該当欄に○印を記入　該当のない場合は ― を記入）

目 的 ・ 目 標
スポーツの基本である走る技術と練習方法を学び、走ることの楽しさを
体感してもらい、今後のスポーツ活動に役立てることを目的に実施する

所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
分

十
　
分

ほ
ぼ

普
通

不
十
分

や
や

　
つ
い
て

指
導
者
に

・事業の
　雰囲気

午前中は多少の降雨が見られ、１日を通して気温も例年よりは低かった
が子供たちは楽しく身体を動かし、楽しみながら走り方を習得していた

走る技術だけでなく、楽しみながら体を動かし実施できる内容だった

不
十
分

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

実 施 日 時
令和６年３月２８日（木）
①１０時００分～１２時００分　②１３時００分～１５時００分

会 場 府中市民陸上競技場

担当スポーツ
推 進 委 員

鴻巣･濱田･吉岡･鈴木･石田･小谷田･渡邉･井上

指 導 者

　
　
つ
い
て

　
参
加
者
に

備品はGrow　Sports保有の物を使用

・評価
　できる点

学年別に午前･午後に分かれて実地できたので、学年に合わせた練習内容
であった。高学年はより頭を使い考えながらのメニューもあり終始子供
たちの笑顔であった

　
　
つ
い
て

　
安
全
に

企画段階を含め安全について考慮したか

・次回への
　改善点

午前中はノルディックウォーキング教室と同会場での実施だったので導
線の確認や注意をした。
年度末のためか新学年での申し込みがあった

雨天の場合は体育館で実施として準備できていた

　
に
つ
い
て

施
設
・
用
具・その他 実施後アンケートなどがあると、もっとフィードバックできると感じた

Grow Sports 講師２名（船場･小坪）

参 加 状 況
募集:①小学３～４年生　②小学５～６年生　各３０名
参加:①２４名　②１９名

参加者同士で協力しながら実施できた
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研　　修　　等　　参　　加　　報　　告　　書
報告者（　 　）

提出日

研 修 等 名

テーマについて事前に学習したか 〇〇

課題や問題点を持って望んだか 〇〇

時間に余裕を持って参加したか 〇〇

十分に理解できたか 〇〇

課題や問題点は解決できたか 〇〇

今後の活動に役立つか 〇〇

また参加したいと思えたか 〇〇

時間配分は適切であったか 〇〇

目的・テーマに沿った展開であったか 〇〇

研 修 の 概 要 (日程・内容・講師名　など) 資料はわかりやすく用意されていたか 〇〇

会場、参加人数は適切であったか 〇〇

他地区の参加者と交流できたか 〇〇

会場のアクセスは適切であったか 〇〇

 受 講 所 感

目的・テーマ
　令和４・５年度の新任及び経験５年程度のスポーツ推進委員に向け
て、スポーツ推進委員としての役割や意義など、スポーツ推進委員の
基礎を学び、今後の活動に向けての基礎研修。

所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

主 催 ・ 主 管 （一社）東京都スポーツ推進委員協議会

開 催 日 時

に
つ
い
て

事
前
準
備

令和５年６月２４日（土）１０時００分～１２時００分

受
講
し
て

会 場 新宿区スポーツセンター（西早稲田）

全体参加状況

参 加 者 名 下島
　
　
つ
い
て

　
企
画
に

１．講習：スポーツ推移委員ハンドブックに沿って、スポーツ推進委員の意味と役割に
ついて研修
（１）スポーツ推進委員の制度（ハンドブックＰ1～Ｐ２１）
（２）スポーツ推進委員の組織（ハンドブックＰ５０～Ｐ６９）
（３）生涯スポーツ推進とスポーツ推進委員（ハンドブックＰ７２～Ｐ８６）
（４）スポーツにおけるリスクマネージメント（ハンドブックＰ１２７～Ｐ１３４）
（５）総合型地域スポーツクラブ（ハンドブックＰ８７～Ｐ９７）
２.ディスカッション：今回の講習会を受けて、グループ毎に話し合い発表
（新宿区：佐藤・荒木・栗原、練馬区：中村、西東京市：片桐、府中市：下島）

そ
の
他

初任者：１９区市委員 合計４４名、事務局：１２名

スポーツ推進委員の成り立ち・役割を理解する事ができ、立ち位置がどこに
あるのか把握できた。また、本来の目的に対してへの課題も、他の地域委員
と共有でき、他の地区委員との交流は定期的に必要と感じた。第九ブロック
委員の方は、小金井市の三枝研修部長と交流ができました。

下島 博美

令和5年6月26日
東京都　令和５年度　初任者講習会 　参　加　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

十
　
分

ほ
ぼ

普

通

不
十
分

や
や

不
十
分

研　　修　　等　　参　　加　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

研 修 等 名

テーマについて事前に学習したか 〇〇

課題や問題点を持って望んだか 〇〇

時間に余裕を持って参加したか 〇〇

十分に理解できたか 〇〇

課題や問題点は解決できたか 〇〇

今後の活動に役立つか 〇〇

また参加したいと思えたか 〇〇

時間配分は適切であったか 〇〇

目的・テーマに沿った展開であったか 〇〇

研 修 の 概 要 (日程・内容・講師名　など) 資料はわかりやすく用意されていたか 〇〇

会場、参加人数は適切であったか 〇〇

他地区の参加者と交流できたか 〇〇

会場のアクセスは適切であったか 〇〇

 受 講 所 感

主 催 ・ 主 管
公社）全国スポーツ推進委員連合・関東スポーツ推進委員協議
会、群馬県スポーツ推進委員協議会

目的・テーマ

大会テーマ「群雄であれ」

【パネルディスカッション】
新たな時代における地域スポーツの普及について

会 場 ＡＬＳＯＫぐんま総合スポーツセンターアリーナ

開 催 日 時 令和５年６月９日（金）１３時３０分～１６時００分

全体参加状況 １，５７３名

内容について、スポーツ推進員のパネリストの方々の話は、テーマに
沿っているかどうか今一つ共感できることが少なく、また話が長く理解
が難しく、群馬エリアに関する特有の話のように感じてしまった。

プロバスケットチームの話は、もっと深堀して話を広げて活動方法など
話を伺えれば、テーマに沿ったパネルディスカッションになったと思わ
れる。

受
講
し
て

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

そ
の
他

◆パネルディスカッション：
コーディネーター：菅谷 美沙都（上武大学 ビジネス情報学部 講師）
パネリスト：
・蜂須 聖司（群馬県スポーツ推進委員協議会会長）
・設楽 政江（群馬県スポーツ推進委員協議会副会長）
・大塚俊（３人制プロバスケットチーム ＭＩＮＡＫＡＭＩ ＴＯＷＮ ＥＸＥ．）

◆内容：
テーマ「新たな時代における地域スポーツの普及について」について
①新たな時代に向けての第一歩として、コロナ前と同じ状態に戻すためには
②スポーツ推進委員の人材不足に対応するてめには
③スポーツ推進委員の活動と、市町村行政との連携・協働について
④地域スポーツの定着と活動を通じての地域の活性化について

参 加 者 名

鴻巢　裕司

令和5年7月3日

　参　加　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

普

通

不
十
分

や
や

不
十
分

関東スポーツ推進委員研究大会群馬大会

に
つ
い
て

事
前
準
備

大竹委員、鴻巢委員
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研　　修　　等　　参　　加　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

研 修 等 名

テーマについて事前に学習したか 〇〇

課題や問題点を持って望んだか 〇〇

時間に余裕を持って参加したか 〇〇

十分に理解できたか 〇〇

課題や問題点は解決できたか 〇〇

今後の活動に役立つか 〇〇

また参加したいと思えたか 〇〇

時間配分は適切であったか 〇〇

目的・テーマに沿った展開であったか 〇〇

研 修 の 概 要 (日程・内容・講師名　など) 資料はわかりやすく用意されていたか 〇〇

会場、参加人数は適切であったか 〇〇

他地区の参加者と交流できたか 〇〇

会場のアクセスは適切であったか 〇〇

 受 講 所 感

１２：３０～　受付
１３：００～　開校式
　　　あいさつ
　　　　東京都生活文化スポーツ局　スポーツ総合推進部
　　　　　　地域スポーツ振興担当課長　前原　淳
　　　　一般社団法人　東京都スポーツ推進委員協議会
　　　　　　会長　新島　二三彦
　　　スケジュール説明
１３：１０～　講演　及び　グループワーク
　　　第一部　「公立中学校における部活動の地域連携・地域移行について」
　　　　東京都教育庁指導部　主任指導主事（部活動振興担当　大村賢治）
　　　第二部　設定テーマでのグループワーク＆発表
　　　第三部　質疑応答
１５：３０～　閉校式

主 催 ・ 主 管 一般社団法人 東京都スポーツ推進委員協議会・東京都

目的・テーマ
全体テーマ
「学校部活動の地域連携・地域以降に関する
　　　　　　　スポーツ推進委員の関わり方」

会 場 主婦会館　プラザエフ９F会議室「スズラン」

開 催 日 時 令和５年８月２６日（土）１２時３０分～１５時４０分

参 加 者 名 元山、濱田、井上

全体参加状況 都スポ協１０名　区市町村スポーツ推進委員８１名

　令和４年１２月に、スポーツ庁・文化庁は「学校部活動及び地域クラ
ブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」を策定し、学校部活
動の地域連携や地域活動移行について、令和５年から７年度の３年間を
改革推進機関と位置づけ、推進計画を示しているということだった。
　それを踏まえて、スポーツ推進委員として、早期に、その推進計画を
理解し、何ができるのか、課題は何かを考える機会となった。

受
講
し
て

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

そ
の
他

不
十
分

井上　由佳子

令和5年8月30日

　参　加　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

普

通

不
十
分

や
や

　令和５年度　課題別研修会

に
つ
い
て

事
前
準
備

研　　修　　等　　参　　加　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

研 修 等 名

テーマについて事前に学習したか 〇〇

課題や問題点を持って望んだか 〇〇

時間に余裕を持って参加したか 〇〇

十分に理解できたか 〇〇

課題や問題点は解決できたか 〇〇

今後の活動に役立つか 〇〇

また参加したいと思えたか 〇〇

時間配分は適切であったか 〇〇

目的・テーマに沿った展開であったか 〇〇

研 修 の 概 要 (日程・内容・講師名　など) 資料はわかりやすく用意されていたか 〇〇

会場、参加人数は適切であったか 〇〇

他地区の参加者と交流できたか 〇〇

会場のアクセスは適切であったか 〇〇

 受 講 所 感

令和５年度　ニュースポーツ研修会

に
つ
い
て

事
前
準
備

元山　薫

令和5年7月3日

　参　加　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

普

通

不
十
分

や
や

不
十
分

元山

全体参加状況 約５０名

アメリカで誕生し、現在日本では５００万人がオリンピック競技にする
ことを目標に活動をしている。ネットとボールがあればどこでもでき、
本来は２対２で対戦しますが、３対３でも可能であり、ルールも老若男
女が楽しめるようにバリエーションを持たせる事もできるのが魅力。バ
レーボール、卓球、バトミントンなどの要素もある競技。エンゼルスの
大谷翔平選手もウオーミングアップで使用していたそうです。実際に体
験をしてみて競技としてハードにもなるし、コミニュケーションもとれ
るニュースポーツだと感じた。

受
講
し
て

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

そ
の
他

１.開校式　　１３：００～１３：１０
（１）あいさつ
　東京都　一般社団法人　東京都スポーツ推進委員協議会　島田　康子副会長
（２）スケジュール説明・講師紹介
２.講義・実技　１３：１０～１５：１０
　◇全体テーマ「ラウンドネット」
　　　〇ラウンドネットについての基礎知識（歴史・ルール・環境）
　　　〇ゲーム進行などについての講義
　　　〇ゲーム体験
　　　〇質疑応答
　◇【講師】ラウンドネットジャパン代表理事　兼　ラウンドネット湘南代表
　　　　　　　佐藤　太一　様　　補助員　３名
３.閉校式　１５：１０～１５：２０
　◇閉会の辞　一般社団法人　東京都スポーツ推進委員協議会
　　　　　　　　塩崎　智浩副研修委員長

主 催 ・ 主 管 一般社団法人　東京都スポーツ推進委員協議会・東京都

目的・テーマ
ラウンドネット　ネットとボールがあれば屋内・屋外問わず手軽
に始められ、体格の差も気にせず楽しめるスポーツ

会 場 四谷スポーツスクエア　Ｂ２Ｆ　多目的ホール

開 催 日 時 令和５年７月１日（土）１３時００分～１５時２０分

参 加 者 名
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研　　修　　等　　参　　加　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

研 修 等 名

テーマについて事前に学習したか ○○

課題や問題点を持って望んだか ○○

時間に余裕を持って参加したか ○○

十分に理解できたか ○○

課題や問題点は解決できたか ○○

今後の活動に役立つか ○○

また参加したいと思えたか ○○

時間配分は適切であったか ○○

目的・テーマに沿った展開であったか ○○

研 修 の 概 要 (日程・内容・講師名　など) 資料はわかりやすく用意されていたか ○○

会場、参加人数は適切であったか

他地区の参加者と交流できたか ○○

会場のアクセスは適切であったか ○○

 受 講 所 感

12:00 歓迎アトラクション
　　　　青森県立青森工業高等学校　ねぶた部　青森ねぶた囃子
　　　　五所川原第一高等学校　津軽三味線部　津軽三味線演奏
12:30 開会式・表彰式
13:40 基調講演
　　　　演題「笑って走れば福来たる〜私が笑顔で走り続けてきた理由〜」
　　　　講師　福士加代子　氏（女子陸上競技オリンピック４大会連続出場）
15:20 スポーツ庁からの情報提供
15:35 シンポジウム
　　　　テーマ「コロナ禍を越えたコミュニティスポーツの新しいかたち」
　　　　　コーディネーター　石澤伸弘　氏（北海道教育大学札幌校教授）
　　　　　シンポジスト　村山敏夫　氏（新潟大学人文教育科学系准教授）
　　　　　　　　　　　　伊藤恵造　氏（秋田大学教育文化学部准教授）
　　　　　　　　　　　　目澤伸一　氏（青森県スポーツ推進委員協議会会長）

主 催 ・ 主 管
スポーツ庁　(公社)全国スポーツ推進委員連合会　青森県教育委
員会　青森県スポーツ推進委員協議会　青森市　青森大会実行委
員会

目的・テーマ

スポーツで煌めく笑顔のために
～青い森から縄文の風に乗って全国へ～　をテーマに全国スポー
ツ推進委員が一堂に会し、スポーツ推進委員の目指す方向や地域
スポーツの今日的な課題について研究協議し、スポーツ推進委員
の資質向上を図るとともに、生涯スポーツの振興に資する

会 場 リンクステーション青森

開 催 日 時 令和５年１１月１６日（木）１２時００分 ～１６時５５分

参 加 者 名 瀬戸口　石田

全体参加状況 ２，８３９人（参加名簿）

青森駅より徒歩２０分程度のアクセスの良い会場にて開催されたが、一
部の地域の参加者はサテライト参加となってしまい、会議室から映像を
通しての参加となった。講演では福士氏による「なんとなく始まった競
技人生」から始まり、陸上競技界にて選手・恩師の存在、そして現役後
の活動と様々な立場での経験とその時の考え方を聞けたのは大変勉強に
なった。シンポジウムでは、コロナ禍によるスポーツの個人化への進み
や、総合型スポーツクラブの登録・認証制度や学校運動部活動の地域移
行の動きなど、変容しつつある地域スポーツの仕組みをめぐる課題や期
待について、考えさせられる内容だった。

受
講
し
て

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

そ
の
他

不
十
分

石 田 宜 久

令和5年11月24日

　参　加　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

普

通

不
十
分

や
や

第６４回全国スポーツ推進委員研究協議会　青森大会（全体会）

○○

に
つ
い
て

事
前
準
備

研　　修　　等　　参　　加　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

研 修 等 名

テーマについて事前に学習したか ○○

課題や問題点を持って望んだか ○○

時間に余裕を持って参加したか ○○

十分に理解できたか ○○

課題や問題点は解決できたか ○○

今後の活動に役立つか ○○

また参加したいと思えたか ○○

時間配分は適切であったか ○○

目的・テーマに沿った展開であったか ○○

研 修 の 概 要 (日程・内容・講師名　など) 資料はわかりやすく用意されていたか ○○

会場、参加人数は適切であったか ○○

他地区の参加者と交流できたか ○○

会場のアクセスは適切であったか ○○

 受 講 所 感

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

　武蔵野市:22名、三鷹市:25名、府中市:23名、調布市:23名、
　小金井市:15名、国分寺市:7名、狛江市:14名　(行政を含む)

　令和５年９月９日（土）１３時３０分～１８時００分
 　(開会：13:30～　第１部:13:45～　第２部:16:30～　)

　　　　　　　　  　　　司会　井 幡　明 男 調布市スポーツ推進委員会副会長
【開会式】挨拶　　田 中　　健 調布市副市長
　　　　　　　　　岡 田　眞由美 (一財)東京都スポーツ推進委員協議会副会長
　　　　　　　　　澤 江　幸 則 筑波大学体育系准教授（講師）
【第１部】各市動画発表（動画７分、講評２分、質疑応答５分）
　　テーマ｢誰でもできる新しい運動｣　～各地域のアイデアを盛り込んだ運動～
　　小金井市｢モルック｣､国分寺市｢コロナ禍でチャレンジしたこと｣､狛江市｢自分
　　のペースで ゆっくりと｣､武蔵野市｢プロジェクトＭ｣､三鷹市｢イチオシニュー
　　スポーツ｣､府中市｢府中市３０秒チャレンジ｣､調布市｢からだをうごかすぞう｣
　　　　　講師講評　澤江 幸則 筑波大学体育系准教授
　　　　　閉会　　　原　寿史調布市スポーツ推進委員会副会長
【第２部】情報交換会  　　 司会　加 藤 輝 行 調布市スポーツ推進委員会委員
　　　　　挨拶　小 栁　邦 法 調布市生活文化スポーツ部スポーツ振興課長
　        乾杯　岡 田　眞由美 都スポ協副会長、７市委員(協議会)会会長
　　　　　引継ぎ式　　清 水 良夫 調布市スポーツ推進委員会会長
　　　　　挨拶　　　　長谷川 嘉 子 小金井市スポーツ推進委員会会長
【閉会式】挨拶　西 嶋  大 調布市スポーツ推進委員会副会長

そ
の
他

全体参加状況
(申込時点）

　調布市文化会館たづくり
　第１部 くすのきホール、第２部 大会議場

　第９ブロックとしては、初めての試みとなる、発表を全て動画にする
ということで、各市の努力の跡が垣間見れる仕上がりだった。動画なら
ではの表現も随所にあった。動画作成には、時間と労力が必要となる
が、同じ場所で同じ物を一緒に見ることができるという利点は大きい。
　参加者のことを考える、楽しくする、特性に合わせる、そのためには
モノ・ヒト・場所・ルールの工夫が必要という、講師の言葉があった。
「誰でもが楽しめる」ということの、前提となる大事な言葉と再認識で
きた。また、トライ＆エラーにより、ブラッシュアップしていくことが
大切であることも再認識できた。

参 加 者 名
　石田､井上､大竹､岸､木村､鴻巢､古口､小谷田､下島､鈴木､
　瀨戸口､中川､中島､成田､濱田､深津､元山､吉岡､渡邉　各委員
　目黒課長､塚本課長補佐､大久事務職員､三枝事務職員

目的・テーマ

主 催 ・ 主 管

会 場

開 催 日 時

所
見

受
講
し
て

に
つ
い
て

事
前
準
備

不
十
分

や
や

不
十
分

瀨戸口　幸則

令和５年９月１０日

　令和５年度　東京都スポーツ推進委員研修会
　　「広域地区別研修会（第９ブロック）」

　参　加　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

　趣　旨　委員活動に関する諸問題の解決の方策を探る、スポー
　　　　　ツ推進委員の資質の向上を図と共に、広域的な連携協
　　　　　調を図り、地域スポーツ振興のあり方を考える。
　テーマ　「誰でもできる新しい運動」
　　　　　　～各地域のアイデアを盛り込んだ運動～

　主催：東京都・(一社)東京都スポーツ推進委員協議会
　共催：調布市　　主管：調布市スポーツ推進委員会

十
　
分

ほ
ぼ

普
 
通

十
　
分

評　　　価　　　項　　　目
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研　　修　　等　　参　　加　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

研 修 等 名

テーマについて事前に学習したか ○○

課題や問題点を持って望んだか ○○

時間に余裕を持って参加したか ○○

十分に理解できたか ○○

課題や問題点は解決できたか ○○

今後の活動に役立つか ○○

また参加したいと思えたか ○○

時間配分は適切であったか ○○

目的・テーマに沿った展開であったか ○○

研 修 の 概 要 (日程・内容・講師名　など) 資料はわかりやすく用意されていたか ○○

会場、参加人数は適切であったか ○○

他地区の参加者と交流できたか ○○

会場のアクセスは適切であったか ○○

 受 講 所 感

第６４回全国スポーツ推進委員研究協議会　青森大会
（第２分科会）

に
つ
い
て

事
前
準
備

石 田 宜 久

令和5年11月24日

　参　加　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

普

通

不
十
分

や
や

不
十
分

石田

全体参加状況

各発表者はこの講演を受託するまで推進委員の事を知らなかったという
前置きから始まった第２分科会。各者青森と関わりの深い学校・団体と
もあり、「青森を元気にする」きっかけの一つがスポーツでなればいい
という点、スポーツを通じた地域活性化には様々な組織の連携が重要な
点など興味深い活動内容を知ることができた。
現状の活動の中に、どのように推進委員というシステムが入れるかは、
そもそも推進委員という立場の「引き出し」の共有がないのでわからな
いというのが本音との事。試行錯誤ができる「余白」をデザインし、興
味を持ってもらうことがまず最初では？との提案があった。

受
講
し
て

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

そ
の
他

９：４５　開始
　コーディネーター　伊藤恵造　氏（秋田大学教育文化学部　准教授）
　事例発表者　「サッカーを通じた地域活性化について」
　　　　　　　正木昌宣　氏（青森山田高等学校男子サッカー部　監督）

　　　　　　　「地域とスポーツがつながるために」
　　　　　　　仲井宗基　氏（八戸学院光星高等学校硬式野球部　監督）

　　　　　　　「原点回帰のチーム運営〜火中の栗を拾って、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理想の〇〇を探しに行く話〜」
　　　　　　　小嶋徹也　氏
               （青森スポーツクリエイション株式会社アカデミー事業部
                 アカデミーディレクター（青森ワッツU-15コーチ））
１１：４５　閉会

主 催 ・ 主 管
スポーツ庁 (公社)全国スポーツ推進委員連合会 青森県教育委員
会 青森県スポーツ推進委員協議会 青森市 青森大会実行委員会

目的・テーマ

「地域とスポーツがつながるために」をテーマに、総合型スポー
ツクラブは登録・認証制度が開始され、学校運動部活動は地域移
行の動きがあり、地域スポーツの仕組みが変化してきている中、
連絡調整の働きが重要になる場面におけるスポーツ推進委員の役
割を探る。

会 場 リンクモア平安閣市民ホール

開 催 日 時 令和５年１１月１７日（金）９時４５分 ～１１時４５分

参 加 者 名

研　　修　　等　　参　　加　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

研 修 等 名

テーマについて事前に学習したか ○○

課題や問題点を持って望んだか ○○

時間に余裕を持って参加したか ○○

十分に理解できたか ○○

課題や問題点は解決できたか ○○

今後の活動に役立つか ○○

また参加したいと思えたか ○○

時間配分は適切であったか ○○

目的・テーマに沿った展開であったか ○○

研 修 の 概 要 (日程・内容・講師名　など) 資料はわかりやすく用意されていたか ○○

会場、参加人数は適切であったか ○○

他地区の参加者と交流できたか ○○

会場のアクセスは適切であったか ○○

 受 講 所 感

○第１分科会　テーマ「スポーツが高齢社会で実現できること」
　スポーツの実施率の向上による健康寿命の延伸は益々重要な政策課題となってお
り、第３期スポーツ基本計画の重要な柱となっています。また、人生１００年時代
における高齢者の健康増進を支える仕組みづくり検討は、高齢者の新しい地域生活
の提案でもあります。
　そこで、本分科会では、高齢者の豊な地域生活を支える健康づくりの仕組みや運
動・スポーツとのかかわり方について意見交換をするとともに、スポーツ推進委員
の取り組むべき課題を探ります。

○コーディネーター
　　村山　敏夫　氏（新潟大学人文社会教育化学系　准教授）
○発　表
・「われ 黄昏に 虹を追う 韋駄天遺伝子 眼を醒ませ！ 60歳からの素人ランナー
　　30年」　田中　博男　氏（青森マスターズ陸上競技連盟顧問）
・「私のスケート人生」　河原木　浩　氏（青森県スケート連盟副会長）
・「老人クラブとスポーツ」　五戸　英樹　氏（公益財団法人青森県老人クラブ連
　　合会　常務理事・事務局長）

主 催 ・ 主 管
 主催：スポーツ庁、公益社団法人全国スポーツ推進委員連合、
 青森県スポーツ推進委員協議会、青森県教育委員会、青森市

目的・テーマ

　大会テーマ　「スポーツで煌く笑顔のために」
　　　　　　　　　　　～青い森から縄文の風に乗って全国へ～
 全国のスポーツ推進委員が一同に会し、委員の目指す方向や地域
 スポーツの今日的な課題について研究協議し、スポーツ推進委員
 の資質向上を図るとともに、生涯スポーツの振興に資する。

会 場  リンクステーションホール青森

開 催 日 時  令和５年１１月１７日(金）９時４５分～１１時４５分

参 加 者 名  瀨戸口　幸則

全体参加状況 　１，４３５名（申し込み者数）

　田中博男氏は、マスターズ陸上世界記録保持者、河原木浩氏は、全日
本マスターズスピードスケート銀メダリストで、ご自身のアスリート人
生を語られていました。
　五戸英樹氏は、老人会の成り立ちから必要性について説明されていま
した。シニア・スポーツが、健康のためだけではなく、つながりを持て
る機会でもあることが印象的でした。
　私事ですが、全体会の表彰式で、(公社)全国スポーツ推進委員連合よ
り、スポーツ推進委員功労者表彰をいただきました。事務局の皆様に感
謝申し上げます。

受
講
し
て

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

そ
の
他

不
十
分

瀨戸口　幸則

令和５年１２月６日

　参　加　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

普
 
通

不
十
分

や
や

 第６４回全国スポーツ推進委員研究協議会青森大会 (第1分科会)

に
つ
い
て

事
前
準
備
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研　　修　　等　　参　　加　　報　　告　　書
報告者（　渡邉　朋子 　）

研 修 等 名

テーマについて事前に学習したか 〇〇

課題や問題点を持って臨んだか 〇〇

時間に余裕を持って参加したか 〇〇

十分に理解できたか 〇〇

課題や問題点は解決できたか 〇〇

今後の活動に役立つか 〇〇

また参加したいと思えたか 〇〇

時間配分は適切であったか 〇〇

目的・テーマに沿った展開であったか 〇〇

研 修 の 概 要 (日程・内容・講師名　など) 資料はわかりやすく用意されていたか 〇〇

会場、参加人数は適切であったか 〇〇

他地区の参加者と交流できたか 〇〇

会場のアクセスは適切であったか 〇〇

 受 講 所 感

令和５年度　　地域スポーツ支援研修会（市町村部） 　参　加　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

令和6年2月13日

普

通

不
十
分

や
や

そ
の
他

所
見

不
十
分

全体参加状況

参 加 者 名

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

・手話を習ったり、クイズやゲーム形式を取り入れ、楽しく学べた。
・パラリンピックには、ろうの障害のみでは出場できず、車椅子など、他の障
がいも持っていれば、出場できる。なぜだろう。
・部活に入りたくても、親がろう者だと、断られてしまう。障がいのある子ど
もにも、もっといろいろなスポーツを経験できる世の中に。
・性とスポーツの問題については、進展がみられた。LGBTQに対する理解、ホ
テルの部屋、お風呂など、選択権が認められてきたそうだ。
・デフリンピックの開催に向けて、スタートランプの整備が急を要する

瀬戸口会長、渡邉委員
　
　
つ
い
て

　
企
画
に

開講式（１４：００～１４：１０）
　　挨拶　　都生活文化スポーツ局スポーツ総合推進部スポーツ課　　　北嶋唯氏
　　　　　　一般社団法人東京都スポーツ推進委員協議会　会長　　新嶋二三彦氏
講義（１４：１０～１６：３０）プロフィール紹介
　・講師　　学校法人亜細亜大学　障がい学生修学支援質支援コーディネーター
　　　経営学部　特任准教授　　　　　　　　橋本一郎氏
　　　デフリンピック　陸上競技メダリスト　山田真樹氏、佐藤奏氏、岡田海緒氏
　　　手話通訳　　　　　　　　　　　　　　佐藤晴香氏
「ろう者とのコミュニケーションとデフスポーツの紹介」
・手話レクチャー、クイズ、ジェスチャーゲーム、
・ろう者の日常生活って？、子どものクラブ活動断られる。
・インフラ整備（スタバ、コンビニ、空港のエレベーター）
・２０２５年デフリンピックに向けて、スタートランプの整備が急務。
・性とスポーツの課題　ＬＧＢＴＱ＋ろう者＝ダブルマイノリティーに対する無理解。
閉講式（１６：３０～１６：３５）　都スポ協企画総務委員副委員長　岡あけみ氏

令和６年２月１０日（土）　　１３時３０分～１６時３５分

受
講
し
て

立川市女性総合センター『アイム』

市区町村スポーツ推進委員、スポーツ振興課長他　１５１名
オリパラ準備局　１名、運営委員９名（都スポーツ協議会）

に
つ
い
て

事
前
準
備

共催：東京都　一般社団法人東京都スポーツ推進委員協議会

「ろう者とのコミュニケーションとデフスポーツの紹介」
①ろう者が日頃感じているストレスと向き合い、バリアフリーな世の中にする
ためには、どうしたらよいか
②２０２５年デフリンピック開催に向けて、早急に取り掛からなくてはいけな
いこと。

目的・テーマ

主 催 ・ 主 管

開 催 日 時

会 場

研　　修　　等　　参　　加　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

研 修 等 名

テーマについて事前に学習したか ○○

課題や問題点を持って望んだか ○○

時間に余裕を持って参加したか ○○

十分に理解できたか ○○

課題や問題点は解決できたか ○○

今後の活動に役立つか ○○

また参加したいと思えたか ○○

時間配分は適切であったか ○○

目的・テーマに沿った展開であったか ○○

研 修 の 概 要 (日程・内容・講師名　など) 資料はわかりやすく用意されていたか ○○

会場、参加人数は適切であったか ○○

他地区の参加者と交流できたか ○○

会場のアクセスは適切であったか ○○

 受 講 所 感

令和５年度東京都市町村ボッチャ大会審判講習会

に
つ
い
て

事
前
準
備

石　田　宜　久

令和5年11月27日

　参　加　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

普

通

不
十
分

や
や

不
十
分

石田

全体参加状況 ３５名

令和４年度大会からのルール変更点を確認。いくつかの変更点について
は、当講習会内で審判同士協議の上決定。令和５年度大会から①コート
サイズの拡大②投球時の制限時間の導入③新型コロナ対策の排除、の３
点が大きな変更となった。いまだに選手側の性善説に頼る部分が多く、
一部の委員からは更なる改善を求める声が上がった。各市町村様々な工
夫で、本大会のルールを補う形をとっているのだと意見交換できたが、
同時にローカルルールの問題が出てくるのでは？と心配にもなった。

受
講
し
て

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

そ
の
他

１３：３０　　　　　　　集合・開会

１３：４０～１５：４５　講習・実習

１６：００　　　　　　　片付け・解散

講師：日本ボッチャ協会公認審判員　田辺多聞　氏（本大会審判長）
　　　日本ボッチャ協会公認審判員　儘田有香里　氏（本大会副審判長）

主 催 ・ 主 管 東京都市町村ボッチャ大会実行委員会

目的・テーマ

東京２０２０大会の多摩地域におけるレガシーとして、障害者ス
ポーツも含めたインクルーシブスポーツの普及を図る一環として
始まった市町村ボッチャ大会の大会サポーターの審判の質の向上
とルールの理解を一層深めると共に、各サポーター同士の交流を
図る

会 場 東京ドームスポーツセンター東久留米第一体育室

開 催 日 時 令和５年１１月２５日（土）１３時３０分～１６時００分

参 加 者 名

4 2



研　　修　　等　　参　　加　　報　　告　　書
報告者（　 　）

提出日

研 修 等 名

テーマについて事前に学習したか 〇〇

課題や問題点を持って望んだか 〇〇

時間に余裕を持って参加したか 〇〇

十分に理解できたか 〇〇

課題や問題点は解決できたか 〇〇

今後の活動に役立つか 〇〇

また参加したいと思えたか 〇〇

時間配分は適切であったか 〇〇

目的・テーマに沿った展開であったか 〇〇

研 修 の 概 要 (日程・内容・講師名　など) 資料はわかりやすく用意されていたか 〇〇

会場、参加人数は適切であったか 〇〇

他地区の参加者と交流できたか　（無し）

会場のアクセスは適切であったか 〇〇

 受 講 所 感
　今回視察した施設のように。スポーツ施設と宿泊施設を併設したものは
全国で4か所しかない。施設内の全てが、車椅子仕様で高さ45cmを保ってお
り、廊下には手摺りが完備されている。また視覚・聴覚障害者用に、点字や
音声での案内も完備されていた。各施設内には係員が常駐しており、一人で
来場した場合にもスポーツを行う事が出来るようになっていた。障害者施設
見学を行う事で、障害者への理解を深める事ができた。
　車椅子バスケットは初めての経験であり、まずは車椅子バスケ用の車椅子
に慣れる事がとても難しく、基本動作の習得に時間がかかった。試合形式ま
で行い一連の流れは把握出来たが、車椅子体験の時間がもっと多く欲しいと
ころでした。実際に障害者スポーツを行う事で、更に障害者への理解が出来
た管外研修でした。

参 加 者 名
井上・大竹・鴻巣・小谷田・鈴木・瀬戸口・濱田・元山・吉岡・下島
(事務局：山本・三枝）

　
　
つ
い
て

　
企
画
に

１．施設説明（講師：矢本課長）11:00〜11：10第1集会室にて
２．施設内案内（案内：矢本課長)11:10〜12:00
　
　・トイレ（音声案内付）⇒2Fギャラリーより（観客席付）温水プール・体育館見学
　⇒室内温水プール（全長25ｍで6コース水深両端が1ｍ、プールサイドは車椅子の方で
　　も容易に入りやすい45cm高構造。体を温める採暖室を設置、男女更衣室以外に異性
　　介助でも利用できる家族更衣室も併設）
　⇒トレーニング室⇒卓球室
　⇒サウンドテーブルテニス室（防音）⇒男子風呂（車椅子仕様）
　⇒調理談話室（車椅子仕様）⇒宿泊施設（洋室・車椅子仕様）
　⇒宿泊施設（和室・車椅子仕様）
　⇒体育館（さまざまな屋内スポーツにご利用でき、冷暖房設備をはじめ、試合や大会
　　のための電光掲示板、放送設備が有。バスケットコート一面の広さ。ボッチャ
　　正式コート二面あり）
３.車椅子バスケット体験（講師・市川主任）12：00〜13：00体育館にて
　
　・通常車椅子とパスケット用車椅子の違い・バスケット用車椅子の操作方法
　・走行練習・ターン練習・走行しながらのボールパス練習・2チームに分かれて試合
　

そ
の
他

主 催 ・ 主 管 府中市スポーツ推進委員会 研修部

開 催 日 時

に
つ
い
て

事
前
準
備

令和 6年3月16日（土） 10時45分～13時00分

受
講
し
て

会 場
東京都多摩障害者総合スポーツセンター
（東京都国立市富士見台2-1-1）

全体参加状況

目的・テーマ
障害者スポーツセンターの見学及び体験で「障害のある方」の
スポーツ活動や関わり方の理解を深める

所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

スポーツ推進委員10名・事務局2名

下島　博美

令和6年3月19日

令和５年度　管外研修 　参　加　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

十
　
分

ほ
ぼ

普
 
通

不
十
分

や
や

不
十
分
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事　　業　　等　　活　　動　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

活動した事業等
の 名 称

テーマについて事前に把握していたか ○
役割について事前に把握していたか ○
役割に意気込みを持って望んだか ○
役割に満足できたか ○
積極的に協力できたか ○
課題や問題点はなかったか ○
今後の活動に役立つか ○
また協力したいと思えたか ○
参加者と交流できたか ○
時間配分は適切であったか ○
目的・テーマに沿った展開であったか ○
会場、参加人数は適切であったか ○
会場のアクセスは適切であったか ○

活動した事業等の概要(日程・内容　など)  協 力 し た 所 感

活動した事業等
の目的・テーマ

活動した事業等
の 主 催 ・ 主 管
及 び 依 頼 者

府中市
東京都市町村ボッチャ大会実行委員会

石 田 宜 久

令和5年12月4日

第５回府中市ボッチャ大会
（令和５年度東京都市町村ボッチャ大会予選）

　活　動　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

不
十
分

つ
い
て

役
割
に

十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

普

通

不
十
分

や
や

所
見

活動した事業等
の全体参加状況

活動した事業等
の 開 催 日 時

令和５年１２月２日（土）１３時３０分～１６時３０分

１５３名（参加者１２３名、推進委員１４名、コミスポボラ１
０名、市職員６名）

10:00　集合・設営開始
11:30　昼休憩
12:30　昼休憩終了・最終確認
12:45　受付準備・開始準備
13:00　受付開始
13:30　開会式
13:45　競技開始
16:30　閉会式・表彰式
16:45　撤収開始
17:15　終了

そ
の
他

募集していた最大チーム数３２チームが集まった。国分寺のチームと家
族チームが市町村ボッチャ大会の府中市代表に決まった。
スポレクボッチャ大会も含め、総合体育館にて８コートで開催するのは
初めてとなり、加えて直前でコートサイズの変更があったが、大きな混
乱や特別反対もなく良かった。リーグ戦の結果の集計にExcelを導入
し、決勝トーナメントに向けた集計は以前よりもスムーズにできたと思
う。
しかし、観覧席を待機場所にし体育室内にて待機をしたい選手は事前申
込制にしていたが、ほとんどのチームが体育室内に留まってしまい、選
手と運営側とのコミュニケーションはもっと取るべきだった。
また、市町村大会が投球時間を今年度大会から設けたが、今大会でも一
部車椅子チームでは投球に時間がかかる場面もあり、府中市の大会での
導入が課題になると感じた。併せて委員に審判員資格を取得した人間が
必要だとも感じた。

活動した事業等
の 協 力 者 氏 名

会場整備、運営協力、審判等

石田、大竹、深津、濱田、中島、小谷田、元山、鴻巣、鈴木
(英)、瀬戸口、岸、木村、渡邉、井上

東京２０２０パラリンピックにて一部競技が多摩地区で開催さ
れたことを契機に、地区全体のレガシーとして障害、老若男女
関係なく楽しむことのできるボッチャを通じた、交流と普及を
図る。

協力した事業等
で の 役 割 分 担

評　　　価　　　項　　　目

協
力
し
て

協力した事業等
の 会 場

府中市郷土の森総合体育館第１体育室

事　　業　　等　　活　　動　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

活動した事業等
の 名 称

テーマについて事前に把握していたか ○
役割について事前に把握していたか ○
役割に意気込みを持って望んだか ○
役割に満足できたか ○
積極的に協力できたか ○
課題や問題点はなかったか ○
今後の活動に役立つか ○
また協力したいと思えたか ○
参加者と交流できたか ○
時間配分は適切であったか ○
目的・テーマに沿った展開であったか ○
会場、参加人数は適切であったか ○
会場のアクセスは適切であったか ○

活動した事業等の概要(日程・内容　など)  協 力 し た 所 感

下島博美

令和5年5月31日

明星高等学校ボッチャ交流会 　活　動　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

不
十
分

つ
い
て

役
割
に

所
見

活動した事業等
の目的・テーマ

ボッチャ競技を実施し、一年生・二年生の親睦を深める為のク
ラス対抗戦の実施する。

活動した事業等
の 主 催 ・ 主 管
及 び 依 頼 者

明星高等学校

協
力
し
て

協力した事業等
の 会 場

明星高等学校体育館１F・３F

活動した事業等
の全体参加状況

活動した事業等
の 開 催 日 時

令和５年５月３１日（水）８時００分～１２時４０分

学生：一年生１３０名・二年生１００人・計２３０人
教職員：数名

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

普

通

不
十
分

や
や

推進委員：石田・小谷田・元山・濱田・吉岡・渡邉・下島
事務局：山本・大久・三枝

協力した事業等
で の 役 割 分 担

 8:00　　　　明星学苑南門集合
 8:10～8:40　コート設営の為の採寸とマーク付け
 8:40～8:45　朝礼
 8:45～9:00　開会式
 9:00～9:50　コート設営
 9:50～10:00 休憩
10:00～10:30 デモンストレーション・ルール説明
10:30～10:40 休憩・コート移動
10:40～11:30 予選
11:30～11:40 休憩
11:40～12:10 準決勝
12:10～12:20 決勝
12:20～12:40 閉会式
12:40　　　　解散

そ
の
他

一年生はボッチャ初心者であるため、基本的なルール説明や進行方法を
全体説明以外にも、ゲーム中に個々に指導した。二年生はボッチャ経験
者であったが、審判の基本的な行動を省略する場面もあり、注意を促し
た。学生は勝敗にこだわり、ゲーム中熱心にチーム毎に相談する場面が
多く、コニュ二ケーションも取れ、今回の目的である、親睦を深める事
ができていた。
次回開催に向けて、コートの採寸マーク付けの時に、基本となるポイン
トを決めて置く事。ポイントは体育館の床色や各スポーツのラインとの
区別がしやすい濃色のマークを用意する事。また、学校側の用意するラ
インテープが体育館のラインと異なる色のテープの用意を要望を実施す
る。
今回新任委員が三名参加、この交流会を体験してボッチャへの理解を深
める事が出来た。
(別添：明星高体育館図）

活動した事業等
の 協 力 者 氏 名

ボッチャ交流会運営サポート・ルール説明
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事　　業　　等　　活　　動　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

活動した事業等
の 名 称

テーマについて事前に把握していたか ○
役割について事前に把握していたか ○
役割に意気込みを持って望んだか ○
役割に満足できたか ○
積極的に協力できたか ○
課題や問題点はなかったか 〇
今後の活動に役立つか ○
また協力したいと思えたか ○
参加者と交流できたか ○
時間配分は適切であったか 〇
目的・テーマに沿った展開であったか ○
会場、参加人数は適切であったか ○
会場のアクセスは適切であったか ○

活動した事業等の概要(日程・内容　など)  協 力 し た 所 感

石田、成田、元山、濱田、大竹　各委員

協力した事業等
で の 役 割 分 担

１回目：                            ２回目：
 9：30　 集合 打ち合せ コート設営　　9：30　集合 打ち合せ コート設営
 9：55   生徒到着　　　　　　　　　　9：55　生徒到着
10：00　挨拶、注意事項(大竹)　　　　10：00　挨拶  (大竹)
10：08　準備体操(元山)　　　　　　　10：05　準備体操(元山)
10：12　ラリーテニス指導(濱田.成田) 10：10　ラリーテニス指導(濱田・元山)
10：53　休憩　　　　　　　　　　　　10：45  休憩
11：00  ボッチャ指導(石田・元山)　　10：50　ボッチャ指導(石田・大竹)
11：25　整理体操(石田)　　　　　　　11：25  整理体操(石田)
11：28　集合　挨拶　　　　　  　　　11：28  集合　挨拶
11: 30  退室　　　　　　　　　　　　11: 30　退室

そ
の
他

　昨年度と違い新型コロナウィルス感染症が5類とはなったものの感染
症対策として手指消毒用アルコールやシートを準備したところ何度も消
毒をする生徒がいたので予め用意しておいて良かった。
　昨年度同様に水曜日午前の1時間半という短時間でのラリーテニスと
ボッチャ指導の為ルールやフォームより集団でのゲームを楽しむことを
重視したが、普段あまり身体を動かさないので１回目終了の翌日疲労で
休む生徒が多かったとの報告を受け２回目は休憩時間を十分に取り指導
内容を考慮した。また、自己紹介等の表出が苦手な生徒が多数とのこと
だったので感想を発表する時間は設けなかったが、時々生徒の間から
「おもしろいね」「この前より上手くなった」という声が漏れ聞こえ、
教員からも普段は硬い表情の生徒達が教室の時間中はとても良い顔をし
ていてどの子も楽しめていたようだったとの感想を頂き、コミュニケー
ションや感情の表出が苦手な生徒達の心にスポーツの力が響いたようで
嬉しい思いの中終了することができた。しかしながらコロナ禍を経て例
年に比べ小学生が増えている事が気になった。

活動した事業等
の 協 力 者 氏 名

１回目：ラリーテニス・ボッチャの指導
２回目：ラリーテニス・ボッチャの指導

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

普

通

不
十
分

や
や

活動した事業等
の全体参加状況

活動した事業等
の 開 催 日 時

令和５年１１月２９日（水)１０時～１１時３０分
令和６年　１月１７日 (水)１０時～１１時３０分

１回目：生徒　６名　教員６名
２回目：生徒１３名　教員５名

活動した事業等
の目的・テーマ

府中市適応指導教室「けやき教室」の体育の授業として実施

活動した事業等
の 主 催 ・ 主 管
及 び 依 頼 者

依頼団体名　　教育部指導室

協
力
し
て

協力した事業等
の 会 場

生涯学習センター体育室(全面)

大竹　ひとみ

令和6年1月22日

けやき教室 　活　動　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

不
十
分

つ
い
て

役
割
に

所
見

事　　業　　等　　活　　動　　報　　告　　書
報告者（岸　優子）

提出日
活動した事業等
の 名 称

テーマについて事前に把握していたか ○
役割について事前に把握していたか 〇
役割に意気込みを持って望んだか ○
役割に満足できたか ○
積極的に協力できたか 〇
課題や問題点はなかったか 〇
今後の活動に役立つか 〇
また協力したいと思えたか 〇
参加者と交流できたか 〇
時間配分は適切であったか 〇
目的・テーマに沿った展開であったか 〇
会場、参加人数は適切であったか ○
会場のアクセスは適切であったか 〇

活動した事業等の概要(日程・内容　など)  協 力 し た 所 感

約３０１名

１２：３０ 集合
　　　　・事前打ち合わせ
　　　　・会場の設営
　　　　　　動線を考慮し、入口と出口を決定
　　　　　　会場室内の整備
　　　　　　入口側にボッチャボールでの的当て、隣は少し遠くの的当て、出口側は
　　　　　  ブルーシートで作ったミニコートの三面を用意、セッティグ
１３：００ ボッチャ体験会開始
　　　　・的当てゲーム体験を二回実施後に、ミニコートでゲーム体験コーナーに
　　　　　移動
１６：００ ボッチャ体験会終了
　　　　・会場の原状復帰と資材の撤収
１６：３０ 解散

１２月と思えないくらいの暖かい晴天の中、開始時間の前から並んで順番待
ちをするくらい盛況なスタートであった。
来場者は親子連れ、障がい者の方がやはり多く、途中車椅子の方がランプが
あれば使用したかったらしいが、今年は用意してなかったので、来年はラン
プの準備も必要だと感じた。
来場者の流れもスムーズに流れてる感じがして良かったと思う。

協力した事業等
で の 役 割 分 担

ボッチャ指導 そ
の
他活動した事業等

の 協 力 者 氏 名
石田、井上、大竹、岸、鴻巣、小谷田、成田、濱田、吉岡、
渡邉、各委員、事務局、大久さん、三枝さん、山本係長

活動した事業等
の 主 催 ・ 主 管
及 び 依 頼 者

主催：府中市
　　　第１５回ＷａｉＷａｉフェスティバル実行委員会

つ
い
て

役
割
に

活動した事業等
の 開 催 日 時

令和５年１２月１０日（日）１３時００分 ～ １６時００分

協
力
し
て

協力した事業等
の 会 場

けやき並木通り　フォーリス前

活動した事業等
の全体参加状況

令和5年12月10日

第１５回ＷａｉＷａｉフェスティバル　ボッチャ体験会 　活　動　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

活動した事業等
の目的・テーマ

年齢や障害の有無にかかわらず誰もが楽しめるボッチャ体験を通じ
て、障がい者および障がい者スポーツの普及啓発を目的として実施

所
見

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

普

通

不
十
分

や
や

不
十
分
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事　　業　　等　　活　　動　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

活動した事業等
の 名 称

テーマについて事前に把握していたか ○
役割について事前に把握していたか ○
役割に意気込みを持って望んだか ○
役割に満足できたか ○
積極的に協力できたか ○
課題や問題点はなかったか ○
今後の活動に役立つか ○
また協力したいと思えたか ○
参加者と交流できたか ○
時間配分は適切であったか ○
目的・テーマに沿った展開であったか ○
会場、参加人数は適切であったか ○
会場のアクセスは適切であったか ○

活動した事業等の概要(日程・内容　など)  協 力 し た 所 感

石田宜久

令和6年1月29日

令和５年度東京都市町村ボッチャ大会 　活　動　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

不
十
分

つ
い
て

役
割
に

所
見

活動した事業等
の目的・テーマ

障害の有無や年齢、性別などに関わらず、同一ルールの下で楽
しめるボッチャを広く多摩地域で実施し、東京2020の多摩地域
におけるレガシーとして、インクルーシブスポーツの普及・啓
発を図っていく

活動した事業等
の 主 催 ・ 主 管
及 び 依 頼 者

東京都市町村ボッチャ大会実行委員会
（事務局：調布市生活文化スポーツ部スポーツ振興課
会場関連：東久留米市教育委員会教育部生涯学習課）

協
力
し
て

協力した事業等
の 会 場

東京ドームスポーツセンター東久留米　第一体育室

活動した事業等
の全体参加状況

活動した事業等
の 開 催 日 時

令和６年１月２７ 日（土）　１２時３０分 ～１７時３０分

約２７０名（全５４チーム＋大会サポーター＋従事職員）

評　　　価　　　項　　　目
十
　
分

十
　
分

ほ
ぼ

普

通

不
十
分

や
や

石田、三枝事務局員

協力した事業等
で の 役 割 分 担

１２：３０～ 集合・打ち合わせ
１３：００～ 開会式、ルール説明
１３：３０～ 予選リーグ開始
１４：３０～ 集計・休憩
１４：５０～ 決勝トーナメント準備
１５：００～ 決勝トーナメント開始
１７：１５～ 表彰式・閉会式
１７：３０～ 終了・片付け開始

そ
の
他

都内市町村から５４チームが集結。府中代表の１チームは予選リーグ敗
退、もう１チームは予選リーグを通過したが、決勝トーナメント１回戦
で敗退。他市の強豪チームは、定例活動をしているクラブや同好会、学
生であり、府中も環境を整えていく必要性を感じた。昨年度の優勝チー
ムはリーグ戦敗退、今回の調布市の優勝チームには小学生の女の子が
入っており、大変正確な投球に驚かされた。変則的なリーグ戦で、１６
コートに分かれての４チームのリーグと３チームのリーグと各コートに
違いがあり、少ないリーグでの敗退チームは２試合のみで終わってしま
うのは改善の余地があると思う。また、審判のレベルも差があるように
見え、選手に舐められてしまう場面もあった。運営としては「交流大
会」だが、選手にとっての大会とは温度差があるように感じた。投球時
間が導入された点も含めて、府中市内大会においても検討項目は多い。
来年度は町田市での開催となる。

活動した事業等
の 協 力 者 氏 名

審判、運営補助

事　　業　　等　　活　　動　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

活動した事業等
の 名 称

テーマについて事前に把握していたか ○
役割について事前に把握していたか ○
役割に意気込みを持って望んだか ○
役割に満足できたか ○
積極的に協力できたか ○
課題や問題点はなかったか 〇
今後の活動に役立つか ○
また協力したいと思えたか ○
参加者と交流できたか ○
時間配分は適切であったか ○
目的・テーマに沿った展開であったか ○
会場、参加人数は適切であったか ○
会場のアクセスは適切であったか ○

活動した事業等の概要(日程・内容　など)  協 力 し た 所 感

令和５年度障がい者成人教室「あすなろ学級」ボッチャ体験会 　活　動　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

令和６年１月２１日（日）１３時３０分～１６時００分

主催　府中市

普

通

障がい者の方々が、より良い地域生活を送ることを目的とし
て、ボッチャ体験活動を通し、他者とのコミュニケーションを
深め健康増進を図る。

十
　
分

ほ
ぼ

１２：４５　体育室前集合(事務局・スポーツ推進委員)
　　　　　　会場準備(コート３面・的当て１面の設営・音源準備)
１３：１５　受付開始
１３：３０　開会、挨拶、準備体操(渡邉)
１３：４０　体験会開始(説明　石田)
１３：５０　各コートに分かれ試合形式で体験(８チーム・２エンド全９試合実施)
１５：４５　閉会
１５：５５　終了/撤収作業開始
１６：１０　退館

そ
の
他

・全体を通して学級生の方の殆どが、ボッチャに慣れている様子が見ら
れ、楽しそうに一所懸命に体験していて、得点に一喜一憂する場面や仲
間を応援する場面もありチームのみんなで盛り上がっていた。
・昨年同様にゲームを行う際のコート割り当てをアナウンスと同時に各
コートの担当者(明星高校生)が紙に書いたチーム番号を明確に示したの
で、学級生がスムーズに移動することができた。
・準備体操の際、後半は学級生の中にボディイメージが湧かず混乱して
いる様子や飽きている様子が見受けられた。学級生の中には模倣が苦手
な場合も多いので、準備体操は短く解かりやすく、複合的な動きは避
け、よりシンプルにする必要があると感じた。
・明星高校から８名の学生の協力を得られたので、コート表示の担当以
外に審判にも参加協力してもらい大変助かった。

活動した事業等
の 協 力 者 氏 名

ボッチャコート設営、準備体操、ボッチャの説明
試合形式体験の際の各コートの審判と運営

活動した事業等
の 主 催 ・ 主 管
及 び 依 頼 者

活動した事業等
の全体参加状況

・学級生３６名・スタッフ１４名　計５０名

活動した事業等
の 開 催 日 時

大竹　ひとみ

令和6年1月22日

不
十
分

つ
い
て

役
割
に

十
　
分

不
十
分

や
や

石田・小谷田・鈴木・木村・渡邉・大竹委員
事務局(山本、三枝) 明星高校ボランティア８名･引率教員１名

協力した事業等
で の 役 割 分 担

所
見

評　　　価　　　項　　　目

協力した事業等
の 会 場

府中市生涯学習センター体育室

活動した事業等
の目的・テーマ

協
力
し
て
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事　　業　　等　　活　　動　　報　　告　　書

報告者（　 　）

提出日

活動した事業等

の 名 称

テーマについて事前に把握していたか ○

役割について事前に把握していたか ○

役割に意気込みを持って望んだか ○

役割に満足できたか ○

積極的に協力できたか ○

課題や問題点はなかったか ○

今後の活動に役立つか ○

また協力したいと思えたか ○

参加者と交流できたか ○

時間配分は適切であったか ○

目的・テーマに沿った展開であったか ○

会場、参加人数は適切であったか ○

会場のアクセスは適切であったか ○

活動した事業等の概要(日程・内容　など)  協 力 し た 所 感

石 田 宜 久

令和6年3月26日

市民協働事業　第５３回府中市民桜まつり 　活　動　の　評　価　　（該当欄に○印を記入）

不

十

分

つ

い

て

役

割

に

所

見

活動した事業等

の目的・テーマ
桜まつり内でのボッチャ体験会

活動した事業等

の 主 催 ・ 主 管

及 び 依 頼 者

府中市

府中市民桜まつり実行委員会

協

力

し

て

協力した事業等

の 会 場
中央文化センター駐車場

活動した事業等

の全体参加状況

活動した事業等

の 開 催 日 時
令和 6 年 3 月 23・24 日（土・日）10 時 00 分 ～ 16 時 00 分

（ボッチャブース）２日間合計：１５９０人

評　　　価　　　項　　　目

十

　

分

十

　

分

ほ

ぼ

普

 

通

不

十

分

や

や

23日:石田,大竹,木村,渡邉 午後:下島 各委員 山本,三枝

24日:石田,大竹,鈴木,中島,濱田,各委員 山本,三枝

協力した事業等

で の 役 割 分 担

23日

9:30 集合、準備開始

10:00 体験会開始

15:30 体験会終了

16:00 解散

24日

9:30 集合、準備開始

10:00 体験会開始

16:00 体験会終了

16:20 解散

そ

の

他

2年ぶりの開催も、桜はなく、曇りで寒い中での開催となった今回。1日目は小

雨もあり人出が少ないようにも感じられたが、全体的には各ブース売り切れも

あり桜まつりとしても大盛況に終わった。

ブルーシートコートと点数的の2コーナーを設置。2年前にアスファルトの上で

直に実施した際に、ボールのダメージが大きかったことを考慮して、的の方に

もブルーシートを敷いた。企画推進係より、読売ジャイアンツ選手のサイン

ボールや色紙、女子選手のサインカードなどが当たる抽選権、缶バッジをノベ

ルティとして配布。その人気もあり参加人数が増えたこともあり、目的の景品

が当たるまで繰り返すうちに、ボッチャの腕が上がる人もいた。目的は違えど

ボッチャを体験してもらうキッカケ作りにはいいのかと思った。2日間通して

とにかく人手不足。センター側の手伝いもあり一概には言えないが、もう少し

協力者が増えることも求める。

活動した事業等

の 協 力 者 氏 名

ボッチャ体験会運営
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編集後記

皆様のご協力により、府中市スポーツ推進

委員会会報№51（令和 5年度）を無事発行す
ることができました。 
お読みいただき忌憚のないご意見・ご感想

をお聞かせいただければ幸いです。
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編集後記

皆様のご協力により、府中市スポーツ推進

委員会会報№51（令和 5年度）を無事発行す
ることができました。 
お読みいただき忌憚のないご意見・ご感想

をお聞かせいただければ幸いです。



定　例　会

活　　動　　日 会  　 場

人

      合     計 回 人

　３月７日（木）

出席者数

明星高校ボッチャレクリエーションについて

かけっこ教室について

ボールふれあいフェスタについて

みんなのスポーツｄａｙ第１回実行委員会について

年間事業実施に係るタイムスケジュールについて

令和５年度事務局担当について

７月６日（木）

８月３日（木）

  ５月１１日（木）
府中駅北第２庁舎

３階会議室

　１０月５日（木）

　２月１日（木）
中央文化センター

第３会議室

府中駅北第２庁舎
３階会議室

  ６月１日（木）

　１１月２日（木）

令和５・６年度府中市スポーツ推進委員追加公募の進捗について
府中駅北第２庁舎

３階会議室

令　和　5　年　度 　 委　員　会　の　活　動　概　要

議                    題

府中駅北第２庁舎
３階会議室

ＷａｉＷａｉフェスティバルについて

府中駅北第２庁舎
３階会議室

９月７日（木）

府中駅北第２庁舎
３階会議室

  ４月６日（木）
府中駅北第２庁舎
３階第３会議室

中央文化センター
第３会議室

　１２月７日（木）

市民協働まつりへの出展について

中央文化センター
第３会議室

府中駅北第２庁舎
３階会議室

広域地区別研修会（第９ブロック）の発表案について

広域地区別研修会（第９ブロック）について

第３２回府中市民スポーツ・レクリエーションボッチャについて

みんなのスポーツｄａｙ実行委員会について

関東スポーツ推進委員研究大会について

市民スポーツ・レクリエーションボッチャについて

広域地区別研修会（第９ブロック）の発表について

ちょこっとスポーツ体験・府中寒歩について

令和５年度府中市スポーツ推進委員会事業計画について

第４８回府中市みんなで楽しむ軽スポーツ大会について

ボッチャ教室について

スポーツ推進委員ポロシャツ案について

「いっしょに、府中」について

令和６年度事業案について

新任委員研修について

広域地区別研修会（第９ブロック）の発表案について

来年度予算編成に向けた各部・ＰＴの部会開催について

広域地区別研修会（第９ブロック）の出欠について

かけっこ教室・ウォーキング術について

令和５年度スポーツ推進委員会会報について

令和５年度ボッチャ大会について

第５回府中市ボッチャ大会について

第１５回ＷａｉＷａｉフェスティバルについて

三市交流研修について

第２７回みんなのスポーツｄａｙについて

スポーツ推進委員会会報の作成について

ちょこっとスポーツ体験・府中寒歩について

令和５年度推進委員会活動スケジュールについて

三市交流研修会・管外研修について

ボッチャを楽しむ会について

ちょこっとスポーツ体験について

「令和６年度能登半島地震」被災地への義援金のお願い

桜まつりについて



定　例　会

活　　動　　日 会  　 場

人

      合     計 回 人

　３月７日（木）

出席者数

明星高校ボッチャレクリエーションについて

かけっこ教室について

ボールふれあいフェスタについて

みんなのスポーツｄａｙ第１回実行委員会について

年間事業実施に係るタイムスケジュールについて

令和５年度事務局担当について

７月６日（木）

８月３日（木）

  ５月１１日（木）
府中駅北第２庁舎

３階会議室

　１０月５日（木）

　２月１日（木）
中央文化センター

第３会議室

府中駅北第２庁舎
３階会議室

  ６月１日（木）

　１１月２日（木）

令和５・６年度府中市スポーツ推進委員追加公募の進捗について
府中駅北第２庁舎

３階会議室

令　和　5　年　度 　 委　員　会　の　活　動　概　要

議                    題

府中駅北第２庁舎
３階会議室

ＷａｉＷａｉフェスティバルについて

府中駅北第２庁舎
３階会議室

９月７日（木）

府中駅北第２庁舎
３階会議室

  ４月６日（木）
府中駅北第２庁舎
３階第３会議室

中央文化センター
第３会議室

　１２月７日（木）

市民協働まつりへの出展について

中央文化センター
第３会議室

府中駅北第２庁舎
３階会議室

広域地区別研修会（第９ブロック）の発表案について

広域地区別研修会（第９ブロック）について

第３２回府中市民スポーツ・レクリエーションボッチャについて

みんなのスポーツｄａｙ実行委員会について

関東スポーツ推進委員研究大会について

市民スポーツ・レクリエーションボッチャについて

広域地区別研修会（第９ブロック）の発表について

ちょこっとスポーツ体験・府中寒歩について

令和５年度府中市スポーツ推進委員会事業計画について

第４８回府中市みんなで楽しむ軽スポーツ大会について

ボッチャ教室について

スポーツ推進委員ポロシャツ案について

「いっしょに、府中」について

令和６年度事業案について

新任委員研修について

広域地区別研修会（第９ブロック）の発表案について

来年度予算編成に向けた各部・ＰＴの部会開催について

広域地区別研修会（第９ブロック）の出欠について

かけっこ教室・ウォーキング術について

令和５年度スポーツ推進委員会会報について

令和５年度ボッチャ大会について

第５回府中市ボッチャ大会について

第１５回ＷａｉＷａｉフェスティバルについて

三市交流研修について

第２７回みんなのスポーツｄａｙについて

スポーツ推進委員会会報の作成について

ちょこっとスポーツ体験・府中寒歩について

令和５年度推進委員会活動スケジュールについて

三市交流研修会・管外研修について

ボッチャを楽しむ会について

ちょこっとスポーツ体験について

「令和６年度能登半島地震」被災地への義援金のお願い

桜まつりについて
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研　修　部　会

活　　動　　日 会　   場

４月２１日（火） 府中駅北第２庁舎 副部長決め

９月８日（金） 府中駅北第２庁舎 令和５年度事業計画決め

      合     計 　　　　２回

事　業　部　会

活　　動　　日 会  　 場

年間事業担当決め

ボッチャ教室について

令和５年度事業進捗確認

令和６年度事業について

      合     計 　２回

総　務　部　会

活　　動　　日 会 　  場

副部長決め

歓送迎会について

７月５日（水） 府中駅北第２庁舎 スポーツ推進委員会会報校正

７月２４日（月） 府中駅北第２庁舎 スポーツ推進委員会会報校正

８月３１日（金） 府中駅北第２庁舎 令和６年度事業内計画について

１月１６日（火） 府中駅北第３庁舎 歓送迎会について

      合     計 ５回

パラスポーツプロジェクトチーム

活　　動　　日 会　   場

４月６日（水） 府中駅北第２庁舎

      合     計 １回

府中駅北第２庁舎

年間事業計画決定、担当決め

８月３０日（水） 府中駅北第２庁舎

４月２５日（火） 府中駅北第２庁舎

議                    題

議                    題

議                    題

議                    題

４月６日（木）

活　　動　　日 会 　  場

人

広域地区別研修会（第９ブロック）について

      合     計 回 人

次年度年間事業について

府中寒歩について

各部会報告

府中駅北第２庁舎
７階打合せ室

　６月１３日（木）

10月ボッチャ教室について

議                    題出席者数

全国スポーツ推進委員連合協議会の表彰について

各部会報告

広域地区別研修会（第９ブロック）発表について

第２８回みんなのスポーツｄａｙについて

各部会報告

各部会報告

各部会報告

市民スポーツ・レクリエーションの申込状況について

みんなのスポーツｄａｙの協力団体について

各部会報告

第２７回みんなのスポーツｄａｙ第１回実行委員会について

府中駅北第２庁舎
７階打合せ室

１０月１９日(木)

来年度予算に向けた部会の開催について

明星高校ボッチャ出前講座について

府中駅北第２庁舎
３階小会議室

各部会報告

７月２０日（木）

府中駅北第２庁舎
３階小会議室

広域地区別研修会（第９ブロック）発表資料について

各部会報告

　４月２０日（木）

常　任　委　員　会

　５月１８日（木）
府中駅北第２庁舎

３階小会議室

府中駅北第２庁舎
３階小会議室

各部会報告

府中駅北第２庁舎
７階打合せ室

府中駅北第２庁舎
７階打合せ室

９月２１日(木)

府中駅北第２庁舎
３階小会議室

１１月２２日（木）

８月１７日（木）

ボッチャを楽しむ会について

各部会報告

３月２１日（木）
府中駅北第２庁舎

７階打合せ室

各部会報告

１２月２１日（木）

ちょこっとスポーツについて

あすチャレ！イベントについて

府中駅北第２庁舎
７階打合せ室

１月１８日（木）

府中駅北第２庁舎
３階小会議室

２月１５日（木）

障害者・児の運動習慣定着支援事業について

令和５年度事業計画（案）について

広域地区別研修会（第９ブロック）について

ちょこっとスポーツ体験について

かけっこ教室・ウォーキング術について

東京都スポーツ推進委員協議会　正会員の選出について

市民スポ・レクボッチャについて

内部研修の実施内容等について

府中市ボッチャ大会について

第２８回みんなのスポーツｄａｙについて

ボールふれあいフェスタ実行委員の選出について

府中市スポーツ推進委員会ロゴについて

新任委員配属案について

令和５年度スポーツ推進委員会会報について

みんなのスポーツｄａｙについて

第２８回みんなのスポーツｄａｙについて

あすなろ学級ボッチャ体験について

各部会報告

府中寒歩について
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研　修　部　会

活　　動　　日 会　   場

４月２１日（火） 府中駅北第２庁舎 副部長決め
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      合     計 　２回

総　務　部　会

活　　動　　日 会 　  場

副部長決め
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東京都スポーツ推進委員協議会　正会員の選出について
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内部研修の実施内容等について
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ボールふれあいフェスタ実行委員の選出について

府中市スポーツ推進委員会ロゴについて

新任委員配属案について

令和５年度スポーツ推進委員会会報について
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第２８回みんなのスポーツｄａｙについて
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各部会報告
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事業名 日　　　時 会　　場 対　　象

人

人

鴻巣、小谷田、石田

（スポーツ推進委員）

人

人

人

齋藤

（日本ノルディックウォーキング協会上級イ
ンストラクター）

石田・鴻巣・小谷田・鈴木・

濱田・吉岡・渡邉　　委員

（スポーツ推進委員）

人

合　　　　計 ６教室 延134 人

か け っ こ 教 室 ２

市 民
府 中 寒 歩
ノルディックウォーキン

グ

2月17日（土）
10：00～12：00

小 学
３～６年生

府中市民陸上
競 技 場

市 民

都立府中の森
公 園

市民

白糸台体育館
小学

3～6年生

栄町体育館

8月24日(水)
10：00～12：00
13：00～15：00

市 民

3月28日(木)
10：00～12：00
13：00～15：00

3月28日（木）
10：00～12：00

府中市民陸上
競 技 場

ら く ら く 歩 こ う
ウォーキング術１

9月22日（金）
10：00～12：00

鴻巣、濱田、吉岡、小谷田、渡辺、吉
岡、石田、成田、鈴木（スポーツ推進委
員）

石田、井上、大竹、岸、木村、鴻巣、小
谷田、下島、中島、濱田、本山、吉岡、
渡邉（スポーツ推進委員）

市民スポーツ教室事業

指導者及び協力者、参加延人数

ボ ッ チ ャ 教 室 5月28日（日）

か け っ こ 教 室 １

ら く ら く 歩 こ う
ウォーキング術２

市 民 陸 上
競 技 場

鴻巢、石田、渡邉、小谷田（スポーツ推
進委員）吉松久美子（日本ノルディック
ウォーキング協会公認インストラク
ター）

鴻巣、濱田、吉岡、鈴木、石田、小谷
田、渡邉、井上（スポーツ推進委員）
一般社団法人Ｇｒｏｗ　Ｓｐｏｒｔｓ

期　　　　日 会　　　　　場

人

各 地 域 体 育 館

（押立・白糸台・栄町
・日吉・本宿・四谷） 人

２事業 人　　合　　　計

第２７回みんなのスポーツｄａｙ

総 合 体 育 館

参　加　延　人　数

7月8日（土）

10月9日（月）

受　託　事　業（レクリエーション事業）

事　　　　業　　　　名

第３２回市民スポーツ・レクリエーションフェスティバル

ボッチャ

実　施　日　程 会    場

宮坂　昇　氏

（関東ボッチャ協会）

人

寺田　健太郎　氏

（株式会社LIFE BUILDING）

人

人

阿部　菜奈子　氏

（Office LAC-U）

人

　　　合　　　　　計 4事業 延114 人

（一般社団法人

畑　喜美夫　氏

ルミエール府中
２階レクリエー
シ ョ ン ル ー ム ボトムアップパーソンズ協会）

府中コミスポ協力者研修会

市民活動セン
タープラッツ
第2会議室

「今日から始める
フィジカルトレーニング講座」

令　和　5　年　度 　 実　施　事　業　の　結　果　一　覧

社会体育指導者育成事業

講　習　会・研　修　会　名 講　師・出　席　者　数

コミスポ協力者交流会（兼）スポーツ推進委員会内部研修会

「ジュニア期のスポーツ栄養学
～豊かな成長を支える食と栄養～」

「自ら考えて主体的に行動する
力を育むボトムアップ理論」

3月8日（金）
10：00～12：00

オンライン

1月25日（水）
17：00～19：00

11月17日（金）
19:00～20:30

中央文化センター
第３会議室

3月13日（水）
19:00～21:00

ジュニアスポーツ指導者講習会

市民スポーツ公開講座
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事業名 日　　　時 会　　場 対　　象

人

人

鴻巣、小谷田、石田

（スポーツ推進委員）

人

人

人

齋藤

（日本ノルディックウォーキング協会上級イ
ンストラクター）

石田・鴻巣・小谷田・鈴木・

濱田・吉岡・渡邉　　委員

（スポーツ推進委員）

人

合　　　　計 ６教室 延134 人

か け っ こ 教 室 ２

市 民
府 中 寒 歩
ノルディックウォーキン

グ

2月17日（土）
10：00～12：00

小 学
３～６年生

府中市民陸上
競 技 場

市 民

都立府中の森
公 園

市民

白糸台体育館
小学

3～6年生

栄町体育館

8月24日(水)
10：00～12：00
13：00～15：00

市 民

3月28日(木)
10：00～12：00
13：00～15：00

3月28日（木）
10：00～12：00

府中市民陸上
競 技 場

ら く ら く 歩 こ う
ウォーキング術１

9月22日（金）
10：00～12：00

鴻巣、濱田、吉岡、小谷田、渡辺、吉
岡、石田、成田、鈴木（スポーツ推進委
員）

石田、井上、大竹、岸、木村、鴻巣、小
谷田、下島、中島、濱田、本山、吉岡、
渡邉（スポーツ推進委員）

市民スポーツ教室事業

指導者及び協力者、参加延人数

ボ ッ チ ャ 教 室 5月28日（日）

か け っ こ 教 室 １

ら く ら く 歩 こ う
ウォーキング術２

市 民 陸 上
競 技 場

鴻巢、石田、渡邉、小谷田（スポーツ推
進委員）吉松久美子（日本ノルディック
ウォーキング協会公認インストラク
ター）

鴻巣、濱田、吉岡、鈴木、石田、小谷
田、渡邉、井上（スポーツ推進委員）
一般社団法人Ｇｒｏｗ　Ｓｐｏｒｔｓ

期　　　　日 会　　　　　場

人

各 地 域 体 育 館

（押立・白糸台・栄町
・日吉・本宿・四谷） 人

２事業 人　　合　　　計

第２７回みんなのスポーツｄａｙ

総 合 体 育 館

参　加　延　人　数

7月8日（土）

10月9日（月）

受　託　事　業（レクリエーション事業）

事　　　　業　　　　名

第３２回市民スポーツ・レクリエーションフェスティバル

ボッチャ

実　施　日　程 会    場

宮坂　昇　氏

（関東ボッチャ協会）

人

寺田　健太郎　氏

（株式会社LIFE BUILDING）

人

人

阿部　菜奈子　氏

（Office LAC-U）

人

　　　合　　　　　計 4事業 延114 人

（一般社団法人

畑　喜美夫　氏

ルミエール府中
２階レクリエー
シ ョ ン ル ー ム ボトムアップパーソンズ協会）

府中コミスポ協力者研修会

市民活動セン
タープラッツ
第2会議室

「今日から始める
フィジカルトレーニング講座」

令　和　5　年　度 　 実　施　事　業　の　結　果　一　覧

社会体育指導者育成事業

講　習　会・研　修　会　名 講　師・出　席　者　数

コミスポ協力者交流会（兼）スポーツ推進委員会内部研修会

「ジュニア期のスポーツ栄養学
～豊かな成長を支える食と栄養～」

「自ら考えて主体的に行動する
力を育むボトムアップ理論」

3月8日（金）
10：00～12：00

オンライン

1月25日（水）
17：00～19：00

11月17日（金）
19:00～20:30

中央文化センター
第３会議室

3月13日（水）
19:00～21:00

ジュニアスポーツ指導者講習会

市民スポーツ公開講座

5



指導者派遣事業

団　　体　　名 実　　施　　日 会　　　　　場

５月１３日（土）

９月９日（土）

１０月１４日（土）

２月４日（土）
人

人

人

人

　　　合　　　　計 ４事業 指導者延数 人

白 糸 台 体 育 館

ス　ポ　ー　ツ　の　生　活　化　推　進　事　業

派　　　遣　　　者

府中市地区学校五日制連絡会

押 立 体 育 館

安藤・本田・本村
[コミスポリーダー]

け や き 教 室

地域生活支援センターあけぼの １０月２９日（日）
五日市 [コミスポリーダー]

市民活動センター
プ ラ ッ ツ

１１月２９日（水）
１月１７日（水）

石田・大竹・濱田・ 元山

[スポーツ推進委員]
生涯学習センター
体 育 室

府 中 八 小 ６月２７日（火） 押 立 体 育 館

本村・小島・本田
[コミスポリーダー]

事業名 日　　　時 会　　場 対　　象

人

人

人

人

人

人

合　　　　計 ５教室 延3,093 人

3月23･24日（土･
日）

10：00～16：00

２０２３ボールふれ
あ い フ ェ ス タ
ボ ッ チ ャ 体 験

第１５回 フェ
スティバルボッチャ
体 験

12月10日（日）
13：00～16：00

ちょこっとスポーツ
体 験 会

2月3日（土）
10：00～15：00

第５回府中市ボッ
チ ャ 大 会

12月2日（土）
13：30～16：30

一 般
参 加 者

総合体育館第
１ 体 育 室

一 般
参 加 者

市 民

一 般
参 加 者

その他事業

石田、大竹、木村、渡邉、下島、鈴木、
中島、濱田（スポーツ推進委員）

明 星 高 等 学 校
ボ ッ チ ャ 交 流 会

5月31日（水）
8：00～12：40

明星高等学校
１、２年

生

市 民 桜 ま つ り

指導者及び協力者、参加延人数

大竹、鴻巣、石田、下島、小谷田（ス
ポーツ推進委員）コミスポリーダー・ボ
ランティア4名

雨天のため中止

石田、井上、大竹、岸、鴻巣、小谷田、
成田、濱田、吉岡、渡邉（スポーツ推進
委員）

石田、小谷田、元山、濱田、吉岡、渡
邉、下島（スポーツ推進委員）

石田、大竹、深津、濱田、中島、小谷
田、元山、鴻巣、鈴木(英)、瀬戸口、
岸、木村、渡邉、井上（スポーツ推進委
員）、コミスポボランティア10名

け や き 並 木
フォーリス前

中央文化セン
タ ー 駐 車 場

け や き 並 木
フォーリス前
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指導者派遣事業

団　　体　　名 実　　施　　日 会　　　　　場

５月１３日（土）

９月９日（土）

１０月１４日（土）

２月４日（土）
人

人

人

人

　　　合　　　　計 ４事業 指導者延数 人

白 糸 台 体 育 館

ス　ポ　ー　ツ　の　生　活　化　推　進　事　業

派　　　遣　　　者

府中市地区学校五日制連絡会

押 立 体 育 館

安藤・本田・本村
[コミスポリーダー]

け や き 教 室

地域生活支援センターあけぼの １０月２９日（日）
五日市 [コミスポリーダー]

市民活動センター
プ ラ ッ ツ

１１月２９日（水）
１月１７日（水）

石田・大竹・濱田・ 元山

[スポーツ推進委員]
生涯学習センター
体 育 室

府 中 八 小 ６月２７日（火） 押 立 体 育 館

本村・小島・本田
[コミスポリーダー]

事業名 日　　　時 会　　場 対　　象

人

人

人

人

人

人

合　　　　計 ５教室 延3,093 人

3月23･24日（土･
日）

10：00～16：00

２０２３ボールふれ
あ い フ ェ ス タ
ボ ッ チ ャ 体 験

第１５回 フェ
スティバルボッチャ
体 験

12月10日（日）
13：00～16：00

ちょこっとスポーツ
体 験 会

2月3日（土）
10：00～15：00

第５回府中市ボッ
チ ャ 大 会

12月2日（土）
13：30～16：30

一 般
参 加 者

総合体育館第
１ 体 育 室

一 般
参 加 者

市 民

一 般
参 加 者

その他事業

石田、大竹、木村、渡邉、下島、鈴木、
中島、濱田（スポーツ推進委員）

明 星 高 等 学 校
ボ ッ チ ャ 交 流 会

5月31日（水）
8：00～12：40

明星高等学校
１、２年

生

市 民 桜 ま つ り

指導者及び協力者、参加延人数

大竹、鴻巣、石田、下島、小谷田（ス
ポーツ推進委員）コミスポリーダー・ボ
ランティア4名

雨天のため中止

石田、井上、大竹、岸、鴻巣、小谷田、
成田、濱田、吉岡、渡邉（スポーツ推進
委員）

石田、小谷田、元山、濱田、吉岡、渡
邉、下島（スポーツ推進委員）

石田、大竹、深津、濱田、中島、小谷
田、元山、鴻巣、鈴木(英)、瀬戸口、
岸、木村、渡邉、井上（スポーツ推進委
員）、コミスポボランティア10名

け や き 並 木
フォーリス前

中央文化セン
タ ー 駐 車 場

け や き 並 木
フォーリス前
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実　施　日 事　　　　　業　　　　　名 会　　　場

人

人

人

人

人

人

人

人

　　　合　　　計 件 人

2月10日（土）

2月4日（日） 三市交流研修会

令和５年度東京都地域スポーツ支援研修
会

府 中 市

8月26日（土）

令和５年度新任者講習会

11月16日（水）
～
11月17日（木）

6月9日（水）

令和５年度全国スポーツ推進委員研究協
議会

9月9日（土）

令和５年度課題別研修会

スポーツ推進委員派遣等事業

瀨戸口・中川・中島・

木村・鴻巢・古口・

出　席　委　員

令和５年度東京都スポーツ推進委員研修
会「広域地区別研修会（第９ブロッ
ク）」

千 代 田 区

7月1日（土）

関東スポーツ推進委員研究大会

令和５年度ニュースポーツ研修会

6月24日（土）

古口・小谷田・濱田・

元山・井上・中島・鴻巣　委員

元山委員

井上・濱田・元山委員

新 宿 区

青 森 市

元山・吉岡・渡邉　委員

調 布 市

下島・鈴木・瀨戸口・

石田・大竹・木村・岸・

瀨戸口・渡邉　委員

成田・濱田・深津・

石田・井上・大竹・岸・

小谷田・下島・鈴木・

高 崎 市
大竹・鴻巣　　委員

立 川 市

新 宿 区
下島　　　　　　委員

石田・瀨戸口　委員

府府中中市市ににおおけけるる市市民民ススポポーーツツのの普普及及経経過過  
昭和 
【53年度】・「スポーツの生活化」を市の施策として打ち出す。 
 ・ゲートボールに取り組み始める。 
【54年度】・「スポーツの生活化」プロジェクト答申。 

・「スポーツ指導員制度」発足。 
・「ゲートボール」 

      大会を春・秋２回行い、ゲートボールの普及に積極的に取り組む。 
      審判員講習会で体育指導委員資格取得 ＝ ４人 

【55年度】・インディアカに取り組む。 
レクリエーション協会より講師を招き、体育指導委員中心に行う。 

 ・「ゲートボール」 
高齢者の間に普及し、第 1回大会を行う。 
地区での事業 ＝ 11回 
大 会 ＝ 437人 63チーム 

【56年度】・体育指導委員の内部講習でインディアカ研修会を行い、各地域で普及活動に入る。 
地区での事業 ＝ 4回 延べ 148人 
・「ゲートボール」 
大 会 ＝ 585人 81チーム 
地区での事業 ＝ 6回 延べ 752人 

【57年度】・「インディアカ」 
審判講習会 ～ 教室 ～ 大会の流れをつくる。 
講 習 会 ＝ 41人 
審判講習会 ＝ 53人 
レクリエーション協会より講師を招き、講習会及び審判講習会を行う。 
地区での事業 ＝ ５回 延べ 249人 
第 1回インディアカ大会 ＝ 201人 37チーム 
・「ゲートボール」 
各地で自主的な活動が浸透する。 
大 会 ＝ 1,547人 180チーム 

【58年度】・大会を春・秋 2回行い、インディアカの普及に積極的に取り組む。 
地区での事業 ＝ 5回 延べ 428人 
大 会 ＝ 288人 54チーム 
・「ゲートボール」 
自主的に行う大会等も多くなり、市の大会は 1回とする。 
大 会 ＝ 1,026人 113チーム 

【59年度】・各協会より講師を招き体育指導委員、スポーツ指導員を中心に講習会を行う。 
さらに、教室を通してニュースポーツの活動の幅を広げる。 
・バウンドテニス指導者講習会 ＝ 44人 協会より講師を招き行う。 
・グラウンドゴルフ講習会 ＝ 57人 協会より講師を招き行う。 
・ユニホッケー・ペタンク・チュックボール講習会 ＝ 28人  
リクリエーション協会より講師を招き行う。 

 ・四半的和弓を中央文化センター事業として行う。 
【60年度】・体育指導委員を講師に各種目の講習会を実施するなど、普及のための体制を整えると共

に、ニュースポーツを集めたイベント「ニュースポーツ 85」を実施する。 
 ・インディアカ指導者講習会 ＝ 46人 協会より講師を招き行う。 
・バウンドテニス指導者講習会＝ 42人 協会より講師を招き行う。 
・グラウンドゴルフ指導者講習会 ＝ 28人体育指導委員が講師になり行う。 

 ・四半的和弓１日教室を紅葉丘で実施 ＝ 10人 
【61年度】・ペタンクリーダー講習会を行い、ペタンクの普及の体制を整える。 

・三世代交流を目的にファミリーゲートボール大会を実施する。 
 ・ペタンク講習会 ＝ ５回 延べ 192人 ペタンク連盟より講師を招き体育指導委員、

スポーツ指導員を中心とした講習会と各地域でリーダー講習会を行う。 
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実　施　日 事　　　　　業　　　　　名 会　　　場

人

人

人

人

人

人

人

人

　　　合　　　計 件 人

2月10日（土）

2月4日（日） 三市交流研修会

令和５年度東京都地域スポーツ支援研修
会

府 中 市

8月26日（土）

令和５年度新任者講習会

11月16日（水）
～
11月17日（木）

6月9日（水）

令和５年度全国スポーツ推進委員研究協
議会

9月9日（土）

令和５年度課題別研修会

スポーツ推進委員派遣等事業

瀨戸口・中川・中島・

木村・鴻巢・古口・

出　席　委　員

令和５年度東京都スポーツ推進委員研修
会「広域地区別研修会（第９ブロッ
ク）」

千 代 田 区

7月1日（土）

関東スポーツ推進委員研究大会

令和５年度ニュースポーツ研修会

6月24日（土）

古口・小谷田・濱田・

元山・井上・中島・鴻巣　委員

元山委員

井上・濱田・元山委員

新 宿 区

青 森 市

元山・吉岡・渡邉　委員

調 布 市

下島・鈴木・瀨戸口・

石田・大竹・木村・岸・

瀨戸口・渡邉　委員

成田・濱田・深津・

石田・井上・大竹・岸・

小谷田・下島・鈴木・

高 崎 市
大竹・鴻巣　　委員

立 川 市

新 宿 区
下島　　　　　　委員

石田・瀨戸口　委員

府府中中市市ににおおけけるる市市民民ススポポーーツツのの普普及及経経過過  
昭和 
【53年度】・「スポーツの生活化」を市の施策として打ち出す。 
 ・ゲートボールに取り組み始める。 
【54年度】・「スポーツの生活化」プロジェクト答申。 

・「スポーツ指導員制度」発足。 
・「ゲートボール」 

      大会を春・秋２回行い、ゲートボールの普及に積極的に取り組む。 
      審判員講習会で体育指導委員資格取得 ＝ ４人 

【55年度】・インディアカに取り組む。 
レクリエーション協会より講師を招き、体育指導委員中心に行う。 

 ・「ゲートボール」 
高齢者の間に普及し、第 1回大会を行う。 
地区での事業 ＝ 11回 
大 会 ＝ 437人 63チーム 

【56年度】・体育指導委員の内部講習でインディアカ研修会を行い、各地域で普及活動に入る。 
地区での事業 ＝ 4回 延べ 148人 

・「ゲートボール」 
大 会 ＝ 585人 81チーム 
地区での事業 ＝ 6回 延べ 752人 

【57年度】・「インディアカ」 
審判講習会 ～ 教室 ～ 大会の流れをつくる。 
講 習 会 ＝ 41人 
審判講習会 ＝ 53人 
レクリエーション協会より講師を招き、講習会及び審判講習会を行う。 
地区での事業 ＝ ５回 延べ 249人 
第 1回インディアカ大会 ＝ 201人 37チーム 
・「ゲートボール」 
各地で自主的な活動が浸透する。 
大 会 ＝ 1,547人 180チーム 

【58年度】・大会を春・秋 2回行い、インディアカの普及に積極的に取り組む。 
地区での事業 ＝ 5回 延べ 428人 
大 会 ＝ 288人 54チーム 

・「ゲートボール」 
自主的に行う大会等も多くなり、市の大会は 1回とする。 
大 会 ＝ 1,026人 113チーム 

【59年度】・各協会より講師を招き体育指導委員、スポーツ指導員を中心に講習会を行う。 
さらに、教室を通してニュースポーツの活動の幅を広げる。 

・バウンドテニス指導者講習会 ＝ 44人 協会より講師を招き行う。 
・グラウンドゴルフ講習会 ＝ 57人 協会より講師を招き行う。 
・ユニホッケー・ペタンク・チュックボール講習会 ＝ 28人  
リクリエーション協会より講師を招き行う。 

 ・四半的和弓を中央文化センター事業として行う。 
【60年度】・体育指導委員を講師に各種目の講習会を実施するなど、普及のための体制を整えると共

に、ニュースポーツを集めたイベント「ニュースポーツ 85」を実施する。 
 ・インディアカ指導者講習会 ＝ 46人 協会より講師を招き行う。 
・バウンドテニス指導者講習会＝ 42人 協会より講師を招き行う。 
・グラウンドゴルフ指導者講習会 ＝ 28人体育指導委員が講師になり行う。 

 ・四半的和弓１日教室を紅葉丘で実施 ＝ 10人 
【61年度】・ペタンクリーダー講習会を行い、ペタンクの普及の体制を整える。 

・三世代交流を目的にファミリーゲートボール大会を実施する。 
 ・ペタンク講習会 ＝ ５回 延べ 192人 ペタンク連盟より講師を招き体育指導委員、

スポーツ指導員を中心とした講習会と各地域でリーダー講習会を行う。 

9



【10年度】・ラリーテニスのルール中、ラケットの規定を長さのみの規定とし、55㎝以下とした。 
        ・〝みんなのスポーツｄａｙ〝を体育指導委員への委託事業として、地域体育館（白糸台、

押立、栄町、本宿、四谷、日吉）で実施し 667名の参加を得た。 
【11年度】・ニュースポーツルール集（ラリーテニス、ソフトバレーボール、インディアカ、ユ ニバ

ーサルホッケー、ユニカール、ペタンク、グラウンドゴルフ、パークゴルフ、四半的弓

道）を作成した。 
        ・ラリーテニスルールの検討とガイドブックの作成を行った。 

【12年度】・第１回ラリーテニス代表者会議を開催し、各代表者に自主的な交流等を行うよう訴えた。 
           また、その参考とする為、各クラブの活動状況がわかる冊子を作成した。 
【13年度】・第 2回ラリーテニス代表者会議を開催し、ラリーテニスクラブの組織化を提案し、体育

指導委員主導でクラブ代表者の協力を受け組織化を図ることとした。 
【14年度】・ラリーテニス協会が設立され、市立総合体育館において記念大会を開催し、交流会、競

技会を実施した。 
【15年度】・白糸台体育館健康クラブが１５２名の会員数で設立され、白糸台体育館を主に様々な事

業を展開した。 
        ・「市民の健康」を柱とし、ふだん運動不足の方に家庭でも簡単にできる体操を実施するた 

めに市民スポーツ指導員・体育指導委員等を派遣し、健康体操の出前指導を行う。 
【16年度】・市民スポーツ指導員の呼称を市民スポーツリーダーと改める。 

        ・市内を活動場所の拠点とするトップリーグ５団体（東芝ラグビー部・サントリーラグビ
ー部・トヨタ男子バスケットボール部・ＮＥＣ男子バレーボール部・ＦＣ東京）の協力

を得て、市制施行 50周年を記念し味の素スタジアムにおいて「ボールふれあいフェスタ」
を開催した。 

【17年度】・府中市スポーツ振興計画策定協議会の報告を受け、合せて市民意見の募集を行い、スポ
ーツ振興推進計画を策定し、スポーツタウン府中の実現をめざす。 

【18年度】・第 38回市政世論調査が行われ、週１回以上スポーツをする市民は 33.3％、まったくスポ
ーツをしない市民は 29.3％とスポーツに対する市民の２極化が明らかになる。 

・府中市スポーツ振興推進計画では、週１回 30分以上スポーツをする市民の割合を平成 
25年度までに 50％以上を数値目標として定め、目標達成に向けた取組みを進める。 

・府中市スポーツ振興推進計画を受けて府中市体育施設整備計画構想を策定する。 
【19年度】・平成 19年度東京都体育指導委員広域地区別研修会（第９ブロック）を、府中市を会場市 
            として開催した。 

       「各市が誇る特色ある事業への取り組み」をテーマに各市が事例を発表し、講師から講評 
を受けた。 

・市民体育大会が 50回を迎え、記念大会を開催した。 
・府中市体育協会が特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）を取得し、平成 20年１月 10日に
法人登記を完了した。 

【20年度】・ターゲットバードゴルフ協会の加盟により、NPO法人府中市体育協会の加盟団体が 32
団体となる。 

・競技スポーツの人口拡大を目的として、スポーツ体験講習会を実施した。 
・競技スポーツ指導者の資質向上を目的として、スポーツ団体指導者講習会を実施した。 
・スポーツになじみが浅い市民の参加しやすいよう、地域に密着した事業とするため、地

域体育館運営協議会の協力を得て、“みんなのスポーツ day”を実施した。 
【21年度】・高齢者の体力維持や健康増進を促すとともに、地域交流の場として日ごろの活動成果を

発表する機会のため、第１回高齢者スポーツ大会（軟式野球競技）を開催した。 
・新型インフルエンザの感染拡大防止のため、屋内で実施する予定であったジュニアスポ

ーツ大会の一部と、不特定多数の市民が参加するみんなのスポーツ day、長距離のバス
移動を伴うジュニアスキースクールを中止とした。 

【22年度】・「高齢者スポーツ大会」の名称を「シニアスポーツ大会」と改め、還暦軟式野球競技を実
施した。 
・平成２５年開催の「スポーツ祭東京２０１３」において、「デモンストレーションとして

のスポーツ行事」として府中市で実施されるダブルダッチ等のＰＲのため、市民スポー

ツ・レクリエーションフェスティバルや市民体育大会秋季大会の開会式で公開演技を行

った。 

【62 年度】・各地域でペタンクの普及を図り、第 1 回ペタンク大会を実施する。 
 ・四半的和弓を住吉、新町文化センターで実施。 

【63 年度】・ダーツ・ユニバーサルホッケーなども取り上げ、より幅広い普及活動を行う。 
 ・ゲートボールの愛好者の層を広める目的で教室を実施する。 
 ・ダーツ講習会 ＝２回 延べ 46 人 

  ダーツ協会より講師を招き体育指導委員を中心とした講習会を行う。 
 ・「インディアカ」

  大会の自主運営を目指して、大会参加者が相互審判ができるように体育指導委員が講師

となり教室を行う。 
平成 
【元年度】・ニュースポーツを中心にした健康まつりスポーツ広場を始める。（ＮＨＫ全国放映される） 

       ・新しい種目としてユニカールを取り上げる。 
     講習会 ユニカール講習会 ＝ 1 回 19 人 
     協会より講師を招き体育指導委員を中心とした講習会を行う。 

【２年度】・ニュースポーツの普及とそのための指導者養成を目的に、スポーツ指導員を中心に指導者

講習会を行う。 
 ・府中市独自のニュースポーツとして「ラリーテニス」の開発に取り組む。 
 ・第 1 回市民スポーツ・レクリエーションフェスティバル」を開催する。 

【３年度】・ラリーテニスの普及元年として指導者講習会、教室、集いなどを積極的に行う。 
     ラリーテニス教室 一般市民対象 ＝７コース 延べ 672 人 

       ・「第 2 回市民スポーツ・レクリエーションフェスティバル」を開催する。 
       ・指導委員内部研修会で、体育指導委員、事務局が講師になり「普及と指導の確認」「指導

技術の確認」を行う。 
【４年度】・ラリーテニスの充実として指導者育成及び、既存クラブの活性化などを積極的に行う。 

       ・｢第３回市民スポーツ・レクリエーションフェスティバル｣を開催する。 
【５年度】・ラリーテニスを地域に紹介することを目的に短期コースを新たに設定し、教室を行う。 

       ・各地域に短期でラリーテニスの紹介と、クラブ化を目的に分けてラリーテニス教室を行う。 
     内容 短 期 ＝ ７コース （延べ 12 回）＝ 333 人  
           クラブ化 ＝ ２コース （延べ 12 回）＝ 236 人 

       ・全国レクリエーション大会東京大会 ラリーテニス ＝ 210 人 
【６年度】・ラリーテニスの実技の内容充実を目的に、プロジェクトメンバーを中心に『技術向上研修

会』（対象：体育指導委員・スポーツ指導員）や『リーダーのためのラリーテニス講習会』 
（対象：既存クラブ）などを行う。 

       ・各地域に、短期ラリーテニスの紹介とクラブ化を目的に分けて、ラリーテニス教室を実施

する。 
     内容 短 期 ＝ ５コース（延べ５回） ＝ 134 人 
           クラブ化 ＝ ２コース（延べ 10 回）＝ 175 人 

       ・インディアカ大会はインディアカ交流協会に、四半的弓道のつどいは四半的弓道連盟に委

託して行う。 
   ・「ラリーテニスのつどい」を「大会」と名称を変更し、実施する。 

       ・ニュースポーツ研究会（東京都体育指導委員協議会主催）においてラリーテニスの講習を

行う。 
【７年度】・ラリーテニスプロジェクトが中心となって、ルール集の見直しを行い新たにラリーテニス

ルール集を作成した。スポーツ教室事業では、パターゴルフ、フライングディスクゴルフ

などのニュースポーツを市民に紹介した。 
【８年度】・ラリーテニスルールに付則とし、交互打ち（卓球形式）を加える。 

     スポーツ教室事業では、泳げない中高年を対象に水慣れ教室を実施、また学校校庭の夜間

開放を利用し、ソフトボール教室を実施した。 
【９年度】・10 月 10 日、地域体育館（白糸台、押立、栄町、本宿、四谷）でスポーツになじみの浅い

市民にも、スポーツに親しんでもらうことを目的に、各体育館に指導員を配置して、″み

んなのスポーツｄａｙ〝を実施した。 
345 名の参加者があった。 
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【10年度】・ラリーテニスのルール中、ラケットの規定を長さのみの規定とし、55㎝以下とした。 
        ・〝みんなのスポーツｄａｙ〝を体育指導委員への委託事業として、地域体育館（白糸台、

押立、栄町、本宿、四谷、日吉）で実施し 667名の参加を得た。 
【11年度】・ニュースポーツルール集（ラリーテニス、ソフトバレーボール、インディアカ、ユ ニバ

ーサルホッケー、ユニカール、ペタンク、グラウンドゴルフ、パークゴルフ、四半的弓

道）を作成した。 
        ・ラリーテニスルールの検討とガイドブックの作成を行った。 
【12年度】・第１回ラリーテニス代表者会議を開催し、各代表者に自主的な交流等を行うよう訴えた。 
           また、その参考とする為、各クラブの活動状況がわかる冊子を作成した。 
【13年度】・第 2回ラリーテニス代表者会議を開催し、ラリーテニスクラブの組織化を提案し、体育

指導委員主導でクラブ代表者の協力を受け組織化を図ることとした。 
【14年度】・ラリーテニス協会が設立され、市立総合体育館において記念大会を開催し、交流会、競

技会を実施した。 
【15年度】・白糸台体育館健康クラブが１５２名の会員数で設立され、白糸台体育館を主に様々な事

業を展開した。 
        ・「市民の健康」を柱とし、ふだん運動不足の方に家庭でも簡単にできる体操を実施するた 

めに市民スポーツ指導員・体育指導委員等を派遣し、健康体操の出前指導を行う。 
【16年度】・市民スポーツ指導員の呼称を市民スポーツリーダーと改める。 

        ・市内を活動場所の拠点とするトップリーグ５団体（東芝ラグビー部・サントリーラグビ
ー部・トヨタ男子バスケットボール部・ＮＥＣ男子バレーボール部・ＦＣ東京）の協力

を得て、市制施行 50周年を記念し味の素スタジアムにおいて「ボールふれあいフェスタ」
を開催した。 

【17年度】・府中市スポーツ振興計画策定協議会の報告を受け、合せて市民意見の募集を行い、スポ
ーツ振興推進計画を策定し、スポーツタウン府中の実現をめざす。 

【18年度】・第 38回市政世論調査が行われ、週１回以上スポーツをする市民は 33.3％、まったくスポ
ーツをしない市民は 29.3％とスポーツに対する市民の２極化が明らかになる。 

・府中市スポーツ振興推進計画では、週１回 30分以上スポーツをする市民の割合を平成 
25年度までに 50％以上を数値目標として定め、目標達成に向けた取組みを進める。 

・府中市スポーツ振興推進計画を受けて府中市体育施設整備計画構想を策定する。 
【19年度】・平成 19年度東京都体育指導委員広域地区別研修会（第９ブロック）を、府中市を会場市 
            として開催した。 

       「各市が誇る特色ある事業への取り組み」をテーマに各市が事例を発表し、講師から講評 
を受けた。 

・市民体育大会が 50回を迎え、記念大会を開催した。 
・府中市体育協会が特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）を取得し、平成 20年１月 10日に
法人登記を完了した。 

【20年度】・ターゲットバードゴルフ協会の加盟により、NPO法人府中市体育協会の加盟団体が 32
団体となる。 

・競技スポーツの人口拡大を目的として、スポーツ体験講習会を実施した。 
・競技スポーツ指導者の資質向上を目的として、スポーツ団体指導者講習会を実施した。 
・スポーツになじみが浅い市民の参加しやすいよう、地域に密着した事業とするため、地

域体育館運営協議会の協力を得て、“みんなのスポーツ day”を実施した。 
【21年度】・高齢者の体力維持や健康増進を促すとともに、地域交流の場として日ごろの活動成果を

発表する機会のため、第１回高齢者スポーツ大会（軟式野球競技）を開催した。 
・新型インフルエンザの感染拡大防止のため、屋内で実施する予定であったジュニアスポ

ーツ大会の一部と、不特定多数の市民が参加するみんなのスポーツ day、長距離のバス
移動を伴うジュニアスキースクールを中止とした。 

【22年度】・「高齢者スポーツ大会」の名称を「シニアスポーツ大会」と改め、還暦軟式野球競技を実
施した。 
・平成２５年開催の「スポーツ祭東京２０１３」において、「デモンストレーションとして

のスポーツ行事」として府中市で実施されるダブルダッチ等のＰＲのため、市民スポー

ツ・レクリエーションフェスティバルや市民体育大会秋季大会の開会式で公開演技を行

った。 

【62 年度】・各地域でペタンクの普及を図り、第 1 回ペタンク大会を実施する。 
 ・四半的和弓を住吉、新町文化センターで実施。 

【63 年度】・ダーツ・ユニバーサルホッケーなども取り上げ、より幅広い普及活動を行う。 
 ・ゲートボールの愛好者の層を広める目的で教室を実施する。 
 ・ダーツ講習会 ＝２回 延べ 46 人 

  ダーツ協会より講師を招き体育指導委員を中心とした講習会を行う。 
 ・「インディアカ」

  大会の自主運営を目指して、大会参加者が相互審判ができるように体育指導委員が講師

となり教室を行う。 
平成 
【元年度】・ニュースポーツを中心にした健康まつりスポーツ広場を始める。（ＮＨＫ全国放映される） 

       ・新しい種目としてユニカールを取り上げる。 
     講習会 ユニカール講習会 ＝ 1 回 19 人 
     協会より講師を招き体育指導委員を中心とした講習会を行う。 

【２年度】・ニュースポーツの普及とそのための指導者養成を目的に、スポーツ指導員を中心に指導者

講習会を行う。 
 ・府中市独自のニュースポーツとして「ラリーテニス」の開発に取り組む。 
 ・第 1 回市民スポーツ・レクリエーションフェスティバル」を開催する。 

【３年度】・ラリーテニスの普及元年として指導者講習会、教室、集いなどを積極的に行う。 
     ラリーテニス教室 一般市民対象 ＝７コース 延べ 672 人 

       ・「第 2 回市民スポーツ・レクリエーションフェスティバル」を開催する。 
       ・指導委員内部研修会で、体育指導委員、事務局が講師になり「普及と指導の確認」「指導

技術の確認」を行う。 
【４年度】・ラリーテニスの充実として指導者育成及び、既存クラブの活性化などを積極的に行う。 

       ・｢第３回市民スポーツ・レクリエーションフェスティバル｣を開催する。 
【５年度】・ラリーテニスを地域に紹介することを目的に短期コースを新たに設定し、教室を行う。 

       ・各地域に短期でラリーテニスの紹介と、クラブ化を目的に分けてラリーテニス教室を行う。 
     内容 短 期 ＝ ７コース （延べ 12 回）＝ 333 人  
           クラブ化 ＝ ２コース （延べ 12 回）＝ 236 人 

       ・全国レクリエーション大会東京大会 ラリーテニス ＝ 210 人 
【６年度】・ラリーテニスの実技の内容充実を目的に、プロジェクトメンバーを中心に『技術向上研修

会』（対象：体育指導委員・スポーツ指導員）や『リーダーのためのラリーテニス講習会』 
（対象：既存クラブ）などを行う。 

       ・各地域に、短期ラリーテニスの紹介とクラブ化を目的に分けて、ラリーテニス教室を実施

する。 
     内容 短 期 ＝ ５コース（延べ５回） ＝ 134 人 
           クラブ化 ＝ ２コース（延べ 10 回）＝ 175 人 

       ・インディアカ大会はインディアカ交流協会に、四半的弓道のつどいは四半的弓道連盟に委

託して行う。 
   ・「ラリーテニスのつどい」を「大会」と名称を変更し、実施する。 

       ・ニュースポーツ研究会（東京都体育指導委員協議会主催）においてラリーテニスの講習を

行う。 
【７年度】・ラリーテニスプロジェクトが中心となって、ルール集の見直しを行い新たにラリーテニス

ルール集を作成した。スポーツ教室事業では、パターゴルフ、フライングディスクゴルフ

などのニュースポーツを市民に紹介した。 
【８年度】・ラリーテニスルールに付則とし、交互打ち（卓球形式）を加える。 

     スポーツ教室事業では、泳げない中高年を対象に水慣れ教室を実施、また学校校庭の夜間

開放を利用し、ソフトボール教室を実施した。 
【９年度】・10 月 10 日、地域体育館（白糸台、押立、栄町、本宿、四谷）でスポーツになじみの浅い

市民にも、スポーツに親しんでもらうことを目的に、各体育館に指導員を配置して、″み

んなのスポーツｄａｙ〝を実施した。 
345 名の参加者があった。 
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  ・野球及び車いすバスケットボールオーストラリア代表の事前キャンプを受け入れた。 
・東京2020オリンピック自転車競技ロードレースが市内を通過することに伴い、東京2020 
オリンピック自転車競技ロードレーステストイベント「READY STEADY TOKYO-自転 
車競技（ロード）」を開催した。 

 ・ラグビーワールドカップ 2019公認チームキャンプを受入れた。（イングランド代表・フ 
ランス代表・南アフリカ代表） 

・ラグビーワールドカップ 2019をラグビーのまち府中から盛り上げるとともに、本市の来 
訪者をもてなすため、開催期間中を「FUCHU RUGBY WEEK」と題し、パブリック 
ビューイングと市内飲食店等による飲食販売を行う「FUCHU STREET BAR」を開催し
た。 

【２年度】・新型コロナウイルス感染症の影響により、一堂に会する事業は概ね中止となったが、動画 
配信や非対面で行うオンライン形式での事業を実施した。 

【３年度】・新型コロナウイルス感染症の影響により、大半の事業は中止となったが、感染対策を講じ

て一部事業が再開した。 
 ・延期されていた東京 2020オリンピック・パラリンピックの開催に伴い、東京競馬場での
オリンピック聖火リレーの点火セレモニーの様子がライブ中継された。また、パラリンピ

ック聖火リレーの採火に多くの市民に関わってもらい、その後行った聖火ビジットにも多

くの市民が来場した。 
 ・卓球オーストリア代表とラグビー日本代表の事前キャンプを受け入れ、各施設の整備及び
競技用備品を準備し、良好な練習環境を提供した。 

 ・東京 2020オリンピック・パラリンピックが開催され、自転車競技ロードレースの選手が
市内を通過することに伴い、モニュメントを設置して気運醸成を図った。 

【４年度】・「スポーツタウン府中」のさらなる発展を目指し、令和 年度から令和 年度を計画期間

とする「第２次府中市スポーツ推進計画」を策定した。

・組織改正により課名を「スポーツ振興課」から「スポーツタウン推進課」に変更した。

・女子野球を通した地域活性化を図る自治体として、全日本女子野球連盟から都内で初めて

女子野球タウンに認定された。

・令和４年度東京都スポーツ推進委員研修会広域地区別研修会（第９ブロック）を、府中市

を会場市として開催した。「コロナ禍におけるスポーツ推進委員の活動について」～変わっ

たもの・変わらなかったもの・変えられなかったもの～をテーマに各市が事例を発表した。

・ＷＢＣ（ワールド・ベースボール・クラシック）が開催され、本市がホストタウンである

野球オ―ストラリア代表チームの同大会に向けた事前キャンプを受け入れた。

・新型コロナウイルス感染症の影響により中止していた事業を、感染対策を講じて概ね再開

した。  
【５年度】・新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が第５類に移行したため、中止や規模を縮 

小していた事業を以前同様に再開した。

 ・日本郵政株式会社と『スポーツ振興による地域活性化に関する協定』を締結した。 
・ バスケットボールワールドカップ 2023の開催に伴い、ルミエール府中にてパブリッ
クビューイングを実施した。

・令和５年６月 日から９月 日の 日間クラウドファンディングを実施し、市民球場 
のトイレ及び更衣室の改修工事を行った。

・ラグビーワールドカップ 2023の日本代表選手によるパレード及びトークショーを実施し 
た。 

・ 2023にてけやき並木通りを含む府中市の道路を選手が通過し
た。

【23年度】・スポーツ基本法施行に伴い、「体育指導委員」の職務として、スポーツの推進のための事
業の実施に係る連絡調整を規定上追加するとともに、名称をスポーツ推進委員に変更し

た。 
・市民スポーツ・レクリエーションフェスティバルや市民体育大会秋季大会の開会式等で

「スポーツ祭東京２０１３」のＰＲを行った。 
【24年度】・地域体育館自主事業に、「元気一番！！ふちゅう体操」を取り入れた。 

・子どもの体力向上を目的とした「子ども体力チャレンジ」を実施した。 
・市民スポーツ・レクリエーションフェスティバルや市民体育大会秋季大会の開会式等で、

「スポーツ祭東京２０１３」のＰＲを行った。 
【25年度】・「スポーツ祭東京２０１３」が開催され、国民体育大会の正式競技として卓球、サッカー、

軟式野球が、デモンストレーションとしてのスポーツ行事としてダブルダッチとフォー

クダンスが、また、全国障害者スポーツ大会の正式競技としてサッカーが、オープン競

技として手のひら健康バレーとスポーツチャンバラが、市内体育施設で実施された。 
【26年度】・「スポーツタウン府中」の発展を目指し、平成 19年から 25年を計画期間とする「府中市

スポーツ振興推進計画」の次期計画として、「府中市スポーツ推進計画」を策定した。 
・平成 26年度東京都スポーツ推進委員研修会広域地区別研修会（第９ブロック）を、府中
市を会場市として開催した。「各市が誇る特色ある事業への取り組み（７年経った今）」

をテーマに各市が事例を発表した。 
・市制施行 60周年記念事業として、「ウォーキング・ウォークラリー『歩いて知ろうわが
まち府中！』」を開催した。 

【27年度】・府中市内を拠点に活動する府中アスレティックＦＣ、トヨタ自動車アルバルク東京との
協働によるスポーツ教室を開催した。 

・ラグビーを通じたスポーツ参加機会の提供とラグビーワールドカップ日本開催に向けた

気運醸成を目的として、府中市内を活動拠点とするサントリーサンゴリアスの連携・協

力のもと、ラグビー教室を開催した。 
【28年度】・スポーツの振興、青少年の健全育成を目的とし、府中市内を活動拠点とするサントリー

サンゴリアスのスタッフ業務体験イベントをキッズ向けに開催した。 
・特定非営利活動法人府中市体育協会が府中駅北第２庁舎４階に移転した。 

【29年度】・東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会の気運醸成、スポーツを通じたにぎわ
いの創出及びスポーツ人口の拡大を目的として、府中駅伝競走大会のコースを、市民陸

上競技場を中心とする市街地を周回するコースへ変更した。 
・障害者スポーツの認知向上、実施率向上、共生社会の実現を目的としてボッチャの普及

啓発活動を展開した。 
・オーストラリア野球連盟との、東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向け
た事前キャンプに関する覚書の締結に伴い、野球オーストラリア代表が、市内で初の事

前キャンプを開催した。 
【30年度】・「学校施設の更なる活用と地域プールの見直しに係る基本方針」に基づき、地域プールを

廃止した際の代替施設として学校プールを活用するにあたり、そのモデル事業として第

十中学校においてプール開放を実施した。 
・東京 2020オリンピック・パラリンピックの気運醸成及び大会開催を契機とした普段スポ
ーツを実施していない層へのスポーツ実施の機会拡大を目的とし、オリンピック・パラ

リンピック種目についての体験会・講習会・講演会等の事業の企画・実施をする「スポ

ーツ機会拡大事業」を体育協会へ委託し実施した。 
・朝日サッカー場の施設名称を、「府中朝日フットボールパーク」に改称した。 
・ラグビーワールドカップ 2019におけるイングランドとフランス、及び決勝トーナメント
の公認チームキャンプ地に決定した。 
・市内の福祉作業所を対象としたボッチャ大会を開催した。 

令和 
【元年度】・ボッチャの普及啓発活動の一環として、子どもから大人まで、障害の有無に関わらず誰も

が参加できる第１回ボッチャ大会を開催した。また、東京都市町村ボッチャ大会の予選会

も兼ねた。 
・オーストリア卓球連盟及びオーストリアオリンピック委員会と東京２０２０オリンピッ 
ク等に係る覚書を締結した。 
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教育委員会の定める規則及び規程に従わなければならない。 

３ スポーツ推進委員は、その職の信用を傷つけ、又はその職全体の不名誉と

なるような行為をしてはならない。 

（研修） 

第７条 スポーツ推進委員は、常に、その職務を行ううえで必要な知識及び技

術の修得に努めなければならない。 

（委任） 

第８条 この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。 

付 則 
（施行期日） 
１ この規則は、平成２３年８月２４日から施行する。 
（経過措置） 
２ スポーツ基本法の施行の際現に体育指導委員である者で同法附則第４条の

規定によりスポーツ推進委員とみなされたものの任期は、第４条第１項の規

定にかかわらず、同法の施行の日における体育指導委員としての任期の残任

期間と同一の期間とする。 

 

府中市スポーツ推進委員に関する規則 
 

 府中市体育指導委員に関する規則（昭和３７年３月府中市教育委員会規則第

２号）の全部を改正する。 
（趣旨） 
第１条 この規則は、スポーツ基本法（平成２３年法律第７８号）第３２条第

２項の規定に基づくスポーツ推進委員の職務その他スポーツ推進委員に関し、

必要な事項を定めるものとする。 

（職務） 

第２条 スポーツ推進委員は、市民のスポーツの推進に関し、その分担する地

域又は事項について、次の職務を行う。 

(1)  スポーツの推進のための事業の実施に係る連絡調整を行うこと。 

(2) 市民の求めに応じて、スポーツの実技指導を行うこと。 

(3)  市民のスポーツ活動の促進のための組織の育成を図ること。 

(4)  学校、公民館等の教育機関その他行政機関の行うスポーツの行事又は事

業に関し協力すること。 

(5)  スポーツ団体その他の団体の行うスポーツに関する行事又は事業に関し、

求めに応じ協力すること。 

(6)  市民に対し、スポーツについての理解を深めること。 

(7)  前各号に掲げるもののほか、市民のスポーツの推進のための指導及び助

言を行うこと。 

２ 前項の規定によりスポーツ推進委員が分担する地域又は事項は、教育長が

定める。 

（定数） 

第３条 スポーツ推進委員の定数は、２５人以内とする。 

（任期） 

第４条 スポーツ推進委員の任期は、２年とする。ただし、補欠のスポーツ推

進委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 教育委員会は、前項の規定にかかわらず、特別の事由があるときは、前項

の期間中においてもスポーツ推進委員を免職することができる。 

（報酬及び費用弁償） 

第５条 スポーツ推進委員の報酬及び費用弁償については、非常勤の特別職の

職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１年１２月府中市条例第２８

号）の定めるところによる。 

（服務） 

第６条 スポーツ推進委員は、相互に密接に連絡し、協力しなければならない。 

２ スポーツ推進委員は、その職務を遂行するに当たって、法令、条例並びに
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２ 教育委員会は、前項の規定にかかわらず、特別の事由があるときは、前項

の期間中においてもスポーツ推進委員を免職することができる。 

（報酬及び費用弁償） 

第５条 スポーツ推進委員の報酬及び費用弁償については、非常勤の特別職の

職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１年１２月府中市条例第２８

号）の定めるところによる。 

（服務） 

第６条 スポーツ推進委員は、相互に密接に連絡し、協力しなければならない。 

２ スポーツ推進委員は、その職務を遂行するに当たって、法令、条例並びに
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（役員等の任期） 
第９条 委員会の役員ならびに専門部の部長及び副部長の任期は２年とする。

ただし、再任を妨げない。 
（会  議） 
第１０条 委員会の会議は、次の各号に掲げるとおりとし、その開催は当該各

号に定めるところによる。 
(1) 定  例  会 原則として毎月１回会長の招集により開催する。ただし、

必要に応じて臨時会を開催することができる。 
(2) 常任委員会 必要に応じて会長の招集により開催する。 
(3) 専門部会 必要に応じて部長の招集により開催する。 

２ 委員会の全ての会議の議事は、出席委員の過半数をもって決する。 
（経  理） 

第１１条   委員会の経理は、会費その他の収入をもってあてる。 
（会計年度） 

第１２条  委員会の会計年度は、毎年４月１日にはじまり翌々年３月３１日で

終わる。 
（規約改定） 

第１３条  この規約は、過半数の委員が出席する定例会又は臨時会で改正する

ことができる｡ 
（雑  則） 
第１４条 この規約は、細部の運用については、別に定める｡ 
 

付     則 
この規約は、昭和４８年４月１日から施行する｡ 
府中市体育指導委員連絡協議会規約（昭和 37 年 12 月）は廃止する｡ 
付    則 

この規約は、昭和５７年４月１日から施行する｡ 
付    則 

この規約は、昭和６２年７月１７日から施行する｡ 
  付  則 
 この規約は、平成１７年３月３日から施行する。 
  付  則 
この規約は、平成２０年４月１日から適用する。 
 付  則 
この規約は、平成２３年１０月１１日から施行する。 
 付  則 
この規約は、平成２８年４月７日から施行し、平成２７年４月１日から適用

する。 
 付  則 

  

府中市スポーツ推進委員会規約 
 
（名称及び事務所） 
第 1条 この会は、府中市スポーツ推進委員会（以下「委員会」という。）と称

し、事務所を府中市文化スポーツ部スポーツタウン推進課におく。 
（目 的） 
第２条 委員会は、府中市の体育及びレクリエーションの振興をはかるための

研究協議及び事業を行い、並びに委員相互の研修及び親睦をはかることを目

的とする。 
（構 成） 
第３条 委員会は、府中市スポーツ推進委員（以下「委員」という。）をもって

構成する。 
（役 員） 
第４条 委員会は、委員の互選により次の役員をおく。 

会 長 １名、副会長 ２名、会計 １名、監事 １名 
（役員の職務） 
第５条 役員の職務は次のとおりとする。 
 (1) 会長は、委員会を代表し、会務を統括する。 
 (2)  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代行する。 
 (3)  会計は、委員会の経理をつかさどる。 
 (4) 監事は、経理を監査する。 
（専 門 部） 

第６条 委員会に次の各号に掲げる専門部をおき、委員はいずれかの部に属す

る。 
  (1) 研修部  (2) 事業部  (3) 総務部 

２ 専門部に部長及び副部長を１名おく。部長は役員の選出に合わせて委員の

互選により、また副部長は部員の互選により選出する。ただし、役員は部長

及び副部長と兼ねることができない。 
（地区担当） 
第７条 委員会は地区担当制をとり、委員は次のいずれかの文化センター地区

を担当する。 
  (1) 中央地区 (2) 白糸台地区  (3) 西府地区 (4) 武蔵台地区 
  (5) 新町地区 (6) 住吉地区    (7) 是政地区  (8) 紅葉丘地区 
  (9) 押立地区 (10) 四谷地区    (11) 片町地区 
２ 各地区に代表者をおく。 
（常任委員会） 

第８条 委員会に常任委員会をおき、年間計画及び活動予定の調整ならびに各

専門部の連携をはかる。 
２ 常任委員会は、会長・副会長・会計及び専門部の部長をもって構成する。 
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（役員等の任期） 
第９条 委員会の役員ならびに専門部の部長及び副部長の任期は２年とする。

ただし、再任を妨げない。 
（会  議） 
第１０条 委員会の会議は、次の各号に掲げるとおりとし、その開催は当該各

号に定めるところによる。 
(1) 定  例  会 原則として毎月１回会長の招集により開催する。ただし、

必要に応じて臨時会を開催することができる。 
(2) 常任委員会 必要に応じて会長の招集により開催する。 
(3) 専門部会 必要に応じて部長の招集により開催する。 

２ 委員会の全ての会議の議事は、出席委員の過半数をもって決する。 
（経  理） 

第１１条   委員会の経理は、会費その他の収入をもってあてる。 
（会計年度） 

第１２条  委員会の会計年度は、毎年４月１日にはじまり翌々年３月３１日で

終わる。 
（規約改定） 

第１３条  この規約は、過半数の委員が出席する定例会又は臨時会で改正する

ことができる｡ 
（雑  則） 
第１４条 この規約は、細部の運用については、別に定める｡ 
 

付     則 
この規約は、昭和４８年４月１日から施行する｡ 
府中市体育指導委員連絡協議会規約（昭和 37 年 12 月）は廃止する｡ 
付    則 

この規約は、昭和５７年４月１日から施行する｡ 
付    則 

この規約は、昭和６２年７月１７日から施行する｡ 
  付  則 
 この規約は、平成１７年３月３日から施行する。 
  付  則 
この規約は、平成２０年４月１日から適用する。 
 付  則 
この規約は、平成２３年１０月１１日から施行する。 
 付  則 
この規約は、平成２８年４月７日から施行し、平成２７年４月１日から適用

する。 
 付  則 

  

府中市スポーツ推進委員会規約 
 
（名称及び事務所） 
第 1条 この会は、府中市スポーツ推進委員会（以下「委員会」という。）と称

し、事務所を府中市文化スポーツ部スポーツタウン推進課におく。 
（目 的） 
第２条 委員会は、府中市の体育及びレクリエーションの振興をはかるための

研究協議及び事業を行い、並びに委員相互の研修及び親睦をはかることを目

的とする。 
（構 成） 
第３条 委員会は、府中市スポーツ推進委員（以下「委員」という。）をもって

構成する。 
（役 員） 
第４条 委員会は、委員の互選により次の役員をおく。 

会 長 １名、副会長 ２名、会計 １名、監事 １名 
（役員の職務） 
第５条 役員の職務は次のとおりとする。 
 (1) 会長は、委員会を代表し、会務を統括する。 
 (2)  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代行する。 
 (3)  会計は、委員会の経理をつかさどる。 
 (4) 監事は、経理を監査する。 
（専 門 部） 
第６条 委員会に次の各号に掲げる専門部をおき、委員はいずれかの部に属す

る。 
  (1) 研修部  (2) 事業部  (3) 総務部 

２ 専門部に部長及び副部長を１名おく。部長は役員の選出に合わせて委員の

互選により、また副部長は部員の互選により選出する。ただし、役員は部長

及び副部長と兼ねることができない。 
（地区担当） 
第７条 委員会は地区担当制をとり、委員は次のいずれかの文化センター地区

を担当する。 
  (1) 中央地区 (2) 白糸台地区  (3) 西府地区 (4) 武蔵台地区 
  (5) 新町地区 (6) 住吉地区    (7) 是政地区  (8) 紅葉丘地区 
  (9) 押立地区 (10) 四谷地区    (11) 片町地区 
２ 各地区に代表者をおく。 
（常任委員会） 
第８条 委員会に常任委員会をおき、年間計画及び活動予定の調整ならびに各

専門部の連携をはかる。 
２ 常任委員会は、会長・副会長・会計及び専門部の部長をもって構成する。 

1 7



府中市スポーツ推進委員会規約細則 

 

（目 的） 

第１条 この細則は、府中市スポーツ推進委員会規約の運用について、必要な事項

を定めることを目的とする。 

（会長の選出） 

第２条 会長の選出方法は、定例会において以下の順序により選出する。 

 (1) 立候補による 

   立候補者の所信表明の基づく無記名投票とし、得票数の最も多い者を選出す

る。 

   立候補者が１名の時は、信任投票とし過半数の信任で選出する。 

 (2) 推薦に基づく選出（立候補者がいない場合若しくは信任されない場合） 

   推薦人は１名以上で可とするが、被推薦者の承諾を必要とする。無記名とし、

推薦による候補者が複数あった場合は、得票数の最も多い者を選出する。 

推薦による候補者が１名の時は過半数の信任で選出する。 

 (3) (1)及び(2)により選出されない場合は、個別に調整を行い選出する。 

（専門部の職務） 

第３条 専門部の主な職務内容は、次のとおりとする。 

 (1) 研修部 研修部は、市民のスポーツ活動の質的向上をはかるため、スポーツ

推進委員（以下「委員」という。）をはじめ、市民スポーツに関わる指導者の資

質向上をはかり、指導者間の有機的な活動を助けるために次の職務を行う。 

ア 委員及び市民スポーツ指導者の研修に関すること。 

イ スポーツリーダー制度に関すること。 

ウ スポーツ・レクリエーション指導者の連携と組織化に関すること。 

エ その他研修部として必要と思われること。 

 (2) 事業部 事業部は、スポーツ人口の拡大をめざし、市民のスポーツ・レクリ

エーション活動を普及するために、潜在層の掘り起こし並びにスポーツグルー

プ育成に必要な次の各種事業の計画に関することを職務とする。 

ア スポーツ教室に関すること。 

イ 新しいスポーツ・レクリエーションの種目の開発と普及に関すること。 

ウ スポーツ・レクリエーションの行事及び大会等に関すること。 

  エ 体力測定等運動適正診断と処方のための事業に関すること。 

  オ その他事業部として必要と思われること。 

 (3) 総務部 総務部は、市民がスポーツに対する意識を高めるための啓蒙・啓発、

並びにスポーツを浸透させるための広報・公聴に関することを主な職務とする。 

また、委員会の円滑な運営を助けるための庶務的事項を処理する。 

  

この規約は、平成２９年５月１１日から施行し、平成２９年４月１日から適

用する。 
 付  則 
この規約は、令和４年４月７日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 
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府中市スポーツ推進委員会規約細則 

 

（目 的） 

第１条 この細則は、府中市スポーツ推進委員会規約の運用について、必要な事項

を定めることを目的とする。 

（会長の選出） 

第２条 会長の選出方法は、定例会において以下の順序により選出する。 

 (1) 立候補による 

   立候補者の所信表明の基づく無記名投票とし、得票数の最も多い者を選出す

る。 

   立候補者が１名の時は、信任投票とし過半数の信任で選出する。 

 (2) 推薦に基づく選出（立候補者がいない場合若しくは信任されない場合） 

   推薦人は１名以上で可とするが、被推薦者の承諾を必要とする。無記名とし、

推薦による候補者が複数あった場合は、得票数の最も多い者を選出する。 

推薦による候補者が１名の時は過半数の信任で選出する。 

 (3) (1)及び(2)により選出されない場合は、個別に調整を行い選出する。 

（専門部の職務） 

第３条 専門部の主な職務内容は、次のとおりとする。 

 (1) 研修部 研修部は、市民のスポーツ活動の質的向上をはかるため、スポーツ

推進委員（以下「委員」という。）をはじめ、市民スポーツに関わる指導者の資

質向上をはかり、指導者間の有機的な活動を助けるために次の職務を行う。 

ア 委員及び市民スポーツ指導者の研修に関すること。 

イ スポーツリーダー制度に関すること。 

ウ スポーツ・レクリエーション指導者の連携と組織化に関すること。 

エ その他研修部として必要と思われること。 

 (2) 事業部 事業部は、スポーツ人口の拡大をめざし、市民のスポーツ・レクリ

エーション活動を普及するために、潜在層の掘り起こし並びにスポーツグルー

プ育成に必要な次の各種事業の計画に関することを職務とする。 

ア スポーツ教室に関すること。 

イ 新しいスポーツ・レクリエーションの種目の開発と普及に関すること。 

ウ スポーツ・レクリエーションの行事及び大会等に関すること。 

  エ 体力測定等運動適正診断と処方のための事業に関すること。 

  オ その他事業部として必要と思われること。 

 (3) 総務部 総務部は、市民がスポーツに対する意識を高めるための啓蒙・啓発、

並びにスポーツを浸透させるための広報・公聴に関することを主な職務とする。 

また、委員会の円滑な運営を助けるための庶務的事項を処理する。 

  

この規約は、平成２９年５月１１日から施行し、平成２９年４月１日から適

用する。 
 付  則 
この規約は、令和４年４月７日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 
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氏　　名 住　 　所 役　職 所属部 担当地区

石田
イシダ

　宜久
ヨシヒサ

府中市府中町 総務部長 総務部 中央

井上
イノウエ

　由佳子
ユカコ

府中市緑町 総務部 白糸台

大竹
オオタケ

　ひとみ 府中市宮西町 副会長 総務部 片町

岸
キシ

　　優子
ユウコ

府中市本町 研修部 中央

木村
キムラ

　健二
ケンジ

府中市晴見町 研修部 武蔵台

鴻巢
コウノス

　裕司
ヒロシ

府中市白糸台 事業部 押立

古口
コグチ

　時治
トキハル

府中市新町 事業部 新町

小谷田
コヤタ

　惠理
エリ

府中市武蔵台 事業部長 事業部 武蔵台

下島
シモジマ

　博美
ヒロミ

府中市寿町 研修部 片町

鈴木
スズキ

　英俊
ヒデトシ

府中市南町 研修部 住吉

瀨戸口
セトグチ

　幸則
ユキノリ

府中市四谷 会長 総務部 四谷

中川
ナカガワ

　一郎
イチロウ

府中市八幡町 監事 研修部 白糸台

中島
ナカジマ

　順子
ジュンコ

府中市小柳町 研修部 是政

成田
ナリタ

　フサイ 府中市四谷 会計 総務部 住吉

野口
ノグチ

　もも 府中市分梅町 事業部 四谷

濱田
ハマダ

　輝之
テルユキ

府中市浅間町 事業部 紅葉丘

深津
フカツ

　康人
ヤスト

府中市是政 副会長 事業部 是政

元山
モトヤマ

　薫
カオル

府中市本宿町 研修部長 研修部 西府

吉岡
ヨシオカ

　大
ダイ

翼
スケ

府中市白糸台 事業部 押立

渡邉
ワタナベ

　朋子
トモコ

府中市府中町 事業部 新町

令和５年度府中市スポーツ推進委員名簿

ア 市民スポーツの啓蒙・啓発に関すること。 

  イ スポーツ・レクリエーションについての広報・公聴に関すること。 

  ウ スポーツ推進委員会会報の編集を行うこと。 

  エ スポーツグループ等の動向について調査・把握すること。 

  オ 委員の派遣等に関すること。 

  カ その他委員会の庶務的事項に関すること。  

（プロジェクト） 

第４条 各専門部間にわたる課題達成のため、プロジェクトを編成することができ

る。なお、課題達成後はその編成をとく。 

２ プロジェクトの編成に関しては、常任委員会が提議する。 

（分科会） 

第５条 各専門部は課題達成のため、分科会を組織することができる。なお、課題

達成後はその編成をとく。 

（地区担当の職務） 

第６条 地区担当は、地区でのスポーツ活動を推進するため、次の職務を行なうと

共に、地区をこえた広域的な活動をあわせて行なう。 

(1) スポーツの生活化をすすめるため、地区組織及び地区内のスポーツグループ

を育成・援助すること。 

(2) 地区内の各種組織との連携をはかるとともに、指導者の発掘を行なうこと。 

(3) 地区内に潜在するスポーツ人口の開発をすすめるため、事業を行なうこと。 

(4) 地区内住民の各種スポーツ相談に応じること。 

(5) その他地区内のスポーツ振興に関わること。 

（議 長） 

第７条 委員会の各会議の議長は、次のとおりとする。 

 (1) 定例会及び臨時会 議長団 

 (2) 常任委員会    会 長 

 (3) 専門部会     部 長 

（会 費） 

第８条 委員会の会費は、年額 12,000円とし、会計が徴収する。 

   付 則 

  この細則は、平成１７年３月１８日から施行する。 

   付 則 

  この細則は、平成２３年１０月１１日から施行する。 
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氏　　名 住　 　所 役　職 所属部 担当地区

石田
イシダ

　宜久
ヨシヒサ

府中市府中町 総務部長 総務部 中央

井上
イノウエ

　由佳子
ユカコ

府中市緑町 総務部 白糸台

大竹
オオタケ

　ひとみ 府中市宮西町 副会長 総務部 片町

岸
キシ

　　優子
ユウコ

府中市本町 研修部 中央

木村
キムラ

　健二
ケンジ

府中市晴見町 研修部 武蔵台

鴻巢
コウノス

　裕司
ヒロシ

府中市白糸台 事業部 押立

古口
コグチ

　時治
トキハル

府中市新町 事業部 新町

小谷田
コヤタ

　惠理
エリ

府中市武蔵台 事業部長 事業部 武蔵台

下島
シモジマ

　博美
ヒロミ

府中市寿町 研修部 片町

鈴木
スズキ

　英俊
ヒデトシ

府中市南町 研修部 住吉

瀨戸口
セトグチ

　幸則
ユキノリ

府中市四谷 会長 総務部 四谷

中川
ナカガワ

　一郎
イチロウ

府中市八幡町 監事 研修部 白糸台

中島
ナカジマ

　順子
ジュンコ

府中市小柳町 研修部 是政

成田
ナリタ

　フサイ 府中市四谷 会計 総務部 住吉

野口
ノグチ

　もも 府中市分梅町 事業部 四谷

濱田
ハマダ

　輝之
テルユキ

府中市浅間町 事業部 紅葉丘

深津
フカツ

　康人
ヤスト

府中市是政 副会長 事業部 是政

元山
モトヤマ

　薫
カオル

府中市本宿町 研修部長 研修部 西府

吉岡
ヨシオカ

　大
ダイ

翼
スケ

府中市白糸台 事業部 押立

渡邉
ワタナベ

　朋子
トモコ

府中市府中町 事業部 新町

令和５年度府中市スポーツ推進委員名簿

ア 市民スポーツの啓蒙・啓発に関すること。 

  イ スポーツ・レクリエーションについての広報・公聴に関すること。 

  ウ スポーツ推進委員会会報の編集を行うこと。 

  エ スポーツグループ等の動向について調査・把握すること。 

  オ 委員の派遣等に関すること。 

  カ その他委員会の庶務的事項に関すること。  

（プロジェクト） 

第４条 各専門部間にわたる課題達成のため、プロジェクトを編成することができ

る。なお、課題達成後はその編成をとく。 

２ プロジェクトの編成に関しては、常任委員会が提議する。 

（分科会） 

第５条 各専門部は課題達成のため、分科会を組織することができる。なお、課題

達成後はその編成をとく。 

（地区担当の職務） 

第６条 地区担当は、地区でのスポーツ活動を推進するため、次の職務を行なうと

共に、地区をこえた広域的な活動をあわせて行なう。 

(1) スポーツの生活化をすすめるため、地区組織及び地区内のスポーツグループ

を育成・援助すること。 

(2) 地区内の各種組織との連携をはかるとともに、指導者の発掘を行なうこと。 

(3) 地区内に潜在するスポーツ人口の開発をすすめるため、事業を行なうこと。 

(4) 地区内住民の各種スポーツ相談に応じること。 

(5) その他地区内のスポーツ振興に関わること。 

（議 長） 

第７条 委員会の各会議の議長は、次のとおりとする。 

 (1) 定例会及び臨時会 議長団 

 (2) 常任委員会    会 長 

 (3) 専門部会     部 長 

（会 費） 

第８条 委員会の会費は、年額 12,000円とし、会計が徴収する。 

   付 則 

  この細則は、平成１７年３月１８日から施行する。 

   付 則 

  この細則は、平成２３年１０月１１日から施行する。 
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期　　　日

陸上競技他 21競技 延322 人

※第76回大会総合成績

　女子 11位

水泳競技 延14 人

ゴルフ競技 延5 人

スキー競技 延12 人

駅伝競走 延9 人

延221 人

　　　　　  3競技 延61 人

延818 人

期　　　日

水泳競技他1競技

延 人

陸上競技他24競技

延 人

一般対抗、少年の部

スキー競技　　 人

一般・中学校対抗、少年の部

8月19日・20日・27日 郷土の森総合プール他

駒沢オリンピック公園
総 合 運 動 場 他

1月20・21日
スノーリゾートロマンス
の 神 様 ス キ ー 場

延174 人

10月1日～11月12日 市 民 陸 上 競 技 場 他第６４回

令和５年度

都民スポレクふれあい大会

夏 季 大 会

秋 季 大 会

　事　　　業　　　名

市 民 体 育 大 会

第６４回

第３５回

内　　　　　　　容会　　　　　　場

9月2日～10月11日

　男子 13位

陸上競技他　13競技
総合4位（男子4位・女子6位）

8月19日～12月2日

7月17日～10月11日

2月23日～3月3日

7月8日～8月5日

社 会 体 育 奨 励 事 業

　　　　　　　　　　　　　合　　　　　　　　　 計　　　　　　　　　　７　　事業

会　　　　　場

春 季 大 会

東京アクアティクスセ
ンター他

第７７回

武 蔵 野 の 森
総合スポーツプラザ他

4月30日～6月17日

　事　　　業　　　名

冬 季 大 会
第７７回

都民生涯スポーツ大会

第５５回
東京都市町村総合体育大会

　　合　　　　　計　　　　　　　　　　３　　事業                          延

内　　　　　　　容

第７６回

人

冬 季 大 会第６４回

都

民

体

育

大

会

駒沢オリンピック公園
総 合 運 動 場 他

夏 季 大 会

陸上競技他　15競技

ターゲットバードゴルフ競技他

都立武蔵野の森公園他

羽村市生涯学習セン
タ ー
プリモホールゆとろぎ
大 ホ ー ル 他

一般・中学校対抗、少年の部



期　　　日

陸上競技他 21競技 延322 人

※第76回大会総合成績

　女子 11位

水泳競技 延14 人

ゴルフ競技 延5 人

スキー競技 延12 人

駅伝競走 延9 人

延221 人

　　　　　  3競技 延61 人

延818 人

期　　　日

水泳競技他1競技

延 人

陸上競技他24競技

延 人

一般対抗、少年の部

スキー競技　　 人

一般・中学校対抗、少年の部

8月19日・20日・27日 郷土の森総合プール他

駒沢オリンピック公園
総 合 運 動 場 他

1月20・21日
スノーリゾートロマンス
の 神 様 ス キ ー 場

延174 人

10月1日～11月12日 市 民 陸 上 競 技 場 他第６４回

令和５年度

都民スポレクふれあい大会

夏 季 大 会

秋 季 大 会

　事　　　業　　　名

市 民 体 育 大 会

第６４回

第３５回

内　　　　　　　容会　　　　　　場

9月2日～10月11日

　男子 13位

陸上競技他　13競技
総合4位（男子4位・女子6位）

8月19日～12月2日

7月17日～10月11日

2月23日～3月3日

7月8日～8月5日

社 会 体 育 奨 励 事 業

　　　　　　　　　　　　　合　　　　　　　　　 計　　　　　　　　　　７　　事業

会　　　　　場

春 季 大 会

東京アクアティクスセ
ンター他

第７７回

武 蔵 野 の 森
総合スポーツプラザ他

4月30日～6月17日

　事　　　業　　　名

冬 季 大 会
第７７回

都民生涯スポーツ大会

第５５回
東京都市町村総合体育大会

　　合　　　　　計　　　　　　　　　　３　　事業                          延

内　　　　　　　容

第７６回

人

冬 季 大 会第６４回

都

民

体

育

大

会

駒沢オリンピック公園
総 合 運 動 場 他

夏 季 大 会

陸上競技他　15競技

ターゲットバードゴルフ競技他

都立武蔵野の森公園他

羽村市生涯学習セン
タ ー
プリモホールゆとろぎ
大 ホ ー ル 他

一般・中学校対抗、少年の部
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ト ッ プ チ ー ム 等 連 携 事 業

期　　　日

ワールドカップ日本代表戦

延1,000 人

人

延2,013 人

選手トークショー、体験コーナー

ＰＲブース出展等 人

パレード、トークショー

人

延3,063 人

人

雨天中止

延2,201 人

サッカー男子日本代表戦

延724 人

ス ポ ー ツ タ ウ ン 府 中 発 展 事 業

期　　　日

スタンプラリー、パネル展示等

延2,000 人

延122 人

サッカークリニック、試合市民招待等

人

人

延2,000 人

人

人

練習公開、プレベースボール体験等

延577 人

パ ラ ス ポ ー ツ 普 及 推 進 事 業

期　　　日

延129 人

人
10回

延2,351 人

             合           計                            　３　事業 人

パ ラ ス ポ ー ツ 体 験 会 12月10日 け や き 並 木 通 り

ボ ッ チ ャ 普 及 啓 発 事 業 12月2日ほか 郷土の森総合体育館ほか

事　　　業　　　名 会　　　　　　場 内　  　　　　　容

あ す チ ャ レ ！ 運 動 会
10月14日
3月9日

郷土の森総合体育館
・生涯学習センター

コンディショニング講座 1月14日

読 売 ジ ャ イ ア ン ツ
女子チームキャンプ

3月20日
～

3月22日
府 中 市 民 球 場

人

中 央 文 化 セ ン タ ー

10月1日
～

10月31日
市 内 体 育 施 設 等

府 中 市 民 球 場

             合           計                            　８　事業

女

子

野

球

タ

ウ

ン

推

進

事

業

女子野球 タウ ン認 定 周年
セ レ モ ニ ー （ ヴ ィ ー ナ ス
リ ー グ 同 時 開 催 ）

5月20日

ヴ ィ ー ナ ス リ ー グ

5月21日
7月2日
9月16日
10月21日

府 中 市 民 球 場

女子野球タウン府中杯
8月19日

～
8月27日

府 中 市 民 球 場

ス

ポ

ー

ツ

タ

ウ

ン

府

中

発

展

事

業

スポーツタウン府中
推 進 月 間

ヨ ガ イ ベ ン ト
7月23日
10月8日
11月11日

郷土の森総合体育館

海 外 プ ロ サ ッ カ ー
チ ー ム キ ャ ン プ

7月28日
～

8月1日
朝日フットボールパークほか

             合           計                            　１０　事業 人

事　　　業　　　名 会　　　　　　場 内　  　　　　　容

ト

ッ

プ

チ

ー

ム

等

連

携

事

業

ボールふれあいフェスタ 6月9日
け や き 並 木 通 り 及 び
フォーリス光と風の広場

ト ッ プ チ ー ム 連 携
ス ポ ー ツ イ ベ ン ト

8月5日
2月10日

3月10日、31日

ＦＣ東京パーク府中・
朝 日 フ ッ ト ボ ー ル パ ー ク ・

都 立 府 中 の 森 公 園

パブリックビューイング

8月27日
3月16日
3月30日

け や き 並 木 通 り ・
ミ ッ テ ン 府 中

内　  　　　　　容

ラ

グ

ビ
ー

の

ま

ち

府

中

推

進

事

業

パブリックビューイング
9月10日
10月8日

け や き 並 木 通 り

府中ダービープレシーズン
マ ッ チ 市 民 等 招 待 11月18日 朝日フットボールパーク

東 芝 ・ サ ン ト リ ー
練習試合市民等招待

朝日フットボールパーク

ラ グ ビ ー の ま ち
府 中 デ ー

11月26日

け や き 並 木 通 り

1月21日
2月18日
3月24日

11月12日

けやき並木通り及び
フ ォ ー リ ス 前

ラグビーワールドカップ
日 本 代 表 報 告 会

2月24日
3月23日

秩 父 宮 ラ グ ビ ー 場

事　　　業　　　名 会　　　　　　場

府

中

調

布

三

鷹

ラ

グ

ビ

ー

連

携

事

業

東 芝 ・ サ ン ト リ ー
ホストゲーム等市民招待

12月9日
12月17日
3月23日

味の素スタジアム・
秩 父 宮 ラ グ ビ ー 場

東 芝 ・ サ ン ト リ ー
ホ ス ト ゲ ー ム
観 戦 バ ス ツ ア ー

期　　　日

第６２回 学　童　 35 チーム

少年・少女野球大会 中　学　 14 チーム

計       49 チーム 人

第４７回 小学生　104チーム

少 年 サ ッ カ ー 大 会 中学生　12チーム

計 　　 116 チーム 人

第４３回  ジュニア

バ レ ー ボ ー ル 大 会 人

第４３回  

少 年 剣 道 大 会

第４２回 団体戦 　　9チーム 人

ジ ュ ニ ア 卓 球 大 会 個人戦 人

計　　　延参加者数 人

第４２回  ジュニア

バスケットボール大会 計　　　　58チーム 人

人

       10チーム 人

　 　 　 計　　259 ﾁｰﾑ 人

60歳以上（女性40歳以上）

7チーム 人

             合         計                                  事業

レ ク リ エ ー シ ョ ン 事 業 等

期　　　日

人             合           計                            　６　事業

歩いて知ろうわがまち府中！
（ ウ ォ ー キ ン グ ）

人10月1日～10月31日 府 中 市 内

郷土の森総合体育館
第 １ 体 育 室

人11月5日

郷土の森総合体育館
第 ２ 体 育 室

人11月5日

第３２回ラリーテニス大会

壮 年 ソ フ ト ボ ー ル 大 会

レクリエーションフェスティバル

2月11日

第 ２ ７ 回 み ん な の
ス ポ ー ツ ｄ ａ ｙ

人郷土の森総合体育館ほか 15種目（演技種目含）6月18日～7月28日

10月9日
地域体育館（押立・白
糸台・ 栄町・日吉・本
宿 ・ 四 谷 ）

5月28日

府 中 駅 伝 競 走 大 会

事　　　業　　　名

第３２回市民スポーツ・

是政ソフトボール場

　

第１２回シニアスポーツ大会

府中市民陸上競技場

市街地他

郷土の森第二野球場

ス ポ ー ツ 大 会

事　　　業　　　名 会　　　　　　場

5月6日～7月16日

第５５回

総 合 体 育 館
第 ２ 体 育 室

調布基地跡地暫定少年
サ ッ カ ー 場

9月18日

ジ

ュ

ニ

ア

ス

ポ

ー

ツ

大

会

1月22日

12月10日

2月3日～2月23日
総 合 体 育 館
第 １ 体 育 室 他

総 合 体 育 館
第 １ 体 育 室

一般　　 209 ﾁｰﾑ、高校男子  15 ﾁｰﾑ

一般女子  12 ﾁｰﾑ、中学男子  15 ﾁｰﾑ

中学女子   8 ﾁｰﾑ

             合           計                            　９　事業

5月21日

内　  　　　　　容

人

郷土の森総合体育館
第 １ 体 育 室

人第４２回インディアカ大会

還 暦 軟 式 野 球 競 技

　　　　 3チーム　

第３４回四半的弓道の集い

内　  　　　　　容

総 合 体 育 館
第 １ 体 育 室

人

会　　　　　　場

5月13日～8月24日

府 中 市 民 球 場
郷土の森第一野球場

人

　　　　 18チーム　

第７７回

11月11日・18日

40歳以上の男子

    小       計
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ト ッ プ チ ー ム 等 連 携 事 業

期　　　日

ワールドカップ日本代表戦

延1,000 人

人

延2,013 人

選手トークショー、体験コーナー

ＰＲブース出展等 人

パレード、トークショー

人

延3,063 人

人

雨天中止

延2,201 人

サッカー男子日本代表戦

延724 人

ス ポ ー ツ タ ウ ン 府 中 発 展 事 業

期　　　日

スタンプラリー、パネル展示等

延2,000 人

延122 人

サッカークリニック、試合市民招待等

人

人

延2,000 人

人

人

練習公開、プレベースボール体験等

延577 人

パ ラ ス ポ ー ツ 普 及 推 進 事 業

期　　　日

延129 人

人
10回

延2,351 人

             合           計                            　３　事業 人

パ ラ ス ポ ー ツ 体 験 会 12月10日 け や き 並 木 通 り

ボ ッ チ ャ 普 及 啓 発 事 業 12月2日ほか 郷土の森総合体育館ほか

事　　　業　　　名 会　　　　　　場 内　  　　　　　容

あ す チ ャ レ ！ 運 動 会
10月14日
3月9日

郷土の森総合体育館
・生涯学習センター

コンディショニング講座 1月14日

読 売 ジ ャ イ ア ン ツ
女子チームキャンプ

3月20日
～

3月22日
府 中 市 民 球 場

人

中 央 文 化 セ ン タ ー

10月1日
～

10月31日
市 内 体 育 施 設 等

府 中 市 民 球 場

             合           計                            　８　事業

女

子

野

球

タ

ウ

ン

推

進

事

業

女子野球 タウ ン認 定 周年
セ レ モ ニ ー （ ヴ ィ ー ナ ス
リ ー グ 同 時 開 催 ）

5月20日

ヴ ィ ー ナ ス リ ー グ

5月21日
7月2日
9月16日
10月21日

府 中 市 民 球 場

女子野球タウン府中杯
8月19日

～
8月27日

府 中 市 民 球 場

ス

ポ

ー

ツ

タ

ウ

ン

府

中

発

展

事

業

スポーツタウン府中
推 進 月 間

ヨ ガ イ ベ ン ト
7月23日
10月8日
11月11日

郷土の森総合体育館

海 外 プ ロ サ ッ カ ー
チ ー ム キ ャ ン プ

7月28日
～

8月1日
朝日フットボールパークほか

             合           計                            　１０　事業 人

事　　　業　　　名 会　　　　　　場 内　  　　　　　容

ト

ッ

プ

チ

ー

ム

等

連

携

事

業

ボールふれあいフェスタ 6月9日
け や き 並 木 通 り 及 び
フォーリス光と風の広場

ト ッ プ チ ー ム 連 携
ス ポ ー ツ イ ベ ン ト

8月5日
2月10日

3月10日、31日

ＦＣ東京パーク府中・
朝 日 フ ッ ト ボ ー ル パ ー ク ・

都 立 府 中 の 森 公 園

パブリックビューイング

8月27日
3月16日
3月30日

け や き 並 木 通 り ・
ミ ッ テ ン 府 中

内　  　　　　　容

ラ

グ

ビ
ー

の

ま

ち

府

中

推

進

事

業

パブリックビューイング
9月10日
10月8日

け や き 並 木 通 り

府中ダービープレシーズン
マ ッ チ 市 民 等 招 待 11月18日 朝日フットボールパーク

東 芝 ・ サ ン ト リ ー
練習試合市民等招待

朝日フットボールパーク

ラ グ ビ ー の ま ち
府 中 デ ー

11月26日

け や き 並 木 通 り

1月21日
2月18日
3月24日

11月12日

けやき並木通り及び
フ ォ ー リ ス 前

ラグビーワールドカップ
日 本 代 表 報 告 会

2月24日
3月23日

秩 父 宮 ラ グ ビ ー 場

事　　　業　　　名 会　　　　　　場

府

中

調

布

三

鷹

ラ

グ

ビ

ー

連

携

事

業

東 芝 ・ サ ン ト リ ー
ホストゲーム等市民招待

12月9日
12月17日
3月23日

味の素スタジアム・
秩 父 宮 ラ グ ビ ー 場

東 芝 ・ サ ン ト リ ー
ホ ス ト ゲ ー ム
観 戦 バ ス ツ ア ー

期　　　日

第６２回 学　童　 35 チーム

少年・少女野球大会 中　学　 14 チーム

計       49 チーム 人

第４７回 小学生　104チーム

少 年 サ ッ カ ー 大 会 中学生　12チーム

計 　　 116 チーム 人

第４３回  ジュニア

バ レ ー ボ ー ル 大 会 人

第４３回  

少 年 剣 道 大 会

第４２回 団体戦 　　9チーム 人

ジ ュ ニ ア 卓 球 大 会 個人戦 人

計　　　延参加者数 人

第４２回  ジュニア

バスケットボール大会 計　　　　58チーム 人

人

       10チーム 人

　 　 　 計　　259 ﾁｰﾑ 人

60歳以上（女性40歳以上）

7チーム 人

             合         計                                  事業

レ ク リ エ ー シ ョ ン 事 業 等

期　　　日

人             合           計                            　６　事業

歩いて知ろうわがまち府中！
（ ウ ォ ー キ ン グ ）

人10月1日～10月31日 府 中 市 内

郷土の森総合体育館
第 １ 体 育 室

人11月5日

郷土の森総合体育館
第 ２ 体 育 室

人11月5日

第３２回ラリーテニス大会

壮 年 ソ フ ト ボ ー ル 大 会

レクリエーションフェスティバル

2月11日

第 ２ ７ 回 み ん な の
ス ポ ー ツ ｄ ａ ｙ

人郷土の森総合体育館ほか 15種目（演技種目含）6月18日～7月28日

10月9日
地域体育館（押立・白
糸台・ 栄町・日吉・本
宿 ・ 四 谷 ）

5月28日

府 中 駅 伝 競 走 大 会

事　　　業　　　名

第３２回市民スポーツ・

是政ソフトボール場

　

第１２回シニアスポーツ大会

府中市民陸上競技場

市街地他

郷土の森第二野球場

ス ポ ー ツ 大 会

事　　　業　　　名 会　　　　　　場

5月6日～7月16日

第５５回

総 合 体 育 館
第 ２ 体 育 室

調布基地跡地暫定少年
サ ッ カ ー 場

9月18日

ジ

ュ

ニ

ア

ス

ポ

ー

ツ

大

会

1月22日

12月10日

2月3日～2月23日
総 合 体 育 館
第 １ 体 育 室 他

総 合 体 育 館
第 １ 体 育 室

一般　　 209 ﾁｰﾑ、高校男子  15 ﾁｰﾑ

一般女子  12 ﾁｰﾑ、中学男子  15 ﾁｰﾑ

中学女子   8 ﾁｰﾑ

             合           計                            　９　事業

5月21日

内　  　　　　　容

人

郷土の森総合体育館
第 １ 体 育 室

人第４２回インディアカ大会

還 暦 軟 式 野 球 競 技

　　　　 3チーム　

第３４回四半的弓道の集い

内　  　　　　　容

総 合 体 育 館
第 １ 体 育 室

人

会　　　　　　場

5月13日～8月24日

府 中 市 民 球 場
郷土の森第一野球場

人

　　　　 18チーム　

第７７回

11月11日・18日

40歳以上の男子

    小       計
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事　　業　　名 期　　間 対　象　・　内　容　な　ど

朝
日

歳からの健康づくり教室Ａ・Ｂ ４月～３月 60歳以上・リズム体操、練功十八法

歳からの健康づくり教室 ４月～３月 60歳以上・ストレッチ体操、腰痛予防体操

小 学 生 体 操 教 室 ４月～３月 小学生・集団ゲーム、トランポリンなどの器械運動

お 気 軽 エ ア ロ 教 室 ４月～３月 16歳以上・エアロビクス、筋力トレーニング、ストレッチ

シ ェ イ プ ア ッ プ 教 室 ４月～３月 18～60歳・ソフトエアロビクス、ストレッチ、筋力トレーニング

ストレッチ＆軽スポーツ教室 ４月～３月 18～60歳・ストレッチ、リズム体操、軽スポーツ

成 人 軽 ス ポ ー ツ 教 室 ４月～３月 18歳以上・ストレッチ、リズム体操、軽スポーツ

歳からの健康づくり教室 月・火 ４月～１２月 60歳以上・腰痛予防体操、ストレッチ（２コース）

リ ズ ム 体 操 教 室 ４月～１２月 18～60歳・ソフトエアロビクス、ストレッチ、筋力トレーニング

ス ポ ー ツ 教 室 ４月～１２月 18歳以上・ニュースポーツ、ストレッチ（２コース）

エ ア ロ ビ ク ス 教 室 ４月～１２月 16歳以上・エアロビクス、筋力トレーニング、ストレッチ

ジ ュ ニ ア ス ポ ー ツ 教 室 ４月～１２月 小学生・トランポリン運動、ニュースポーツ

リズム体操＆トレーニング教
室

４月～１２月 18歳以上・ソフトエアロビクス、ストレッチ、筋力トレーニング

ヨ ガ 教 室 ３月 18歳以上・ヨガ

歳からの健康づくり教室Ａ・Ｂ・金 ４月～３月 60歳以上・腰痛予防体操、ストレッチ（３コース）

栄 シ ェ イ プ ア ッ プ 教 室 ４月～３月 18～60歳・ソフトエアロビクス、ストレッチ、筋力トレーニング

ウォーキング＆トレーニング教室 ４月～３月 18～60歳・健康づくり体操、肩凝り・腰痛予防体操

町 成 人 体 力 づ く り 教 室 ４月～３月 18歳以上・体力づくり体操、軽スポーツ

こどもチャレンジスポーツ教室 ４月～３月 小学生・トランポリン、手具を使った運動、集団ゲーム

日 歳からの健康づくり教室 午前・午後 ４月～３月 60歳以上・ストレッチ、練功十八法（２コース）

リズム体操＆ストレッチ教室 ４月～３月 18～60歳・音楽を使った体操、ソフトエアロビクス

吉 小学生ニュースポーツ教室 ４月～３月 小学生・トランポリン、ニュースポーツ

歳からの健康づくり教室Ａ・Ｂ ４月～３月 60歳以上・柔軟体操、腰痛予防体操（２コース）

本 リ ズ ム ダ ン ス 教 室 ４月～３月 18～60歳の女性・リズムダンス、ストレッチ

エ ア ロ ビ ク ス 教 室 ４月～３月 16歳以上・簡単なエアロビクス、筋力トレーニング

宿 ジ ュ ニ ア ス ポ ー ツ 教 室 ４月～３月 小学生・基礎体力向上を目的とした運動、レクゲーム

シ ェ イ プ ア ッ プ 教 室 ４月～３月 18～60歳・リズム体操、筋力トレーニング、ストレッチ

歳からの健康づくり教室 ４月～１２月 60歳以上・練功十八法、ストレッチ体操

四 ソ フ ト エ ア ロ ビ ク ス 教 室 ４月～１２月 18～60歳・ソフトエアロビクス、筋力トレーニング

成 人 体 力 づ く り 教 室 ４月～１２月 18歳以上の方・リズム体操、ストレッチ、筋力トレーニング

谷 小 学 生 体 力 づ く り 教 室 ４月～１２月 小学生・トランポリン、手具を使った運動、集団ゲーム

リズム体操＆ストレッチ教室 ４月～１２月 18歳～60歳・リズム体操、筋力トレーニング、ストレッチ

ヨ ガ 教 室 ３月 18歳以上・ヨガ

　　合　　　計　３３事業　３９コース 回 人

押
　
　
　
立

参加延人数

地域体育館スポーツ活動事業

自主事業の概要

回　数

白
　
糸
　
台

期　　間 活　動　日　と　対　象

水曜日15時30分～16時45分
小学生・中学生の女子市民
日曜日9時～10時30分
小学生・中学生の市民
土曜日15時30分～17時
小学生・中学生の市民
日曜日10時～12時
小学生・中学生の市民
10時～11時30分
小4～小6年生の市民
15時30分～17時
小学生の市民
10時～11時30分
小1～小3年生の市民
水曜日10時～11時30分　３・４歳児
遊びを通しての基礎運動
10時30分～11時30分　2か月～2歳未満
親子体操・ヨガ
金曜日16時～16時50分
小１・２年生の市民
金曜日17時～17時55分
小３・４年生の市民
金曜日18時～19時
小５・６年生の市民
金曜日19時15分～20時45分
16歳以上の市民

水・土曜日10時～11時30分

16歳以上の市民
ストレッチ・軽スポーツ
16歳以上の市民
卓球
火曜日10時～11時15分
木曜日13時30分～14時45分
16歳以上の市民
ストレッチ・リズム体操

回 11,658 人

郷土の森総合体育館指導者付き一般公開
土曜日10時～12時

小学生以上の市民

回 20 人

郷土の森総合体育館スポーツ活動運営事業

事　業　名 回数 参加延人数

ジ
ュ

ニ
ア
ス
ポ
ー

ツ
教
室

新 体 操 5月～2月

柔 道 4月～3月

剣 道

体 操 夏休み期間

5月～2月

バ ド ミ ン ト ン 夏休み期間

卓 球 春休み期間

相 撲 4月～2月

初 心 者 4月～3月

幼 児 体 育 5月～2月

べビトレヨガ・親子体操

ソフトエクササ
イ ズ コ ー ス

4月～3月

協
働

春休み期間

高 学 年 4月～3月

中 学 年 4月～3月
府
中
ア
ス
レ

フットサル

低 学 年 4月～3月

リズム体操・木
曜 コ ー ス

4月～3月

月曜日の9時30分～10時40分・10時50分から正午
火・木・金・日曜日の10時～11時30分
月・水曜日の13時30分～15時
月曜日の19時～20時30分
１６歳以上の市民
ストレッチ・エアロビクス・ジャズダンス・ヨガ
リズム体操・トレーニングなど

エアロビクス・
月 曜 コ ー ス

4月～3月

サーキットトレー
ニ ン グ コ ー ス

4月～3月

ヨガ・女性コー
ス

4月～3月

エアロビクス・
日 曜 コ ー ス

4月～2月

60歳から
の健康づ
くり教室

火 曜 コ ー ス 4月～2月

成
人
の
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室

リズム体操・火
曜 コ ー ス

4月～2月

ジ ャ ズ ダ ン ス
コ ー ス

4月～3月

軽スポー
ツ教室

夏休み期間

火・水曜日15時30分～17時
金曜日13時30分～15時
60歳以上の市民
リズム体操・太極拳

水 曜 コ ー ス 4月～3月

金 曜 コ ー ス 4月～3月

土 曜 コ ー ス

卓 球 春休み期間

水 曜 コ ー ス
5月～2月

　　合　　　計　1種　　　　1コース

一般
公開
指導

な ぎ な た 5月～6月

木 曜 コ ー ス

　　合　　　計　8種　　30コース

夏のス
ポーツ教

室

火 曜 コ ー ス

ヨガ・一般コー
ス

4月～3月
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事　　業　　名 期　　間 対　象　・　内　容　な　ど

朝
日

歳からの健康づくり教室Ａ・Ｂ ４月～３月 60歳以上・リズム体操、練功十八法

歳からの健康づくり教室 ４月～３月 60歳以上・ストレッチ体操、腰痛予防体操

小 学 生 体 操 教 室 ４月～３月 小学生・集団ゲーム、トランポリンなどの器械運動

お 気 軽 エ ア ロ 教 室 ４月～３月 16歳以上・エアロビクス、筋力トレーニング、ストレッチ

シ ェ イ プ ア ッ プ 教 室 ４月～３月 18～60歳・ソフトエアロビクス、ストレッチ、筋力トレーニング

ストレッチ＆軽スポーツ教室 ４月～３月 18～60歳・ストレッチ、リズム体操、軽スポーツ

成 人 軽 ス ポ ー ツ 教 室 ４月～３月 18歳以上・ストレッチ、リズム体操、軽スポーツ

歳からの健康づくり教室 月・火 ４月～１２月 60歳以上・腰痛予防体操、ストレッチ（２コース）

リ ズ ム 体 操 教 室 ４月～１２月 18～60歳・ソフトエアロビクス、ストレッチ、筋力トレーニング

ス ポ ー ツ 教 室 ４月～１２月 18歳以上・ニュースポーツ、ストレッチ（２コース）

エ ア ロ ビ ク ス 教 室 ４月～１２月 16歳以上・エアロビクス、筋力トレーニング、ストレッチ

ジ ュ ニ ア ス ポ ー ツ 教 室 ４月～１２月 小学生・トランポリン運動、ニュースポーツ

リズム体操＆トレーニング教
室

４月～１２月 18歳以上・ソフトエアロビクス、ストレッチ、筋力トレーニング

ヨ ガ 教 室 ３月 18歳以上・ヨガ

歳からの健康づくり教室Ａ・Ｂ・金 ４月～３月 60歳以上・腰痛予防体操、ストレッチ（３コース）

栄 シ ェ イ プ ア ッ プ 教 室 ４月～３月 18～60歳・ソフトエアロビクス、ストレッチ、筋力トレーニング

ウォーキング＆トレーニング教室 ４月～３月 18～60歳・健康づくり体操、肩凝り・腰痛予防体操

町 成 人 体 力 づ く り 教 室 ４月～３月 18歳以上・体力づくり体操、軽スポーツ

こどもチャレンジスポーツ教室 ４月～３月 小学生・トランポリン、手具を使った運動、集団ゲーム

日 歳からの健康づくり教室 午前・午後 ４月～３月 60歳以上・ストレッチ、練功十八法（２コース）

リズム体操＆ストレッチ教室 ４月～３月 18～60歳・音楽を使った体操、ソフトエアロビクス

吉 小学生ニュースポーツ教室 ４月～３月 小学生・トランポリン、ニュースポーツ

歳からの健康づくり教室Ａ・Ｂ ４月～３月 60歳以上・柔軟体操、腰痛予防体操（２コース）

本 リ ズ ム ダ ン ス 教 室 ４月～３月 18～60歳の女性・リズムダンス、ストレッチ

エ ア ロ ビ ク ス 教 室 ４月～３月 16歳以上・簡単なエアロビクス、筋力トレーニング

宿 ジ ュ ニ ア ス ポ ー ツ 教 室 ４月～３月 小学生・基礎体力向上を目的とした運動、レクゲーム

シ ェ イ プ ア ッ プ 教 室 ４月～３月 18～60歳・リズム体操、筋力トレーニング、ストレッチ

歳からの健康づくり教室 ４月～１２月 60歳以上・練功十八法、ストレッチ体操

四 ソ フ ト エ ア ロ ビ ク ス 教 室 ４月～１２月 18～60歳・ソフトエアロビクス、筋力トレーニング

成 人 体 力 づ く り 教 室 ４月～１２月 18歳以上の方・リズム体操、ストレッチ、筋力トレーニング

谷 小 学 生 体 力 づ く り 教 室 ４月～１２月 小学生・トランポリン、手具を使った運動、集団ゲーム

リズム体操＆ストレッチ教室 ４月～１２月 18歳～60歳・リズム体操、筋力トレーニング、ストレッチ

ヨ ガ 教 室 ３月 18歳以上・ヨガ

　　合　　　計　３３事業　３９コース 回 人

押
　
　
　
立

参加延人数

地域体育館スポーツ活動事業

自主事業の概要

回　数

白
　
糸
　
台

5



事       業       名 実　施　日 会           場

陸上競技協会
第 回府中市陸上競技選手権兼野口栄治杯
争 奪 中 学 校 対 抗 陸 上 競 技 大 会

野球連盟

府 中 市 軟 式 野 球 競 技 大 会

学童野球連盟

令 和 年 度 学 童 野 球 府 中 選 手 権 大 会

ソフトボール連盟

令 和 年 度 春 季 ソ フ ト ボ ー ル 大 会

中学生軟式野球連盟
第 回 府 中 市 長 杯 春 季 大 会

サッカー連盟

府 中 市 サ ッ カ ー リ ー グ

ソフトテニス連盟

年 度 連 盟 個 人 戦

ゲートボール協会

第 回府中市ゲートボール親善大会

ターゲットバードゴルフ協会

第15回ターゲットバードゴルフ市民フェスタ

弓道連盟

初心者弓道体験教室

グラウンドゴルフ協会

府中市民グラウンド・ゴルフ親善大会

府中市総合型ｆスポーツクラブ

第16回ｆカップ玉入れ選手権大会

バレーボール連盟

第 回 連 盟 加 入 チ ー ム リ ー グ 戦

フットサル協会

第 回 府 中 市 フ ッ ト サ ル 大 会

ダンススポーツ連盟

新 春 ダ ン ス の 集 い

少年サッカー連盟

府中カップ少年サッカー大会

卓球連盟

第 回 府 中 市 長 杯 争 奪 卓 球 大 会

剣道連盟

令 和 年 度 府 中 市 剣 道 個 人 優 勝 大 会

水泳連盟

第 回 府 中 市 水 泳 記 録 会

バスケットボール連盟

府中市夏季オープン大会・審判講習会

スキー連盟

府 中 市 ス キ ー 講 習 会

バドミントン連盟

第 回府中市バドミントン総合選手権大会

綱引連盟

初 心 者 綱 引 き 教 室

庭球連盟

近 隣 市 親 善 試 合
ライフル射撃協会

第 回ビームライフル初心者夏季無料講習会

ジュニアスポーツ振興会バスケットボール部

第 回 府 中 市 ジ ュ ニ ア バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル 選 手 権 大 会

むさし府中青年会議所

第 回 わ ん ぱ く 相 撲 府 中 場 所

ハンドボール連盟

ハンドボール体験会（ミニ・ハンドボール教室）

クレー射撃連盟

府 中 市 ク レ ー 射 撃 連 盟 選 手 権

ゴルフ連盟

府 中 市 民 オ ー プ ン ゴ ル フ 大 会

7月16日～2月12日 地 域 体 育 館 他 人

9月23日

7月13日

大 月 ク レ ー 射 撃 場

相模湖カントリークラブ

人

人

5月9日

4月10日

  109チーム

   12チーム

調 布 基 地 跡 地
暫 定 少 年 サ ッ カ ー 場 他

人

市 民 陸 上 競 技 場

郷 土 の 森 サ ッ カ ー 場

1月21日～2月17日

5月14日～7月30日

市 民 球 場 他

郷 土 の 森 庭 球 場

   48チーム郷 土 の 森 サ ッ カ ー 場 他

是 政 ソ フ ト ボ ー ル 場

4月2日～7月17日

   33チーム

   9チーム

4月2日～5月7日

郷 土 の 森 第 一 野 球 場 他

4月9日～3月3日

4月2日～5月7日 郷 土 の 森 第 一 野 球 場

   23チーム

4月9日 　 

  122チーム 人

人

人

人

人

人

人

2月4日

人

体育関係団体主催事業（補助事業）

内　　容

郷 土 の 森 総 合 体 育 館
弓 道 場

4月1日～3月31日

郷 土 の 森 サ ッ カ ー 場5月20日

11月23日 白 糸 台 体 育 館 10チーム

郷 土 の 森 総 合 体 育 館
第 １ 体 育 室

7月2日 市 民 陸 上 競 技 場 49チーム 人

人

人

人

人

    合            計                   ３０　事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延

人

人

人

77チーム

市民活動センタープラッツ
バ ル ト ホ ー ル

人

1月6日～1月8日

1月7日

地 域 体 育 館 他 　191チーム

11月19日～12月3日 地 域 体 育 館    22チーム

5月21日 国司館と家康御殿史跡広場 人

人

1月20日 本 宿 体 育 館 人

1月5日～1月7日 菅 平 高 原 ス キ ー 場 人

5月28日～6月25日 地 域 体 育 館 他 10チーム 人

2月18日
郷 土 の 森 総 合 体 育 館
第 １ 体 育 室

人

5月28日
郷 土 の 森 総 合 体 育 館
第 １ 体 育 室

人

6月25日～7月9日 地 域 体 育 館 他 38チーム 人

8月20日 郷 土 の 森 総 合 体 育 館 人

2月18日 平 和 の 森 庭 球 場 2チーム 人

7月17日 郷 土 の 森 総 合 プ ー ル

体育館名 事    業    名 期         間 対      象

白 糸 台 サマーストレッチ広場 7月6日～7月20日 地 域 住 民

日 吉 サマーストレッチ広場 6月23日～7月7日 地 域 住 民

押 立 サマーストレッチ広場 6月20日～7月11日 地 域 住 民

栄 町 サマーストレッチ広場 7月3日～7月17日 地 域 住 民

本 宿 サマーストレッチ広場 7月10日～7月24日 地 域 住 民

四 谷 サマーストレッチ広場 7月5日～7月19日 地 域 住 民

回 人

体育館名 事    業    名 期         間 対      象

ファミリースポーツ広場 ４月  ～  ３月 地 域 住 民

成 人 ス ポ ー ツ 広 場 ４月  ～  ３月 地 域 住 民

押 立 ファミリースポーツ広場 ４月  ～  １１月 地 域 住 民

ファミリースポーツ広場 ４月  ～  ３月 地 域 住 民

成 人 ス ポ ー ツ 広 場 ４月  ～  ３月 地 域 住 民

ファミリースポーツ広場 ４月  ～  ３月 地 域 住 民

成 人 ス ポ ー ツ 広 場 ４月  ～  ３月 地 域 住 民

ファミリースポーツ広場 ４月  ～  １１月 地 域 住 民

成 人 ス ポ ー ツ 広 場 ４月  ～  １１月 地 域 住 民

回 人

夏休み指導者付き一般公開

参加延人数

参加延人数回  数

       合         計                   ６事業

回  数

指導者付き一般公開

       合         計                 　９事業

白 糸 台

栄 町

本 宿

四 谷

体育館名 事          業          名 実　施　日 対    象

白 糸 台 ニ ュ ー ス ポ ー ツ の つ ど い 6月10日（土） 人 地域住民

押 立 レ ク リ エ ー シ ョ ン の つ ど い 3月3日（日） 人 地域住民

栄 町 ニ ュ ー ス ポ ー ツ の つ ど い 3月10日（日） 人 地域住民

日 吉 地域運動会とラリーテニスのつどい 9月9日（土） 人 地域住民

本 宿 地 域 レ ク リ エ ー シ ョ ン の つ ど い 10月9日（祝） 人 地域住民

四 谷 レ ク リ エ ー シ ョ ン の つ ど い 3月9日（土） 人 地域住民

人

運 営 協 議 会 委 託 事 業

参加延人数

       合         計                 　6事業

6



事       業       名 実　施　日 会           場

陸上競技協会
第 回府中市陸上競技選手権兼野口栄治杯
争 奪 中 学 校 対 抗 陸 上 競 技 大 会

野球連盟

府 中 市 軟 式 野 球 競 技 大 会

学童野球連盟

令 和 年 度 学 童 野 球 府 中 選 手 権 大 会

ソフトボール連盟

令 和 年 度 春 季 ソ フ ト ボ ー ル 大 会

中学生軟式野球連盟
第 回 府 中 市 長 杯 春 季 大 会

サッカー連盟

府 中 市 サ ッ カ ー リ ー グ

ソフトテニス連盟

年 度 連 盟 個 人 戦

ゲートボール協会

第 回府中市ゲートボール親善大会

ターゲットバードゴルフ協会

第15回ターゲットバードゴルフ市民フェスタ

弓道連盟

初心者弓道体験教室

グラウンドゴルフ協会

府中市民グラウンド・ゴルフ親善大会

府中市総合型ｆスポーツクラブ

第16回ｆカップ玉入れ選手権大会

バレーボール連盟

第 回 連 盟 加 入 チ ー ム リ ー グ 戦

フットサル協会

第 回 府 中 市 フ ッ ト サ ル 大 会

ダンススポーツ連盟

新 春 ダ ン ス の 集 い

少年サッカー連盟

府中カップ少年サッカー大会

卓球連盟

第 回 府 中 市 長 杯 争 奪 卓 球 大 会

剣道連盟

令 和 年 度 府 中 市 剣 道 個 人 優 勝 大 会

水泳連盟

第 回 府 中 市 水 泳 記 録 会

バスケットボール連盟

府中市夏季オープン大会・審判講習会

スキー連盟

府 中 市 ス キ ー 講 習 会

バドミントン連盟

第 回府中市バドミントン総合選手権大会

綱引連盟

初 心 者 綱 引 き 教 室

庭球連盟

近 隣 市 親 善 試 合
ライフル射撃協会

第 回ビームライフル初心者夏季無料講習会

ジュニアスポーツ振興会バスケットボール部

第 回 府 中 市 ジ ュ ニ ア バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル 選 手 権 大 会

むさし府中青年会議所

第 回 わ ん ぱ く 相 撲 府 中 場 所

ハンドボール連盟

ハンドボール体験会（ミニ・ハンドボール教室）

クレー射撃連盟

府 中 市 ク レ ー 射 撃 連 盟 選 手 権

ゴルフ連盟

府 中 市 民 オ ー プ ン ゴ ル フ 大 会

7月16日～2月12日 地 域 体 育 館 他 人

9月23日

7月13日

大 月 ク レ ー 射 撃 場

相模湖カントリークラブ

人

人

5月9日

4月10日

  109チーム

   12チーム

調 布 基 地 跡 地
暫 定 少 年 サ ッ カ ー 場 他

人

市 民 陸 上 競 技 場

郷 土 の 森 サ ッ カ ー 場

1月21日～2月17日

5月14日～7月30日

市 民 球 場 他

郷 土 の 森 庭 球 場

   48チーム郷 土 の 森 サ ッ カ ー 場 他

是 政 ソ フ ト ボ ー ル 場

4月2日～7月17日

   33チーム

   9チーム

4月2日～5月7日

郷 土 の 森 第 一 野 球 場 他

4月9日～3月3日

4月2日～5月7日 郷 土 の 森 第 一 野 球 場

   23チーム

4月9日 　 

  122チーム 人

人

人

人

人

人

人

2月4日

人

体育関係団体主催事業（補助事業）

内　　容

郷 土 の 森 総 合 体 育 館
弓 道 場

4月1日～3月31日

郷 土 の 森 サ ッ カ ー 場5月20日

11月23日 白 糸 台 体 育 館 10チーム

郷 土 の 森 総 合 体 育 館
第 １ 体 育 室

7月2日 市 民 陸 上 競 技 場 49チーム 人

人

人

人

人

    合            計                   ３０　事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延

人

人

人

77チーム

市民活動センタープラッツ
バ ル ト ホ ー ル

人

1月6日～1月8日

1月7日

地 域 体 育 館 他 　191チーム

11月19日～12月3日 地 域 体 育 館    22チーム

5月21日 国司館と家康御殿史跡広場 人

人

1月20日 本 宿 体 育 館 人

1月5日～1月7日 菅 平 高 原 ス キ ー 場 人

5月28日～6月25日 地 域 体 育 館 他 10チーム 人

2月18日
郷 土 の 森 総 合 体 育 館
第 １ 体 育 室

人

5月28日
郷 土 の 森 総 合 体 育 館
第 １ 体 育 室

人

6月25日～7月9日 地 域 体 育 館 他 38チーム 人

8月20日 郷 土 の 森 総 合 体 育 館 人

2月18日 平 和 の 森 庭 球 場 2チーム 人

7月17日 郷 土 の 森 総 合 プ ー ル

体育館名 事    業    名 期         間 対      象

白 糸 台 サマーストレッチ広場 7月6日～7月20日 地 域 住 民

日 吉 サマーストレッチ広場 6月23日～7月7日 地 域 住 民

押 立 サマーストレッチ広場 6月20日～7月11日 地 域 住 民

栄 町 サマーストレッチ広場 7月3日～7月17日 地 域 住 民

本 宿 サマーストレッチ広場 7月10日～7月24日 地 域 住 民

四 谷 サマーストレッチ広場 7月5日～7月19日 地 域 住 民

回 人

体育館名 事    業    名 期         間 対      象

ファミリースポーツ広場 ４月  ～  ３月 地 域 住 民

成 人 ス ポ ー ツ 広 場 ４月  ～  ３月 地 域 住 民

押 立 ファミリースポーツ広場 ４月  ～  １１月 地 域 住 民

ファミリースポーツ広場 ４月  ～  ３月 地 域 住 民

成 人 ス ポ ー ツ 広 場 ４月  ～  ３月 地 域 住 民

ファミリースポーツ広場 ４月  ～  ３月 地 域 住 民

成 人 ス ポ ー ツ 広 場 ４月  ～  ３月 地 域 住 民

ファミリースポーツ広場 ４月  ～  １１月 地 域 住 民

成 人 ス ポ ー ツ 広 場 ４月  ～  １１月 地 域 住 民

回 人

夏休み指導者付き一般公開

参加延人数

参加延人数回  数

       合         計                   ６事業

回  数

指導者付き一般公開

       合         計                 　９事業

白 糸 台

栄 町

本 宿

四 谷

体育館名 事          業          名 実　施　日 対    象

白 糸 台 ニ ュ ー ス ポ ー ツ の つ ど い 6月10日（土） 人 地域住民

押 立 レ ク リ エ ー シ ョ ン の つ ど い 3月3日（日） 人 地域住民

栄 町 ニ ュ ー ス ポ ー ツ の つ ど い 3月10日（日） 人 地域住民

日 吉 地域運動会とラリーテニスのつどい 9月9日（土） 人 地域住民

本 宿 地 域 レ ク リ エ ー シ ョ ン の つ ど い 10月9日（祝） 人 地域住民

四 谷 レ ク リ エ ー シ ョ ン の つ ど い 3月9日（土） 人 地域住民

人

運 営 協 議 会 委 託 事 業

参加延人数

       合         計                 　6事業

7



施     設     名 開  設  期  間

4月 1日～12月28日
2月 18日～ 3月31日

4月 1日～12月28日
1月 4日～ 1月 8日
2月 3日～ 3月31日

是 政 地 区
ソフトボール場

調布基地跡地暫定
少年野球場

施     設     名 開  設  期  間

府 中 市 民
サ ッ カ ー 場
調布基地跡地暫定
少 年 サ ッ カ ー 場

３  陸 上 競 技 場

市内率

面

％ ％ 面

利用率

人 ％ ％

面 数

ｈ

 4月 1日～ 3月31日

利用者概数

人

２  サ ッ カ ー 場

利用時間数

      合         計

4月 1日～ 3月31日

ｈ

府中市民第二野球場

4月 1日～ 3月31日

府中朝日フットボールパー
ク（旧：朝日サッカー場）

     合          計

4月 1日～ 3月31日

是政地区一般野球場

4月 1日～ 3月31日

全期間休場

4月 1日～ 3月31日

同 上 ナ イ タ ー 4月 1日～11月30日

住 吉 地 区 野 球 場

府中市民第一野球場

※府中朝日フットボールパークはグラウンドのみ

体 育 施 設 の 利 用 状 況

利用者概数

同 上 ナ イ タ ー

利用時間数 面  数市内率利用率

１  野  球  場

 4月 1日～12月28日
 3月20日～ 3月31日

 4月 1日～12月28日

市 民 球 場

件 ｈ 人 ％

件 ｈ 人 ％

市民陸上競技場
4月1日～12月28日
1月4日～3月31日

総利用者

利用者数

人 人

個    人

(市内)13,355

(市外)27,270

団体市内率
施    設    名

団体件数・時間（延）
開  設  期  間

概   数

貸切利用者概数

団体利用者概数

貸切市内率貸切件数・時間（延）

全国大会等出場補助事業

事　　　　　業　　　　　名 会　場
ＭＩＺＵＮＯ ＢＡＳＥＢＡＬＬ ＤＲＥＡＭ ＣＵＰ
Ｊｒ Ｔ 全国大会 熊本ラウン

ド
7月28日 ～ 31日 熊本県

市民（小学生・
男子）

人

第36回全国小学生ハンドボール大会 8月2日 ～ 6日 京都府
市民（小学生・
男子）

人

全国ホープス東日本ブロック卓球大会 8月5日 ～ 6日 三重県
市民（小学生・
男子）

人

第65回小学生・中学生全国空手道選手権大会 8月5日 ～ 6日 福岡県
市民（小学生・
男子）

人

第65回小学生・中学生全国空手道選手権大会 8月5日 ～ 6日 福岡県
市民（中学生・
男子）

人

第65回小学生・中学生全国空手道選手権大会 8月5日 ～ 6日 福岡県
市民（中学生・
男子）

人

第65回小学生・中学生全国空手道選手権大会 8月5日 ～ 6日 福岡県
市民（中学生・
女子）

人

第65回小学生・中学生全国空手道選手権大会 8月5日 ～ 6日 福岡県
市民（中学生・
女子）

人

2023年第13回全日本少年軟式野球クラブチーム
選抜大会（びわこカップ)

8月12日 ～ 14日 滋賀県
市民（中学生・
男子）

人

第63回全国中学校水泳競技大会 8月17日 ～ 18日 香川県
市民（中学生・
女子）

人

第63回全国中学校水泳競技大会 8月17日 ～ 18日 香川県
市民（中学生・
女子）

人

第39回関東少年少女ハンドボール大会 10月21日 ～ 22日 千葉県
市民（小学生・
男子）

人

第47回関東地区空手道選手権大会 群馬県
市民（中学生・
女子）

人

２０２３年全日本卓球選手権大会　カデットの部 11月3日 ～ 5日 徳島県
市民（中学生・
女子）

人

第12回関東少年少女空手道選手権大会 11月11日 ～ 12日 千葉県
市民（小学生・
男子）

人

第47回関東地区空手道選手権大会 群馬県
市民（小学生・
女子）

人

第47回関東地区空手道選手権大会 群馬県
市民（中学生・
男子）

人

第32回U-15　ジュニアセレクトカップハンド
ボール大会

12月23日 ～ 27日 徳島県
市民（中学生・
男子）

人

第32回U-15　ジュニアセレクトカップハンド
ボール大会

12月23日 ～ 27日 徳島県
市民（中学生・
男子）

人

表彰関係

内　　　　　　容実　施　日

回　　合　　　　計　　　 人延

10月29日

10月29日

10月29日

月 日 表 彰 名 被 表 彰 者 表 彰 者

東 京 都 体 育 協 会 表 彰

（ 生 涯 ス ポ ー ツ 功 労 者 ）

東 京 都 体 育 協 会 表 彰

（ 生 涯 ス ポ ー ツ 優 良 団 体 ）

東京都市町村体育協会連合会表彰

（ 功 労 者 表 彰 ）

東 京 都 ス ポ ー ツ 功 労 賞

（ ス ポ ー ツ 功 労 者 ）

東 京 都 ス ポ ー ツ 功 労 賞

（ ス ポ ー ツ 功 労 団 体 ）

府 中 市 剣 道
連 盟

東京都市町村体育協会連合会曽 我 祥 信7月8日

5月7日 岩 間 和 男 （公財）東京都体育協会

5月7日 （公財）東京都体育協会

山 中 久

東京都
府 中 市 なぎ なた
連 盟

11月3日

11月3日 東京都
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施     設     名 開  設  期  間

4月 1日～12月28日
2月 18日～ 3月31日

4月 1日～12月28日
1月 4日～ 1月 8日
2月 3日～ 3月31日

是 政 地 区
ソフトボール場

調布基地跡地暫定
少年野球場

施     設     名 開  設  期  間

府 中 市 民
サ ッ カ ー 場
調布基地跡地暫定
少 年 サ ッ カ ー 場

３  陸 上 競 技 場

市内率

面

％ ％ 面

利用率

人 ％ ％

面 数

ｈ

 4月 1日～ 3月31日

利用者概数

人

２  サ ッ カ ー 場

利用時間数

      合         計

4月 1日～ 3月31日

ｈ

府中市民第二野球場

4月 1日～ 3月31日

府中朝日フットボールパー
ク（旧：朝日サッカー場）

     合          計

4月 1日～ 3月31日

是政地区一般野球場

4月 1日～ 3月31日

全期間休場

4月 1日～ 3月31日

同 上 ナ イ タ ー 4月 1日～11月30日

住 吉 地 区 野 球 場

府中市民第一野球場

※府中朝日フットボールパークはグラウンドのみ

体 育 施 設 の 利 用 状 況

利用者概数

同 上 ナ イ タ ー

利用時間数 面  数市内率利用率

１  野  球  場

 4月 1日～12月28日
 3月20日～ 3月31日

 4月 1日～12月28日

市 民 球 場

件 ｈ 人 ％

件 ｈ 人 ％

市民陸上競技場
4月1日～12月28日
1月4日～3月31日

総利用者

利用者数

人 人

個    人

(市内)13,355

(市外)27,270

団体市内率
施    設    名

団体件数・時間（延）
開  設  期  間

概   数

貸切利用者概数

団体利用者概数

貸切市内率貸切件数・時間（延）

全国大会等出場補助事業

事　　　　　業　　　　　名 会　場
ＭＩＺＵＮＯ ＢＡＳＥＢＡＬＬ ＤＲＥＡＭ ＣＵＰ
Ｊｒ Ｔ 全国大会 熊本ラウン

ド
7月28日 ～ 31日 熊本県

市民（小学生・
男子）

人

第36回全国小学生ハンドボール大会 8月2日 ～ 6日 京都府
市民（小学生・
男子）

人

全国ホープス東日本ブロック卓球大会 8月5日 ～ 6日 三重県
市民（小学生・
男子）

人

第65回小学生・中学生全国空手道選手権大会 8月5日 ～ 6日 福岡県
市民（小学生・
男子）

人

第65回小学生・中学生全国空手道選手権大会 8月5日 ～ 6日 福岡県
市民（中学生・
男子）

人

第65回小学生・中学生全国空手道選手権大会 8月5日 ～ 6日 福岡県
市民（中学生・
男子）

人

第65回小学生・中学生全国空手道選手権大会 8月5日 ～ 6日 福岡県
市民（中学生・
女子）

人

第65回小学生・中学生全国空手道選手権大会 8月5日 ～ 6日 福岡県
市民（中学生・
女子）

人

2023年第13回全日本少年軟式野球クラブチーム
選抜大会（びわこカップ)

8月12日 ～ 14日 滋賀県
市民（中学生・
男子）

人

第63回全国中学校水泳競技大会 8月17日 ～ 18日 香川県
市民（中学生・
女子）

人

第63回全国中学校水泳競技大会 8月17日 ～ 18日 香川県
市民（中学生・
女子）

人

第39回関東少年少女ハンドボール大会 10月21日 ～ 22日 千葉県
市民（小学生・
男子）

人

第47回関東地区空手道選手権大会 群馬県
市民（中学生・
女子）

人

２０２３年全日本卓球選手権大会　カデットの部 11月3日 ～ 5日 徳島県
市民（中学生・
女子）

人

第12回関東少年少女空手道選手権大会 11月11日 ～ 12日 千葉県
市民（小学生・
男子）

人

第47回関東地区空手道選手権大会 群馬県
市民（小学生・
女子）

人

第47回関東地区空手道選手権大会 群馬県
市民（中学生・
男子）

人

第32回U-15　ジュニアセレクトカップハンド
ボール大会

12月23日 ～ 27日 徳島県
市民（中学生・
男子）

人

第32回U-15　ジュニアセレクトカップハンド
ボール大会

12月23日 ～ 27日 徳島県
市民（中学生・
男子）

人

表彰関係

内　　　　　　容実　施　日

回　　合　　　　計　　　 人延

10月29日

10月29日

10月29日

月 日 表 彰 名 被 表 彰 者 表 彰 者

東 京 都 体 育 協 会 表 彰

（ 生 涯 ス ポ ー ツ 功 労 者 ）

東 京 都 体 育 協 会 表 彰

（ 生 涯 ス ポ ー ツ 優 良 団 体 ）

東京都市町村体育協会連合会表彰

（ 功 労 者 表 彰 ）

東 京 都 ス ポ ー ツ 功 労 賞

（ ス ポ ー ツ 功 労 者 ）

東 京 都 ス ポ ー ツ 功 労 賞

（ ス ポ ー ツ 功 労 団 体 ）

府 中 市 剣 道
連 盟

東京都市町村体育協会連合会曽 我 祥 信7月8日

5月7日 岩 間 和 男 （公財）東京都体育協会

5月7日 （公財）東京都体育協会

山 中 久

東京都
府 中 市 なぎ なた
連 盟

11月3日

11月3日 東京都
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市 民 プ ー ル  7月15日～ 8月27日

同 上 ナ イ タ ー  8月 1日～ 8月20日

美好水遊び広場  7月15日～ 8月27日

総 合 プ ー ル  7月15日～ 8月31日

西 府 プ ー ル  7月15日～ 8月27日

合       計 日 人 人 人 人 ％

合       計 クラブ 回 ｈ 人 面

７  運動広場

新 町 ゲ ー ト ボ ー ル 場

白 糸 台 北 公 園 ゲ ー ト ボ ー ル 場

５  プ  ー  ル  等

ク　ラ　ブ　数施　　　　　　設　　　　　　名

６　ゲートボール場

施   設   名 開  設  期  間
開  催

面   数

西 府 ゲ ー ト ボ ー ル 場

概 　 数

利　　用 利 用 者

時 間 数

日  数 お と な

利用回数

高 校 生

利　用　者　数
利用者総数 市 内 率

こ ど も

ｈ 人 ％ ％

4月1日～3月31日小柳町運動広場

合　　　計

是 政 運 動 広場 4月1日～3月31日

施　設　名 市内率利用率利用時間 利用者概数開　　設　　期　　間

施   設   名 開   設   期   間 構造・面数

寿 町 庭 球 場 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝２面

同 上 ナ イ タ ー 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝４面

武 蔵 台 庭 球 場 4月 1日～ 2月29日 ク レ ー ３ 面

同 上 ナ イ タ ー 4月 1日～11月30日 ク レ ー ３ 面

小 柳 庭 球 場 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝５面

同 上 ナ イ タ ー 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝４面

押 立 庭 球 場 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝２面

四 谷 庭 球 場 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝２面

栄 町 庭 球 場 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝２面

同 上 ナ イ タ ー 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝２面

住 吉 庭 球 場 4月 1日～3月31日 砂入り人工芝２面

若 松 庭 球 場 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝２面

西 府 庭 球 場 4月 1日～ 3月31日 ハ ー ド ２ 面

紅 葉 丘 庭 球 場 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝２面

日新第二庭球場 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝２面

紅葉丘第二庭球場 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝１面

平和の森庭球場 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝２面

同 上 ナ イ タ ー 4月 1日～ 3月31日 砂入り人工芝２面

ｈ 人 ％ ％ 14ケ所33面（ナイター15面）

テニスクラブ登録数  ……   ２６３クラブ（会員数２,８８２人）

テニス個人登録者数　……  ２１,３８２人（うち、市外 ３,０１７人）

4月 1日～ 3月31日

   合        計

４  庭  球  場

砂入り人工芝４面

市内率利用時間数 利用者概数 利用率

府中市民庭球場
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市 民 プ ー ル  7月15日～ 8月27日

同 上 ナ イ タ ー  8月 1日～ 8月20日

美好水遊び広場  7月15日～ 8月27日

総 合 プ ー ル  7月15日～ 8月31日

西 府 プ ー ル  7月15日～ 8月27日

合       計 日 人 人 人 人 ％

合       計 クラブ 回 ｈ 人 面

７  運動広場

新 町 ゲ ー ト ボ ー ル 場

白 糸 台 北 公 園 ゲ ー ト ボ ー ル 場

５  プ  ー  ル  等

ク　ラ　ブ　数施　　　　　　設　　　　　　名

６　ゲートボール場

施   設   名 開  設  期  間
開  催

面   数

西 府 ゲ ー ト ボ ー ル 場

概 　 数

利　　用 利 用 者

時 間 数

日  数 お と な

利用回数

高 校 生

利　用　者　数
利用者総数 市 内 率

こ ど も

ｈ 人 ％ ％

4月1日～3月31日小柳町運動広場

合　　　計

是 政 運 動 広場 4月1日～3月31日

施　設　名 市内率利用率利用時間 利用者概数開　　設　　期　　間
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（２）地域体育施設スポーツ利用状況

　　地域体育館

人 人 人 人

人 件 件 件
人

（ お と な ） 貸　　　　　　　切
自 主 事 業

（ こ ど も ）

人

合　　　計 体　育　室 会　議　室

押 立

四 谷

人

日 吉

合 計

施 設 名 利用者総数 　一般公開

本 宿

白 糸 台

栄 町

（１）総合体育館

     利用者数

第 １ 体 育 室

第 ２ 体 育 室

第 １ 武 道 場

第 ２ 武 道 場

卓 球 室

相 撲 場

弓 道 場

ラ イ フ ル 場

レクリエーション
ホ ー ル

ト レ ー ニ ン グ 室

幼 児 室

第１会議室・研修室

第 ２ 会 議 室

ミ ー テ ィ ン グ 室

合 計 人 人 人 人 人 人

８  体    育    館

施    設    名 利用者総数 一般公開 貸    切
一 般 公 開 内 訳

お  と  な こ　ど　も

－ －

－

－

－

自主事業

－

－ － －－

－ － －

－ － －

－

－
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（２）地域体育施設スポーツ利用状況

　　地域体育館

人 人 人 人

人 件 件 件
人

（ お と な ） 貸　　　　　　　切
自 主 事 業

（ こ ど も ）

人

合　　　計 体　育　室 会　議　室

押 立

四 谷

人

日 吉

合 計

施 設 名 利用者総数 　一般公開

本 宿

白 糸 台

栄 町

（１）総合体育館

     利用者数

第 １ 体 育 室

第 ２ 体 育 室

第 １ 武 道 場

第 ２ 武 道 場

卓 球 室

相 撲 場

弓 道 場

ラ イ フ ル 場

レクリエーション
ホ ー ル

ト レ ー ニ ン グ 室

幼 児 室

第１会議室・研修室

第 ２ 会 議 室

ミ ー テ ィ ン グ 室

合 計 人 人 人 人 人 人

８  体    育    館

施    設    名 利用者総数 一般公開 貸    切
一 般 公 開 内 訳

お  と  な こ　ど　も

－ －

－

－

－

自主事業

－

－ － －－

－ － －

－ － －

－

－
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２　体育館・武道場

　⑴　小学校

学 校 名 ク ラ ブ 数
延 べ
開放 日数

延 べ
利用 人数

１日 平均
利用 人数

府中第一小学校

府中第二小学校

府中第三小学校

府中第四小学校

府中第五小学校

府中第六小学校

府中第七小学校

府中第八小学校

府中第九小学校

府中第十小学校

武蔵台小学校

住吉小学校

新町小学校

本宿小学校

白糸台小学校

矢崎小学校

若松小学校

小柳小学校

南白糸台小学校

四谷小学校

南町小学校

日新小学校

小計（２２校）

　⑵　中学校

学 校 名 クラ ブ数
延 べ
開放 日数

延 べ
利用 人数

１日 平均
利用 人数

府中第一中学校

府中第二中学校

府中第三中学校

府中第四中学校

府中第五中学校

府中第六中学校

府中第七中学校

府中第八中学校

府中第九中学校

府中第十中学校

浅間中学校

小計（１１校）

１　校庭

学 校 名 クラ ブ数
延 べ
開放 日数

延 べ
利用 人数

１日 平均
利用 人数

府中第一小学校

府中第二小学校

府中第三小学校

府中第四小学校

府中第五小学校

府中第六小学校

府中第七小学校

府中第八小学校

府中第九小学校

府中第十小学校

武蔵台小学校

住吉小学校

新町小学校

本宿小学校

白糸台小学校

矢崎小学校

若松小学校

小柳小学校

南白糸台小学校

四谷小学校

南町小学校

日新小学校

府中第一中学校

府中第二中学校

府中第七中学校

府中第九中学校

合計（２６校）

（種目別クラブ数）

サッカー クラブ

フットサル クラブ

野球 クラブ

ソフトボール クラブ

グラウンドゴルフ クラブ

陸上 クラブ

合計 クラブ

学校開放利用状況

1 4



２　体育館・武道場

　⑴　小学校

学 校 名 ク ラ ブ 数
延 べ
開放 日数

延 べ
利用 人数

１日 平均
利用 人数

府中第一小学校

府中第二小学校

府中第三小学校

府中第四小学校

府中第五小学校

府中第六小学校

府中第七小学校

府中第八小学校

府中第九小学校

府中第十小学校

武蔵台小学校

住吉小学校

新町小学校

本宿小学校

白糸台小学校

矢崎小学校

若松小学校

小柳小学校

南白糸台小学校

四谷小学校

南町小学校

日新小学校

小計（２２校）

　⑵　中学校

学 校 名 クラ ブ数
延 べ
開放 日数

延 べ
利用 人数

１日 平均
利用 人数

府中第一中学校

府中第二中学校

府中第三中学校

府中第四中学校

府中第五中学校

府中第六中学校

府中第七中学校

府中第八中学校

府中第九中学校

府中第十中学校

浅間中学校

小計（１１校）

１　校庭

学 校 名 クラ ブ数
延 べ
開放 日数

延 べ
利用 人数

１日 平均
利用 人数

府中第一小学校

府中第二小学校

府中第三小学校

府中第四小学校

府中第五小学校

府中第六小学校

府中第七小学校

府中第八小学校

府中第九小学校

府中第十小学校

武蔵台小学校

住吉小学校

新町小学校

本宿小学校

白糸台小学校

矢崎小学校

若松小学校

小柳小学校

南白糸台小学校

四谷小学校

南町小学校

日新小学校

府中第一中学校

府中第二中学校

府中第七中学校

府中第九中学校

合計（２６校）

（種目別クラブ数）

サッカー クラブ

フットサル クラブ

野球 クラブ

ソフトボール クラブ

グラウンドゴルフ クラブ

陸上 クラブ

合計 クラブ

学校開放利用状況

1 5



竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（1950年）　昭和25年11月 町 営 野 球 場 敷地18,804㎡、両翼91ｍ、中堅112ｍ

11月 町 営 陸 上 競 技 場 敷地13,263㎡、３種公認

（1954年）　昭和29年 4月 市 営 野 球 場 昭和29年市制施行により改称

4月 市 営 陸 上 競 技 場 市制施行により市営陸上競技場と改称

4月 市 営 プ ー ル 市制施行により市営プールと改称

（1955年）　昭和30年 6月 市 営 庭 球 場 敷地1,424.50㎡　クレーコート２面

（1961年）　昭和36年 7月 市 営 徒 渉 プ ー ル 敷地1,130㎡　幼児子供用プール

（1968年）　昭和43年10月 市 民 健 康 セ ン タ ー 野 球 場 敷地17,298㎡、一般４面、多摩川河川敷内

（1969年）　昭和44年 6月 市民健康センター少年野球場 敷地12,423㎡、４面、河川敷内

7月 市 民 健 康 セ ン タ ー 庭 球 場 3,840㎡クレーコート４面　バレーボール兼用、河川敷内

10月 市民健康センターサッカー場 面積14,944㎡、陸上競技場（400ｍ）兼用、河川敷内

（1970年）　昭和45年 7月 武 蔵 台 公 園 庭 球 場 面積2,045.67㎡、クレーコート３面

7月 市 営 プ ー ル 夜 間 照 明 照明燈６基

（1971年）　昭和46年 4月 市 営 野 球 場 夜 間 照 明 照明燈６基

6月 市 立 総 合 体 育 館
延建築面積5,827.3㎡、主競技場1,512㎡
観客席952、柔・剣道場375㎡、弓道場438㎡

6月 市 立 総 合 体 育 館 トレーニング場87㎡

7月 健 康 セ ン タ ー 総 合 プ ー ル 9,050㎡、競泳用50ｍ公認プール、流水、幼児プール併設

（1972年）　昭和47年 2月 市 営 庭 球 場 全天候型、改修、２面

5月 市 立 朝 日 体 育 館 延床面積415.589㎡、体育室、指導室

（1973年）　昭和48年 4月 美 好 町 公 園 児 童 プ ー ル 市営徒渉プールを美好町公園プールと改称

4月 い こ い の 森 面積21,600㎡、管理所、休憩所、便所等設置

6月 多 摩 川 緑 地 野 球 場 8,112㎡、主としてソフトボール場に使用、２面、河川敷内

9月 多 摩 川 緑 地 運 動 場 3,168㎡、当初の運動場をゲートボールに転用その自由広場、河川敷内

9月 市 営 グ ラ ウ ン ド 管 理 所 会議室、和室、更衣室

（1976年）　昭和51年 4月 旧関東村・調布飛行場暫定使用グラウンド 都有地借用、少年野球場兼ソフトボール場、面積76,433㎡

7月 小 柳 公 園 プ ー ル
昭和57年小柳プールと改称、1,164㎡、水深１ｍ、
昭和58年幼児プール併設

8月
旧 関 東 村 飛 行 場
暫 定 使 用 グ ラ ウ ン ド

面積1,268㎡、１面

（1977年）　昭和52年 4月 小 柳 公 園 庭 球 場 面積3,430㎡、オールウェザー２面

11月
旧 関 東 村 飛 行 場 跡 地
暫 定 使 用 Ａ 地 区

少年野球場、少年サッカー場

（1979年）　昭和54年 3月 市 営 プ ー ル 面積278.373㎡、管理所改築工事

4月 押 立 公 園 庭 球 場 面積1,389.48㎡、オールウェザー２面

（1980年）　昭和55年 4月 住 吉 野 球 場 面積13,870.94㎡　２面

4月 是 政 地 区 野 球 場 面積14,548.40㎡　２面

5月 四 谷 公 園 庭 球 場 面積1,785.97㎡、オールウェザー２面

（1981年）　昭和56年 3月 市 営 庭 球 場 面積1,424.50㎡、オールウェザー２面

5月 小柳公園庭球場（ナイター） 面積3,430㎡、オールウェザー４面、夜間照明設置

（1982年）　昭和57年 4月 小 柳 庭 球 場 小柳庭球場と改称

4月 四 谷 庭 球 場 四谷庭球場と改称

4月 押 立 庭 球 場 押立庭球場と改称

府 中 市 体 育 施 設 等 整 備 の 経 過【体育館・武道場合計】

開 放 校 数 ク ラ ブ 数 種 目 数
延 べ

開 放 日 数
延 べ

利 用 人 数
１ 日 平 均
利 用 人 数

＜種目別クラブ数＞

フットサル クラブ

サッカー クラブ

野球 クラブ

バスケットボール クラブ

ミニバスケットボール クラブ

バレーボール クラブ

ソフトバレーボール クラブ

バドミントン クラブ

インディアカ クラブ

ラリーテニス クラブ

テニス クラブ

ネオホッケー クラブ

ハンドボール クラブ

フロアボール クラブ

軽スポーツ クラブ

新体操 クラブ

体操 クラブ

器械体操 クラブ

ダンス(チア含む） クラブ

卓球 クラブ

剣道 クラブ

空手道 クラブ

太極拳 クラブ

合気道 クラブ

居合道 クラブ

相撲 クラブ

なぎなた クラブ

トレーニング クラブ

合計 クラブ

※１クラブで複数種目のところがあるので合計が一致しない

３　プール

学校名
延べ開放日

数
延べ利用人

数
１日平均利

用人数

府中第十小学校

府中第十中学校

合計

1 6



竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（1950年）　昭和25年11月 町 営 野 球 場 敷地18,804㎡、両翼91ｍ、中堅112ｍ

11月 町 営 陸 上 競 技 場 敷地13,263㎡、３種公認

（1954年）　昭和29年 4月 市 営 野 球 場 昭和29年市制施行により改称

4月 市 営 陸 上 競 技 場 市制施行により市営陸上競技場と改称

4月 市 営 プ ー ル 市制施行により市営プールと改称

（1955年）　昭和30年 6月 市 営 庭 球 場 敷地1,424.50㎡　クレーコート２面

（1961年）　昭和36年 7月 市 営 徒 渉 プ ー ル 敷地1,130㎡　幼児子供用プール

（1968年）　昭和43年10月 市 民 健 康 セ ン タ ー 野 球 場 敷地17,298㎡、一般４面、多摩川河川敷内

（1969年）　昭和44年 6月 市民健康センター少年野球場 敷地12,423㎡、４面、河川敷内

7月 市 民 健 康 セ ン タ ー 庭 球 場 3,840㎡クレーコート４面　バレーボール兼用、河川敷内

10月 市民健康センターサッカー場 面積14,944㎡、陸上競技場（400ｍ）兼用、河川敷内

（1970年）　昭和45年 7月 武 蔵 台 公 園 庭 球 場 面積2,045.67㎡、クレーコート３面

7月 市 営 プ ー ル 夜 間 照 明 照明燈６基

（1971年）　昭和46年 4月 市 営 野 球 場 夜 間 照 明 照明燈６基

6月 市 立 総 合 体 育 館
延建築面積5,827.3㎡、主競技場1,512㎡
観客席952、柔・剣道場375㎡、弓道場438㎡

6月 市 立 総 合 体 育 館 トレーニング場87㎡

7月 健 康 セ ン タ ー 総 合 プ ー ル 9,050㎡、競泳用50ｍ公認プール、流水、幼児プール併設

（1972年）　昭和47年 2月 市 営 庭 球 場 全天候型、改修、２面

5月 市 立 朝 日 体 育 館 延床面積415.589㎡、体育室、指導室

（1973年）　昭和48年 4月 美 好 町 公 園 児 童 プ ー ル 市営徒渉プールを美好町公園プールと改称

4月 い こ い の 森 面積21,600㎡、管理所、休憩所、便所等設置

6月 多 摩 川 緑 地 野 球 場 8,112㎡、主としてソフトボール場に使用、２面、河川敷内

9月 多 摩 川 緑 地 運 動 場 3,168㎡、当初の運動場をゲートボールに転用その自由広場、河川敷内

9月 市 営 グ ラ ウ ン ド 管 理 所 会議室、和室、更衣室

（1976年）　昭和51年 4月 旧関東村・調布飛行場暫定使用グラウンド 都有地借用、少年野球場兼ソフトボール場、面積76,433㎡

7月 小 柳 公 園 プ ー ル
昭和57年小柳プールと改称、1,164㎡、水深１ｍ、
昭和58年幼児プール併設

8月
旧 関 東 村 飛 行 場
暫 定 使 用 グ ラ ウ ン ド

面積1,268㎡、１面

（1977年）　昭和52年 4月 小 柳 公 園 庭 球 場 面積3,430㎡、オールウェザー２面

11月
旧 関 東 村 飛 行 場 跡 地
暫 定 使 用 Ａ 地 区

少年野球場、少年サッカー場

（1979年）　昭和54年 3月 市 営 プ ー ル 面積278.373㎡、管理所改築工事

4月 押 立 公 園 庭 球 場 面積1,389.48㎡、オールウェザー２面

（1980年）　昭和55年 4月 住 吉 野 球 場 面積13,870.94㎡　２面

4月 是 政 地 区 野 球 場 面積14,548.40㎡　２面

5月 四 谷 公 園 庭 球 場 面積1,785.97㎡、オールウェザー２面

（1981年）　昭和56年 3月 市 営 庭 球 場 面積1,424.50㎡、オールウェザー２面

5月 小柳公園庭球場（ナイター） 面積3,430㎡、オールウェザー４面、夜間照明設置

（1982年）　昭和57年 4月 小 柳 庭 球 場 小柳庭球場と改称

4月 四 谷 庭 球 場 四谷庭球場と改称

4月 押 立 庭 球 場 押立庭球場と改称

府 中 市 体 育 施 設 等 整 備 の 経 過【体育館・武道場合計】

開 放 校 数 ク ラ ブ 数 種 目 数
延 べ

開 放 日 数
延 べ

利 用 人 数
１ 日 平 均
利 用 人 数

＜種目別クラブ数＞

フットサル クラブ

サッカー クラブ

野球 クラブ

バスケットボール クラブ

ミニバスケットボール クラブ

バレーボール クラブ

ソフトバレーボール クラブ

バドミントン クラブ

インディアカ クラブ

ラリーテニス クラブ

テニス クラブ

ネオホッケー クラブ

ハンドボール クラブ

フロアボール クラブ

軽スポーツ クラブ

新体操 クラブ

体操 クラブ

器械体操 クラブ

ダンス(チア含む） クラブ

卓球 クラブ

剣道 クラブ

空手道 クラブ

太極拳 クラブ

合気道 クラブ

居合道 クラブ

相撲 クラブ

なぎなた クラブ

トレーニング クラブ

合計 クラブ

※１クラブで複数種目のところがあるので合計が一致しない

３　プール

学校名
延べ開放日

数
延べ利用人

数
１日平均利

用人数

府中第十小学校

府中第十中学校

合計

1 7



竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（1987年）　昭和62年 4月 日 新 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積646㎡　１面

6月 紅 葉 丘 第 二 庭 球 場 面積1,856.83㎡　人工芝２面

6月 健 康 セ ン タ ー 第 二 野 球 場 面積17,298㎡　４面　一般野球場を第二球場と改称

7月 健 康 セ ン タ ー 第 一 野 球 場 ナイター照明設置

7月 健 康 セ ン タ ー 庭 球 場 ナイター照明設置

10月 本 宿 体 育 館 延床面積1,399.626㎡、体育室827.458㎡、クラブ室、会議室

（1988年）　昭和63年 3月 南 白 糸 台 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積575.95㎡　１面

5月 総 合 体 育 館
増改築により第２体育室、ライフル場、相撲場、
レクリエーション等一部開設

6月 美 好 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積392㎡　１面

10月 総 合 体 育 館
延建築面積5,827.3㎡が13,226㎡、第１体育室の
改修終わり全館完成

10月 浅 間 庭 球 場 廃止

10月 浅 間 第 二 庭 球 場 廃止

10月 浅 間 少 年 野 球 場 廃止

（1989年）　平成元年 4月 是 政 運 動 広 場 面積10,181.28㎡

4月 平 和 の 森 庭 球 場 面積1,885㎡　砂入り人工芝２面

4月 矢 崎 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積2,191㎡　２面

8月 寿 町 庭 球 場 砂入り人工芝２面

（1990年）　平成 2年 4月 栄 町 庭 球 場 ナイター照明設置

（1991年）　平成 3年 7月 美 好 水 遊 び 広 場 美好児童プールを美好水遊び広場と改称1,130㎡

8月 四 谷 庭 球 場 砂入り人工芝２面

10月 若 松 庭 球 場 砂入り人工芝２面

12月 矢 崎 ゲ ー ト ボ ー ル 場 廃止

（1992年）　平成 4年12月 市 民 ア イ ス ス ケ ー ト 場
総合プール内流水プール上に組立式、
リンク一周142ｍ　面積1,805㎡

（1993年）　平成 5年 4月 市 民 球 場 スコアボード全面自動化

 4月 是 政 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積1,493㎡　２面

（1994年）　平成 6年 3月 健 康 セ ン タ ー サ ッ カ ー 場 １面を２面に改修

4月 平 和 の 森 庭 球 場 ナイター照明設置

4月 小 柳 庭 球 場 Ａ面、Ｂ面　砂入り人工芝

（1995年）　平成 7年 4月 小 柳 庭 球 場 Ｃ面、Ｄ面　砂入り人工芝

11月 日 新 小 校 庭 （ 学 校 開 放 ） ナイター照明設置

（1996年）　平成 8年 3月 市 民 プ ー ル スロープ部段差、スロープ化手摺設置

3月 栄 町 庭 球 場 砂入り人工芝２面に改修

3月 日 新 第 二 庭 球 場 砂入り人工芝２面に改修

3月 紅 葉 丘 庭 球 場 砂入り人工芝２面に改修

8月 一中・二中校庭（学校開放） ナイター照明設置

12月 栄 町 ・ 押 立 体 育 館 高天井用器具昇降装置を設置

（1997年）　平成 9年 2月 市 民 陸 上 競 技 場 市民陸上競技場を福祉の整備計画に基づき階段手摺設置

2月 市 民 球 場 市民球場を福祉の整備計画に基づき階段手摺設置

3月 小 柳 プ ー ル
プールサイドのコンクリート平板を撤去し、ウレタン
防水（ノンスリップ）に改修

6月 市 民 陸 上 競 技 場 走り幅跳び用助走路ウレタン切削改修

竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（1982年）　昭和57年 4月 美 好 児 童 プ ー ル 美好児童プールと改称

4月 寿 町 庭 球 場 市営庭球場を寿町庭球場と改称

4月 武 蔵 台 庭 球 場 武蔵台公園庭球場を武蔵台庭球場と改称

4月 市 民 陸 上 競 技 場 市営陸上競技場を市民陸上競技場と改称

5月 栄 町 庭 球 場 面積1,150㎡、オールウェザー２面

7月 市 民 球 場 全面改修、内外野スタンド、収容約１万人

7月 浅 間 庭 球 場 面積2,714㎡、オールウェザー２面

7月 武 蔵 台 庭 球 場 ナイター用照明設置

10月 清水が丘地区ゲートボール場 面積828㎡　１面

11月 旧関東村Ｃ地区ゲートボール場 面積1,508㎡　１面、クラブ室

（1983年）　昭和58年 3月 西 府 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積909.40㎡　１面

4月 浅 間 第 二 庭 球 場 面積2,169㎡　オールウェザー２面

4月 浅 間 少 年 野 球 場 面積12,521㎡　少年野球場２面

6月 小 柳 庭 球 場 Ｅ コ ー ト 小柳公園北西１面

10月 四 谷 地 区 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積921.20㎡

11月 栄 町 体 育 館 延床面積1,365.271㎡、体育室826㎡、会議室、クラブ室

（1984年）　昭和59年 7月 西 府 プ ー ル 面積1,440.96㎡　幼児用プール併設

7月 白 糸 台 プ ー ル 面積1,400㎡　幼児用プール併設

7月 武 蔵 台 プ ー ル 面積1,400.58㎡　幼児用プール併設

10月 市 民 陸 上 競 技 場
全面改修、全天候型トラック（300ｍ）
鉄筋コンクリート（約1,000人収容）

（1985年）　昭和60年 3月 是 政 地 区 野 球 場 一般野球場　２面

3月 白糸台北公園ゲートボール場 面積1,119㎡、クラブ室

4月 住 吉 庭 球 場 面積1,481.99㎡、オールウェザー２面

 4月 片 町 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積1,348㎡　１面

　7月 新 町 プ ー ル 面積1,513.84㎡、幼児用プール併設

9月 東 京 競 馬 場 日 吉 体 育 館
競馬場施設、維持管理、地域体育館に準ずる施設として
市民が利用

10月 四 谷 体 育 館 延床面積1,398.470㎡、体育室825㎡、クラブ室、会議室

12月 若 松 庭 球 場 面積2,624.88㎡　オールウェザー２面

12月 紅葉丘地区ゲートボール場 面積1,130㎡（自由広場）

（1986年）　昭和61年 4月 白 糸 台 体 育 館 延床面積1,399.306㎡、体育室826.258㎡、クラブ室、会議室

4月 小 柳 庭 球 場 オールウェザー４面人工芝に改修

4月 四 谷 庭 球 場 オールウェザー２面クレーコートに改修

7月 市 民 球 場 スコアボード自動化（一部）

 7月 押 立 体 育 館 延床面積1,396.436㎡、体育室、会議室、クラブ室

11月 西 府 庭 球 場 面積2,051㎡　オールウェザー２面

（1987年）　昭和62年 1月 日 新 庭 球 場 面積2,088.07㎡　オールウェザー２面

3月 紅 葉 丘 庭 球 場 面積2,002.59㎡　オールウェザー２面

3月 健 康 セ ン タ ー 第 一 野 球 場
全面改修12,423㎡を20,083㎡に増設し、健康センター
少年野球場を第１野球場に改称４面

4月 日 新 第 二 庭 球 場 面積2,265㎡　人工芝２面

4月 市 民 球 場 防球ネット新設
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竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（1987年）　昭和62年 4月 日 新 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積646㎡　１面

6月 紅 葉 丘 第 二 庭 球 場 面積1,856.83㎡　人工芝２面

6月 健 康 セ ン タ ー 第 二 野 球 場 面積17,298㎡　４面　一般野球場を第二球場と改称

7月 健 康 セ ン タ ー 第 一 野 球 場 ナイター照明設置

7月 健 康 セ ン タ ー 庭 球 場 ナイター照明設置

10月 本 宿 体 育 館 延床面積1,399.626㎡、体育室827.458㎡、クラブ室、会議室

（1988年）　昭和63年 3月 南 白 糸 台 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積575.95㎡　１面

5月 総 合 体 育 館
増改築により第２体育室、ライフル場、相撲場、
レクリエーション等一部開設

6月 美 好 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積392㎡　１面

10月 総 合 体 育 館
延建築面積5,827.3㎡が13,226㎡、第１体育室の
改修終わり全館完成

10月 浅 間 庭 球 場 廃止

10月 浅 間 第 二 庭 球 場 廃止

10月 浅 間 少 年 野 球 場 廃止

（1989年）　平成元年 4月 是 政 運 動 広 場 面積10,181.28㎡

4月 平 和 の 森 庭 球 場 面積1,885㎡　砂入り人工芝２面

4月 矢 崎 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積2,191㎡　２面

8月 寿 町 庭 球 場 砂入り人工芝２面

（1990年）　平成 2年 4月 栄 町 庭 球 場 ナイター照明設置

（1991年）　平成 3年 7月 美 好 水 遊 び 広 場 美好児童プールを美好水遊び広場と改称1,130㎡

8月 四 谷 庭 球 場 砂入り人工芝２面

10月 若 松 庭 球 場 砂入り人工芝２面

12月 矢 崎 ゲ ー ト ボ ー ル 場 廃止

（1992年）　平成 4年12月 市 民 ア イ ス ス ケ ー ト 場
総合プール内流水プール上に組立式、
リンク一周142ｍ　面積1,805㎡

（1993年）　平成 5年 4月 市 民 球 場 スコアボード全面自動化

 4月 是 政 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積1,493㎡　２面

（1994年）　平成 6年 3月 健 康 セ ン タ ー サ ッ カ ー 場 １面を２面に改修

4月 平 和 の 森 庭 球 場 ナイター照明設置

4月 小 柳 庭 球 場 Ａ面、Ｂ面　砂入り人工芝

（1995年）　平成 7年 4月 小 柳 庭 球 場 Ｃ面、Ｄ面　砂入り人工芝

11月 日 新 小 校 庭 （ 学 校 開 放 ） ナイター照明設置

（1996年）　平成 8年 3月 市 民 プ ー ル スロープ部段差、スロープ化手摺設置

3月 栄 町 庭 球 場 砂入り人工芝２面に改修

3月 日 新 第 二 庭 球 場 砂入り人工芝２面に改修

3月 紅 葉 丘 庭 球 場 砂入り人工芝２面に改修

8月 一中・二中校庭（学校開放） ナイター照明設置

12月 栄 町 ・ 押 立 体 育 館 高天井用器具昇降装置を設置

（1997年）　平成 9年 2月 市 民 陸 上 競 技 場 市民陸上競技場を福祉の整備計画に基づき階段手摺設置

2月 市 民 球 場 市民球場を福祉の整備計画に基づき階段手摺設置

3月 小 柳 プ ー ル
プールサイドのコンクリート平板を撤去し、ウレタン
防水（ノンスリップ）に改修

6月 市 民 陸 上 競 技 場 走り幅跳び用助走路ウレタン切削改修

竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（1982年）　昭和57年 4月 美 好 児 童 プ ー ル 美好児童プールと改称

4月 寿 町 庭 球 場 市営庭球場を寿町庭球場と改称

4月 武 蔵 台 庭 球 場 武蔵台公園庭球場を武蔵台庭球場と改称

4月 市 民 陸 上 競 技 場 市営陸上競技場を市民陸上競技場と改称

5月 栄 町 庭 球 場 面積1,150㎡、オールウェザー２面

7月 市 民 球 場 全面改修、内外野スタンド、収容約１万人

7月 浅 間 庭 球 場 面積2,714㎡、オールウェザー２面

7月 武 蔵 台 庭 球 場 ナイター用照明設置

10月 清水が丘地区ゲートボール場 面積828㎡　１面

11月 旧関東村Ｃ地区ゲートボール場 面積1,508㎡　１面、クラブ室

（1983年）　昭和58年 3月 西 府 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積909.40㎡　１面

4月 浅 間 第 二 庭 球 場 面積2,169㎡　オールウェザー２面

4月 浅 間 少 年 野 球 場 面積12,521㎡　少年野球場２面

6月 小 柳 庭 球 場 Ｅ コ ー ト 小柳公園北西１面

10月 四 谷 地 区 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積921.20㎡

11月 栄 町 体 育 館 延床面積1,365.271㎡、体育室826㎡、会議室、クラブ室

（1984年）　昭和59年 7月 西 府 プ ー ル 面積1,440.96㎡　幼児用プール併設

7月 白 糸 台 プ ー ル 面積1,400㎡　幼児用プール併設

7月 武 蔵 台 プ ー ル 面積1,400.58㎡　幼児用プール併設

10月 市 民 陸 上 競 技 場
全面改修、全天候型トラック（300ｍ）
鉄筋コンクリート（約1,000人収容）

（1985年）　昭和60年 3月 是 政 地 区 野 球 場 一般野球場　２面

3月 白糸台北公園ゲートボール場 面積1,119㎡、クラブ室

4月 住 吉 庭 球 場 面積1,481.99㎡、オールウェザー２面

 4月 片 町 ゲ ー ト ボ ー ル 場 面積1,348㎡　１面

　7月 新 町 プ ー ル 面積1,513.84㎡、幼児用プール併設

9月 東 京 競 馬 場 日 吉 体 育 館
競馬場施設、維持管理、地域体育館に準ずる施設として
市民が利用

10月 四 谷 体 育 館 延床面積1,398.470㎡、体育室825㎡、クラブ室、会議室

12月 若 松 庭 球 場 面積2,624.88㎡　オールウェザー２面

12月 紅葉丘地区ゲートボール場 面積1,130㎡（自由広場）

（1986年）　昭和61年 4月 白 糸 台 体 育 館 延床面積1,399.306㎡、体育室826.258㎡、クラブ室、会議室

4月 小 柳 庭 球 場 オールウェザー４面人工芝に改修

4月 四 谷 庭 球 場 オールウェザー２面クレーコートに改修

7月 市 民 球 場 スコアボード自動化（一部）

 7月 押 立 体 育 館 延床面積1,396.436㎡、体育室、会議室、クラブ室

11月 西 府 庭 球 場 面積2,051㎡　オールウェザー２面

（1987年）　昭和62年 1月 日 新 庭 球 場 面積2,088.07㎡　オールウェザー２面

3月 紅 葉 丘 庭 球 場 面積2,002.59㎡　オールウェザー２面

3月 健 康 セ ン タ ー 第 一 野 球 場
全面改修12,423㎡を20,083㎡に増設し、健康センター
少年野球場を第１野球場に改称４面

4月 日 新 第 二 庭 球 場 面積2,265㎡　人工芝２面

4月 市 民 球 場 防球ネット新設
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竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（2001年）　平成13年11月 市 民 陸 上 競 技 場 審判室・会議室空調設備工事

12月 市 民 球 場 バックネット支柱塗装工事

（2002年）　平成14年 3月 市 民 球 場 防球ネット（府中街道側）・観客席防球フェンス改修工事

3月 平 和 の 森 庭 球 場 砂入り人工芝（２面）の張替改修工事

7月 西 府 プ ー ル ろ過器ろ材交換工事

7月 市 民 プ ー ル ろ過器ろ材交換工事

12月 若 松 庭 球 場 砂入り人工芝（２面）の張替及び時計塔設置工事

（2003年）　平成15年 3月 四 谷 体 育 館 外壁装及び屋上防水工事

3月 市 民 球 場 防球ネット（陸上競技場側）改修工事

3月 陸 上 競 技 場 走路及び跳躍場等舗装部の改修工事

7月 四 谷 体 育 館 空調設備改修工事

7月 押 立 体 育 館 空調設備改修工事

7月 小 柳 プ ー ル ろ渦機ろ材交換工事

（2004年）　平成16年 3月 小 柳 庭 球 場 人工芝張替工事

3月 寿 庭 球 場 人工芝張替工事

3月 栄 町 体 育 館 屋根防水工事及び外壁等補修工事

   　        9月 四 谷 庭 球 場 人工芝張替工事

調布基地跡地暫定運動広場

（ サ ッ カ ー 場 ）

（2005年）　平成17年 3月 栄 町 庭 球 場 人工芝張替工事

3月 市 民 球 場 防球ネット増設工事

7月 新 町 プ ー ル 改修工事

8月 日 新 第 二 庭 球 場 人工芝張替工事

（2006年）　平成18年 3月 調布基地跡地暫定運動施設 防球ネット設置工事

 5月 住 吉 庭 球 場 人工芝張替工事

　 6月 市 民 球 場 スコアボード入力機改修工事

 6月 美 好 水 遊 び 広 場 ろ過機ろ材交換工事

是 政 地 区 一 般 野 球 場

住 吉 地 区 野 球 場

 3月 紅 葉 丘 庭 球 場 北側フェンス改修工事

 3月 調布基地跡地暫定運動施設 防球ネット設置工事及び避雷針設置工事

 3月 小 柳 プ ー ル 改修工事

5月 朝 日 サ ッ カ ー 場 管理棟シャワー設置工事

5月 西 府 庭 球 場 全天候型コート改修工事

6月 市 民 プ ー ル 改修工事

10月 四 谷 体 育 館 屋根改修工事

10月 住吉地区・是政地区体育施設 災害復旧整備工事

（2008年）　平成20年 1月 紅 葉 丘 庭 球 場 人工芝張替工事

4月 総 合 プ ー ル 外周フェンス及び幼児用プール改修工事

5月 押 立 庭 球 場 改修工事

6月 市 民 陸 上 競 技 場 放送設備改修工事

6月 市 民 陸 上 競 技 場 フィールド内改修工事

6月 白 糸 台 プ ー ル 濾過機濾材交換工事

9月 朝 日 体 育 館 改修工事

12月 雨水排水設備改修工事

雨水排水設備改修工事（2007年）　平成19年 3月

竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（1997年）　平成 9年 6月 市 民 球 場 グラウンドの既存倉庫及び選手出入口扉３ケ所取替改修

6月
プール（市民、白糸台、新町、
小 柳 、 武 蔵 台 、 西 府 ）

ろ過機整備　西府、新町プールを除く他のプールの配管
をフランジ式配管に交換

8月 本宿、白糸台、四谷体育館 高天井用器具昇降装置を設置

8月 七 中 校 庭 （ 学 校 開 放 ） ナイター照明設置

（1998年）　平成10年 1月 市 民 球 場 駐 車 場 市民球場の北西側に駐車場を整備

1月 本 宿 、 押 立 体 育 館
本宿体育館西側サッシュまわりのコーキング
押立体育館北側ガラスブロックまわりのコーキング

2月 押 立 庭 球 場 砂入り人工芝に改修

3月 市 民 球 場
キュービクル式高圧受電盤及び高圧基電盤内の真空
遮断機（２台）更新

3月 市 民 球 場
放送室にワイヤレスマイク設備を新設壁付け形ラック
マウントを新設

3月 栄 町 体 育 館
１階体育室倉庫内既設露出配管を分岐し、屋外露出配管
を南側まで新設し、地中にて既設屋内消火栓に接続

調 布 基 地 跡 地 運 動 施 設

（野　球　場）

調 布 基 地 跡 地 運 動 施 設 サッカー場２面（Ａ１２、Ａ１３）、

（サッカー場・野球場） 野球場２面（Ａ１４、Ａ１５）の新設工事

3月 調 布 基 地 跡 地 運 動 施 設 調布基地跡地運動施設新設に伴う防球ネットの新設工事

調布基地跡地暫定運動施設 調布基地跡地暫定運動施設の駐車場整備に伴う、

（第　１　工　区） フェンス設備、舗装砕石他

調布基地跡地暫定運動施設 調布基地跡地暫定運動施設の入口変更に伴う、

（負　担　金） 看板設置、入口新設、舗装改修

10月 調布基地跡地暫定運動施設
調布基地跡地暫定運動施設の駐車場整備及び路面
段差舗装他

（1999年）　平成11年 1月 市 民 球 場 駐 車 場 市民球場ライト後方の駐車場の陥没段差改修工事

調布基地跡地暫定運動施設 調布基地跡地暫定運動施設防球ネット及びダックアウト

（第　３　工　区） 新設他

 3月 市 民 陸 上 競 技 場
平成１１年度の公認検査認定に向けて、トラックの一部
整備及びフィールド内施設の改修他

3月 市 民 球 場
市民球場スタンド内階段等に設置してある避難誘導灯が
老朽化したため交換

3月 紅 葉 丘 第 二 庭 球 場
人工芝コートが傷んでいるため、砂入り人工芝に改修
する（コート２面の全面張替）

 3月 日 新 庭 球 場
全天候型（ウレタン）コートが傷んでいるため、砂入り
人工芝に改修する（コート２面の全面張替）

5月 美 好 水 遊 び 広 場 美好水遊び広場のろ過器のろ材交換工事

朝 日 サ ッ カ ー 場 （ 仮 称 ）

（債務負担行為解消分）

12月 市 民 球 場
人工芝、ウレタンオーバーレイ、バックネット、
セーフティーカバー他改修

（2000年）　平成12年 1月 朝 日 サ ッ カ ー 場 （ 仮 称 ） 朝日サッカー場（仮称）に便所、休憩室を新設する

1月 朝 日 サ ッ カ ー 場 （ 仮 称 ）
朝日サッカー場（仮称）に便所、休憩室の給排水衛生
設備工事

1月 朝 日 サ ッ カ ー 場 （ 仮 称 ） 朝日サッカー場（仮称）に便所、休憩室の電気設備工事

6月 白 糸 台 プ ー ル プール循環ろ過器のろ材交換工事

（2001年）　平成13年 3月 市 民 球 場 外灯（１８台）の配線引き直し工事

5月 市 民 球 場 スコアボード設備改修工事

6月 市 民 球 場 散水用揚水ポンプ交換工事

7月 市 民 球 場 空調設備（冷却塔）交換工事

7月 美 好 水 遊 び 広 場 床部放水改修工事

7月 武 蔵 台 プ ー ル ろ過器ろ材及び循環ポンプモーター交換工事

 7月 新 町 プ ー ル ろ過器ろ材交換工事

12月

2月

調布基地跡地内にサッカー等のできる運動施設を新設す
る

野球場２面（Ａ１６－Ａ１７）の新設

8月

3月

3月

7月
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（2001年）　平成13年11月 市 民 陸 上 競 技 場 審判室・会議室空調設備工事

12月 市 民 球 場 バックネット支柱塗装工事

（2002年）　平成14年 3月 市 民 球 場 防球ネット（府中街道側）・観客席防球フェンス改修工事

3月 平 和 の 森 庭 球 場 砂入り人工芝（２面）の張替改修工事

7月 西 府 プ ー ル ろ過器ろ材交換工事

7月 市 民 プ ー ル ろ過器ろ材交換工事

12月 若 松 庭 球 場 砂入り人工芝（２面）の張替及び時計塔設置工事

（2003年）　平成15年 3月 四 谷 体 育 館 外壁装及び屋上防水工事

3月 市 民 球 場 防球ネット（陸上競技場側）改修工事

3月 陸 上 競 技 場 走路及び跳躍場等舗装部の改修工事

7月 四 谷 体 育 館 空調設備改修工事

7月 押 立 体 育 館 空調設備改修工事

7月 小 柳 プ ー ル ろ渦機ろ材交換工事

（2004年）　平成16年 3月 小 柳 庭 球 場 人工芝張替工事

3月 寿 庭 球 場 人工芝張替工事

3月 栄 町 体 育 館 屋根防水工事及び外壁等補修工事

   　        9月 四 谷 庭 球 場 人工芝張替工事

調布基地跡地暫定運動広場

（ サ ッ カ ー 場 ）

（2005年）　平成17年 3月 栄 町 庭 球 場 人工芝張替工事

3月 市 民 球 場 防球ネット増設工事

7月 新 町 プ ー ル 改修工事

8月 日 新 第 二 庭 球 場 人工芝張替工事

（2006年）　平成18年 3月 調布基地跡地暫定運動施設 防球ネット設置工事

 5月 住 吉 庭 球 場 人工芝張替工事

　 6月 市 民 球 場 スコアボード入力機改修工事

 6月 美 好 水 遊 び 広 場 ろ過機ろ材交換工事

是 政 地 区 一 般 野 球 場

住 吉 地 区 野 球 場

 3月 紅 葉 丘 庭 球 場 北側フェンス改修工事

 3月 調布基地跡地暫定運動施設 防球ネット設置工事及び避雷針設置工事

 3月 小 柳 プ ー ル 改修工事

5月 朝 日 サ ッ カ ー 場 管理棟シャワー設置工事

5月 西 府 庭 球 場 全天候型コート改修工事

6月 市 民 プ ー ル 改修工事

10月 四 谷 体 育 館 屋根改修工事

10月 住吉地区・是政地区体育施設 災害復旧整備工事

（2008年）　平成20年 1月 紅 葉 丘 庭 球 場 人工芝張替工事

4月 総 合 プ ー ル 外周フェンス及び幼児用プール改修工事

5月 押 立 庭 球 場 改修工事

6月 市 民 陸 上 競 技 場 放送設備改修工事

6月 市 民 陸 上 競 技 場 フィールド内改修工事

6月 白 糸 台 プ ー ル 濾過機濾材交換工事

9月 朝 日 体 育 館 改修工事

12月 雨水排水設備改修工事

雨水排水設備改修工事（2007年）　平成19年 3月

竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（1997年）　平成 9年 6月 市 民 球 場 グラウンドの既存倉庫及び選手出入口扉３ケ所取替改修

6月
プール（市民、白糸台、新町、
小 柳 、 武 蔵 台 、 西 府 ）

ろ過機整備　西府、新町プールを除く他のプールの配管
をフランジ式配管に交換

8月 本宿、白糸台、四谷体育館 高天井用器具昇降装置を設置

8月 七 中 校 庭 （ 学 校 開 放 ） ナイター照明設置

（1998年）　平成10年 1月 市 民 球 場 駐 車 場 市民球場の北西側に駐車場を整備

1月 本 宿 、 押 立 体 育 館
本宿体育館西側サッシュまわりのコーキング
押立体育館北側ガラスブロックまわりのコーキング

2月 押 立 庭 球 場 砂入り人工芝に改修

3月 市 民 球 場
キュービクル式高圧受電盤及び高圧基電盤内の真空
遮断機（２台）更新

3月 市 民 球 場
放送室にワイヤレスマイク設備を新設壁付け形ラック
マウントを新設

3月 栄 町 体 育 館
１階体育室倉庫内既設露出配管を分岐し、屋外露出配管
を南側まで新設し、地中にて既設屋内消火栓に接続

調 布 基 地 跡 地 運 動 施 設

（野　球　場）

調 布 基 地 跡 地 運 動 施 設 サッカー場２面（Ａ１２、Ａ１３）、

（サッカー場・野球場） 野球場２面（Ａ１４、Ａ１５）の新設工事

3月 調 布 基 地 跡 地 運 動 施 設 調布基地跡地運動施設新設に伴う防球ネットの新設工事

調布基地跡地暫定運動施設 調布基地跡地暫定運動施設の駐車場整備に伴う、

（第　１　工　区） フェンス設備、舗装砕石他

調布基地跡地暫定運動施設 調布基地跡地暫定運動施設の入口変更に伴う、

（負　担　金） 看板設置、入口新設、舗装改修

10月 調布基地跡地暫定運動施設
調布基地跡地暫定運動施設の駐車場整備及び路面
段差舗装他

（1999年）　平成11年 1月 市 民 球 場 駐 車 場 市民球場ライト後方の駐車場の陥没段差改修工事

調布基地跡地暫定運動施設 調布基地跡地暫定運動施設防球ネット及びダックアウト

（第　３　工　区） 新設他

 3月 市 民 陸 上 競 技 場
平成１１年度の公認検査認定に向けて、トラックの一部
整備及びフィールド内施設の改修他

3月 市 民 球 場
市民球場スタンド内階段等に設置してある避難誘導灯が
老朽化したため交換

3月 紅 葉 丘 第 二 庭 球 場
人工芝コートが傷んでいるため、砂入り人工芝に改修
する（コート２面の全面張替）

 3月 日 新 庭 球 場
全天候型（ウレタン）コートが傷んでいるため、砂入り
人工芝に改修する（コート２面の全面張替）

5月 美 好 水 遊 び 広 場 美好水遊び広場のろ過器のろ材交換工事

朝 日 サ ッ カ ー 場 （ 仮 称 ）

（債務負担行為解消分）

12月 市 民 球 場
人工芝、ウレタンオーバーレイ、バックネット、
セーフティーカバー他改修

（2000年）　平成12年 1月 朝 日 サ ッ カ ー 場 （ 仮 称 ） 朝日サッカー場（仮称）に便所、休憩室を新設する

1月 朝 日 サ ッ カ ー 場 （ 仮 称 ）
朝日サッカー場（仮称）に便所、休憩室の給排水衛生
設備工事

1月 朝 日 サ ッ カ ー 場 （ 仮 称 ） 朝日サッカー場（仮称）に便所、休憩室の電気設備工事

6月 白 糸 台 プ ー ル プール循環ろ過器のろ材交換工事

（2001年）　平成13年 3月 市 民 球 場 外灯（１８台）の配線引き直し工事

5月 市 民 球 場 スコアボード設備改修工事

6月 市 民 球 場 散水用揚水ポンプ交換工事

7月 市 民 球 場 空調設備（冷却塔）交換工事

7月 美 好 水 遊 び 広 場 床部放水改修工事

7月 武 蔵 台 プ ー ル ろ過器ろ材及び循環ポンプモーター交換工事

 7月 新 町 プ ー ル ろ過器ろ材交換工事

12月

2月

調布基地跡地内にサッカー等のできる運動施設を新設す
る

野球場２面（Ａ１６－Ａ１７）の新設

8月

3月

3月

7月
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竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（2017年）　平成29年 3月 若 松 庭 球 場 人工芝張替等改修工事

3月 グ ラ ウ ン ド 管 理 所 廃止

9月 白 糸 台 体 育 館 天井等改修工事

9月 本 宿 体 育 館 天井等改修工事

10月 朝 日 サ ッ カ ー 場 芝生改良、フェンス等設置、グラウンド外周路整備工事

（2018年）　平成30年 3月 総 合 体 育 館 第２体育室天井等改修工事

6月 日 新 庭 球 場 廃止

7月 府中朝日フットボールパーク 朝日サッカー場から府中朝日フットボールパークに改称

7月 紅 葉 丘 第 二 庭 球 場 人工芝張替等改修工事（改修後２面から１面に縮小）

9月 押 立 体 育 館 天井等改修工事

9月 四 谷 体 育 館 天井等改修工事

9月 南 白 糸 台 ゲ ー ト ボ ー ル 場 廃止

12月 総 合 体 育 館 サウナ廃止

（2019年）　平成31年 3月 府中朝日フットボールパーク 夜間照明設備設置工事

3月 市 民 球 場 スコアボード維持改修工事

3月 市 民 庭 球 場 砂入り人工芝コートへの改修工事

（2019年）　令和元年 5月 総 合 体 育 館 武道場空気調和設備設置工事

8月 市 民 陸 上 競 技 場 フィールド内改修工事

9月 日 新 第 二 庭 球 場 人工芝張替等改修工事

（2020年）　令和 2年 1月 栄 町 体 育 館 天井等改修工事

 1月 総 合 体 育 館 令和元年東日本台風に伴う仮設電源引込み及び電気設備仮復旧工事

 2月
是 政 ソ フ ト ボ ー ル 場
是 政 地 区 一 般 野 球 場
是 政 運 動 広 場

令和元年東日本台風被害に伴う復旧工事

3月 寿 町 庭 球 場 人工芝張替等改修工事

3月 総 合 体 育 館 第１体育室棟耐震改修工事

3月 白 糸 台 体 育 館 外壁及び屋上防水等改修工事

3月 四 谷 体 育 館 外壁及び屋上防水等改修工事

3月 総 合 プ ー ル 令和元年東日本台風被害に伴う電気設備改修工事

3月 総 合 プ ー ル 令和元年東日本台風被害に伴う起流ポンプ等修繕

9月 四 谷 庭 球 場 人工芝張替等改修工事

11月 市 民 第 二 野 球 場 令和元年東日本台風被害に伴う復旧修繕

12月 総 合 体 育 館 令和元年東日本台風被害に伴う電気設備復旧工事

12月 総 合 体 育 館 令和元年東日本台風被害に伴う空気調和設備復旧工事

（2021年）　令和 3年 2月 本 宿 体 育 館 外壁及び屋上防水等改修工事

3月 市 民 サ ッ カ ー 場 令和元年東日本台風被害に伴う復旧修繕

3月 総 合 体 育 館 令和元年東日本台風被害に伴う電源設備架台設置等工事

3月 総 合 体 育 館 令和元年東日本台風被害に伴う給排水衛生設備復旧工事

3月 総 合 体 育 館 第１体育室床修繕

3月 市 民 陸 上 競 技 場 受変電設備及び夜間照明等改修工事

3月 市 民 球 場 受変電設備及び夜間照明等改修工事

9月 総 合 体 育 館 第１武道場畳交換修繕

10月 府中朝日フットボールパーク 一般供用に向けての改修

竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（2009年）　平成21年 3月 市 民 第 二 野 球 場 防球フェンス設置工事

3月 西 府 プ ー ル 改修工事

3月 西 府 プ ー ル 給排水衛生設備工事

3月 西 府 プ ー ル 電気設備工事

6月 武 蔵 台 プ ー ル ろ過機ろ材交換工事

6月 新 町 プ ー ル ろ過機ろ材交換工事

総 合 プ ー ル

地 域 プ ー ル （ ５ か 所 ）

6月 紅 葉 丘 第 二 庭 球 場 人工芝張替工事

7月 総 合 プ ー ル 水栓整備工事

7月 四 谷 体 育 館 床改修工事

（2010年）　平成22年 6月 美 好 水 遊 び 広 場 シャワー改修工事

6月 小 柳 町 運 動 広 場 門扉等設置工事

（2011年）　平成23年 3月 市 民 庭 球 場 コート舗装等改修工事

3月 市 民 球 場 便所改修工事

3月 市 民 球 場 スタンド改修工事及びバックネット改修工事

6月 小 柳 プ ー ル ろ過機濾材交換工事

8月 総 合 体 育 館 第２体育室床改修工事

11月 総 合 体 育 館 放送設備改修工事

11月 日 新 庭 球 場 改修工事

12月 小 柳 庭 球 場 夜間照明制御盤改修工事

（2012年）　平成24年 2月 市 民 球 場 空気調和設備改修工事

2月 総 合 体 育 館 トイレ改修工事

3月 朝 日 サ ッ カ ー 場
施設撤去及び側溝布設、給排水及び浸透井戸設置、
受水槽設置、散水設備設置工事

7月 朝 日 サ ッ カ ー 場 基盤造成及び防球フェンス設置工事

8月 総 合 体 育 館 第１体育室床面改修工事

9月 朝 日 サ ッ カ ー 場 付帯施設設置工事

9月 朝 日 サ ッ カ ー 場
フィールド内芝張り工事、会議室・便所・更衣室棟新築
工事

（2013年）　平成25年 2月 市 民 球 場 判定表示灯改修工事

2月 総 合 体 育 館 レクリエーションホール空気調和設備改修工事

3月 平 和 の 森 庭 球 場 人工芝張替工事

3月 市 民 球 場 ラバー改修工事、グラウンド等改修工事

8月 総 合 体 育 館 屋上改修工事

8月 市 民 球 場 駐 車 場 駐車場拡張整備

9月 白 糸 台 体 育 館 空気調和設備改修工事

（2014年）　平成26年 7月 市 民 陸 上 競 技 場 フィールド内改修工事

7月 総 合 体 育 館 第１体育室空気調和設備設置工事

（2015年）　平成27年 3月 総 合 体 育 館 受変電設備改修工事

3月 栄 町 庭 球 場 人工芝張替工事

7月 総 合 体 育 館 第２体育室空気調和設備設置工事

7月 総 合 プ ー ル ウォータースライダー改修工事

（2016年）　平成28年 2月 小 柳 庭 球 場 人工芝張替等改修工事

10月 栄 町 体 育 館 空気調和設備改修工事

12月 押 立 体 育 館 外壁及び屋上防水等改修工事

量水器設置工事6月
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竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（2017年）　平成29年 3月 若 松 庭 球 場 人工芝張替等改修工事

3月 グ ラ ウ ン ド 管 理 所 廃止

9月 白 糸 台 体 育 館 天井等改修工事

9月 本 宿 体 育 館 天井等改修工事

10月 朝 日 サ ッ カ ー 場 芝生改良、フェンス等設置、グラウンド外周路整備工事

（2018年）　平成30年 3月 総 合 体 育 館 第２体育室天井等改修工事

6月 日 新 庭 球 場 廃止

7月 府中朝日フットボールパーク 朝日サッカー場から府中朝日フットボールパークに改称

7月 紅 葉 丘 第 二 庭 球 場 人工芝張替等改修工事（改修後２面から１面に縮小）

9月 押 立 体 育 館 天井等改修工事

9月 四 谷 体 育 館 天井等改修工事

9月 南 白 糸 台 ゲ ー ト ボ ー ル 場 廃止

12月 総 合 体 育 館 サウナ廃止

（2019年）　平成31年 3月 府中朝日フットボールパーク 夜間照明設備設置工事

3月 市 民 球 場 スコアボード維持改修工事

3月 市 民 庭 球 場 砂入り人工芝コートへの改修工事

（2019年）　令和元年 5月 総 合 体 育 館 武道場空気調和設備設置工事

8月 市 民 陸 上 競 技 場 フィールド内改修工事

9月 日 新 第 二 庭 球 場 人工芝張替等改修工事

（2020年）　令和 2年 1月 栄 町 体 育 館 天井等改修工事

 1月 総 合 体 育 館 令和元年東日本台風に伴う仮設電源引込み及び電気設備仮復旧工事

 2月
是 政 ソ フ ト ボ ー ル 場
是 政 地 区 一 般 野 球 場
是 政 運 動 広 場

令和元年東日本台風被害に伴う復旧工事

3月 寿 町 庭 球 場 人工芝張替等改修工事

3月 総 合 体 育 館 第１体育室棟耐震改修工事

3月 白 糸 台 体 育 館 外壁及び屋上防水等改修工事

3月 四 谷 体 育 館 外壁及び屋上防水等改修工事

3月 総 合 プ ー ル 令和元年東日本台風被害に伴う電気設備改修工事

3月 総 合 プ ー ル 令和元年東日本台風被害に伴う起流ポンプ等修繕

9月 四 谷 庭 球 場 人工芝張替等改修工事

11月 市 民 第 二 野 球 場 令和元年東日本台風被害に伴う復旧修繕

12月 総 合 体 育 館 令和元年東日本台風被害に伴う電気設備復旧工事

12月 総 合 体 育 館 令和元年東日本台風被害に伴う空気調和設備復旧工事

（2021年）　令和 3年 2月 本 宿 体 育 館 外壁及び屋上防水等改修工事

3月 市 民 サ ッ カ ー 場 令和元年東日本台風被害に伴う復旧修繕

3月 総 合 体 育 館 令和元年東日本台風被害に伴う電源設備架台設置等工事

3月 総 合 体 育 館 令和元年東日本台風被害に伴う給排水衛生設備復旧工事

3月 総 合 体 育 館 第１体育室床修繕

3月 市 民 陸 上 競 技 場 受変電設備及び夜間照明等改修工事

3月 市 民 球 場 受変電設備及び夜間照明等改修工事

9月 総 合 体 育 館 第１武道場畳交換修繕

10月 府中朝日フットボールパーク 一般供用に向けての改修

竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（2009年）　平成21年 3月 市 民 第 二 野 球 場 防球フェンス設置工事

3月 西 府 プ ー ル 改修工事

3月 西 府 プ ー ル 給排水衛生設備工事

3月 西 府 プ ー ル 電気設備工事

6月 武 蔵 台 プ ー ル ろ過機ろ材交換工事

6月 新 町 プ ー ル ろ過機ろ材交換工事

総 合 プ ー ル

地 域 プ ー ル （ ５ か 所 ）

6月 紅 葉 丘 第 二 庭 球 場 人工芝張替工事

7月 総 合 プ ー ル 水栓整備工事

7月 四 谷 体 育 館 床改修工事

（2010年）　平成22年 6月 美 好 水 遊 び 広 場 シャワー改修工事

6月 小 柳 町 運 動 広 場 門扉等設置工事

（2011年）　平成23年 3月 市 民 庭 球 場 コート舗装等改修工事

3月 市 民 球 場 便所改修工事

3月 市 民 球 場 スタンド改修工事及びバックネット改修工事

6月 小 柳 プ ー ル ろ過機濾材交換工事

8月 総 合 体 育 館 第２体育室床改修工事

11月 総 合 体 育 館 放送設備改修工事

11月 日 新 庭 球 場 改修工事

12月 小 柳 庭 球 場 夜間照明制御盤改修工事

（2012年）　平成24年 2月 市 民 球 場 空気調和設備改修工事

2月 総 合 体 育 館 トイレ改修工事

3月 朝 日 サ ッ カ ー 場
施設撤去及び側溝布設、給排水及び浸透井戸設置、
受水槽設置、散水設備設置工事

7月 朝 日 サ ッ カ ー 場 基盤造成及び防球フェンス設置工事

8月 総 合 体 育 館 第１体育室床面改修工事

9月 朝 日 サ ッ カ ー 場 付帯施設設置工事

9月 朝 日 サ ッ カ ー 場
フィールド内芝張り工事、会議室・便所・更衣室棟新築
工事

（2013年）　平成25年 2月 市 民 球 場 判定表示灯改修工事

2月 総 合 体 育 館 レクリエーションホール空気調和設備改修工事

3月 平 和 の 森 庭 球 場 人工芝張替工事

3月 市 民 球 場 ラバー改修工事、グラウンド等改修工事

8月 総 合 体 育 館 屋上改修工事

8月 市 民 球 場 駐 車 場 駐車場拡張整備

9月 白 糸 台 体 育 館 空気調和設備改修工事

（2014年）　平成26年 7月 市 民 陸 上 競 技 場 フィールド内改修工事

7月 総 合 体 育 館 第１体育室空気調和設備設置工事

（2015年）　平成27年 3月 総 合 体 育 館 受変電設備改修工事

3月 栄 町 庭 球 場 人工芝張替工事

7月 総 合 体 育 館 第２体育室空気調和設備設置工事

7月 総 合 プ ー ル ウォータースライダー改修工事

（2016年）　平成28年 2月 小 柳 庭 球 場 人工芝張替等改修工事

10月 栄 町 体 育 館 空気調和設備改修工事

12月 押 立 体 育 館 外壁及び屋上防水等改修工事

量水器設置工事6月
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竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（2022年）　令和 4年 1月 市 民 陸 上 競 技 場 外壁及びスタンド床等改修工事

2月 栄 町 体 育 館 外壁及び屋上防水等改修工事

3月 住 吉 庭 球 場 人工芝張替等改修工事

3月 市 民 球 場 レフト側外壁及び通路等改修工事

3月 朝 日 体 育 館 廃止

3月 小 柳 プ ー ル 廃止

3月 白 糸 台 プ ー ル 廃止

3月 武 蔵 台 プ ー ル 廃止

3月 新 町 プ ー ル 廃止

9月 市 民 陸 上 競 技 場 ２階通路等改修工事

（2023年）　令和 5年 1月 旧 白 糸 台 プ ー ル 解体工事

1月 旧 新 町 プ ー ル 解体工事

2月 旧 朝 日 体 育 館 解体工事

3月 白 糸 台 体 育 館 空気調和設備設置工事

3月 本 宿 体 育 館 空気調和設備設置工事

3月 旧 武 蔵 台 プ ー ル 解体工事

3月 西 府 庭 球 場 ハードコート改修工事

3月 市 民 球 場 バックネット及びライト側通路等改修工事

3月 旧 小 柳 プ ー ル 解体工事、防球ネット設置工事

3月 総 合 体 育 館 雨樋改修工事

（2024年）　令和 6年 2月 小 柳 庭 球 場 照明改修工事

2月 四 谷 体 育 館 空気調和設備設置工事

2月 押 立 体 育 館 空気調和設備設置工事

3月 市 民 球 場 １階トイレ等改修工事

3月 市 民 球 場 １階トイレ等改修に伴う設備工事

3月 市 民 球 場 バックネット及びライト側外壁等改修工事
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竣　 工　 年　 月 施　　設　　名　　称 設　置　内　容　・　規　模　等

（2022年）　令和 4年 1月 市 民 陸 上 競 技 場 外壁及びスタンド床等改修工事

2月 栄 町 体 育 館 外壁及び屋上防水等改修工事

3月 住 吉 庭 球 場 人工芝張替等改修工事

3月 市 民 球 場 レフト側外壁及び通路等改修工事

3月 朝 日 体 育 館 廃止

3月 小 柳 プ ー ル 廃止

3月 白 糸 台 プ ー ル 廃止

3月 武 蔵 台 プ ー ル 廃止

3月 新 町 プ ー ル 廃止

9月 市 民 陸 上 競 技 場 ２階通路等改修工事

（2023年）　令和 5年 1月 旧 白 糸 台 プ ー ル 解体工事

1月 旧 新 町 プ ー ル 解体工事

2月 旧 朝 日 体 育 館 解体工事

3月 白 糸 台 体 育 館 空気調和設備設置工事

3月 本 宿 体 育 館 空気調和設備設置工事

3月 旧 武 蔵 台 プ ー ル 解体工事

3月 西 府 庭 球 場 ハードコート改修工事

3月 市 民 球 場 バックネット及びライト側通路等改修工事

3月 旧 小 柳 プ ー ル 解体工事、防球ネット設置工事

3月 総 合 体 育 館 雨樋改修工事

（2024年）　令和 6年 2月 小 柳 庭 球 場 照明改修工事

2月 四 谷 体 育 館 空気調和設備設置工事

2月 押 立 体 育 館 空気調和設備設置工事

3月 市 民 球 場 １階トイレ等改修工事

3月 市 民 球 場 １階トイレ等改修に伴う設備工事

3月 市 民 球 場 バックネット及びライト側外壁等改修工事
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